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て木遺跡は、櫛形町の南西部に位置する、

下市之瀬に所在 している。本町では、昭和57

年から昭和61年 までの 5ヶ 年計画で農家と地

域の活性化をはかり、総合的な地域経済及び

文化の向上を図り調和のとれた発展を目標と

して農村地域工業導入事業が実施される事に

なりそれに伴って櫛形町教育委員会ではこの

遺跡の発掘調査を実施する事になりました。

その結果、今から約4,6∞年前の住居址や、

1,000年～1,100年前の住居址・掘立柱建物遺

構・祭祀 (焼土)遺構などが多数発見されまし

た。これらの貴重な資料は、町民が地域を知

り、地域を考え、地域の良さを次代に伝承し

ていくいとぐちとして大きな意味を持つもの

と確信しております。

最後に今回の調査、ならびに報告書作成に

あたり、ご指導、ご協力下さった皆様に,いか

ら感謝申し上げる次第でございます。

昭和62年 3月 31日

櫛形町教育委員会

教育長 河  星予 豊



例     言

I 本書は農4Nl地域工業導入:lf業に伴う/木遺跡発掘訓査報告書である。

1 発猟訓査は昭和161年 5)〕 19日 ～F」年8月 26Hま で実施した。出土占hの整理等は昭和61年 9月 lH～昭和62年 3月 31Hま

でイすった。

I 発猟調査組織  調査主体  櫛形H「教育委員会
調査,1当   清水 博 (櫛形‖「教委)
lfil査 員  桜井真貴 (ll学院大学)
lHH査事務  鶴FH一難 (‖ r社会教育係長)・ おヽ林徳男 (櫛形町教育委員会主事)

I 本報告書の編集は清水が行ない、第 1章を鶴四が、第ⅡoⅢ章。第Ⅳ章第 1節 。第V章第2節 を清水、第Ⅳ章。第V章

第 1・ 2節 を小林宇―が執筆した。

また、木洋竹IJkに かかわる業務分Ⅲlは下記の通りである。

遺物の突測 イド1水・小林・山本・れ1‖ I、  トレース 小‖。出H o JilII・ i古水、 遺格図版の作成 出「1。
I `げ真搬彰は、遺構をシシ航空

`げ
真帥 。1背水が行い、遺物は清水が行った。

1 イf質の鑑定は、

“

rrlll学氏 (山梨文化財研究所)に脇力をH易った。

1 1'刊 A参加者

小林宇一、古団弘樹(束海大卒)、 出H真由美(武蔵野美af大卒)、 山本孝司(早稲田大)、 和lH晋治 (「)l治大)、 秋山呂寛、

樋川重行、イ「賀清仁、

'r藤

淳司、青木央、上橋広樹、饗坊宏、小笠》i〔淳、川名常美子、牒田稔、三石豊(山梨大)、 野中

新市、野中つる江、古屋なみ、中込かやの、清水静、

'「

牒よ志恵、青木みどり、桜四定子、桜四和子、桜日J菊江、桜rJH

みさえ、川崎すずイ、杉山敏子、杉山呂江、中沢栄、深沢道子、功夙」兼子、斉藤みや子、河野節子、 L四みな子(一般)、

櫛形町立櫛形中学校(相原千里先生他先生13名 、2年生279名 )、 白根肘r立巨摩中学校(河西美佐子先生他 1年生120名 )、

電王Hr立玉幡中学校(加賀美要次先生他生徒 8名 )、 櫛形町立小笠原小学校郷土クラブ(新津昭治先生他児童12名 )

I 発排l ll査 及び本報Piギヤ作成にあたり、 ド記の方々十1御助古、御脇力を頂いた。記して謝意を表する次第である。

坂本美大、木木促、1日 代孝、保坂康夫(県埋蔵文イヒ財センター)、 新津健(県教委文化課)、 笹沢浩(長野県史刊行会)、 佐

野勝広(4ヽ淵沢‖「教委)、 沖「四学、平野修(山梨文化財研究所)、 小IJ妙子(長野県埋蔵文化財センター)、 山路恭之助 (須

I‖「教委)。

1 発加 ll介によって得られた出土遺物、記録図面及び写真等は桁形川「教育委員会において保管している。

凡     例

1.遺 lll活 けは栃〔則として確認順である。

2 遺14失測図における1岳示について。

遺tll突測図の水糸レベルは海抜高を示す。

主軸方位は竃が構築された壁面を通る軸と真北とのなす角度で示す。

規模は本H対する壁削の最長～最短距離で示し、長辺 :短辺の比率が 1lil以 上のものを長方形、以下のものを方形と

した。

遺物は大数
′
■で遺物番号を、小数字で床面からのレベルを示し、大数字は本文、挿図、表と一致する。尚、小数字のな

いものは床面直上で認められたものである。

竃は断面図中にスクリーントーン .:   で示す。
スクリーントーシの指示は次の通りである。゛鰐 とは焼土範囲、 i∴ :`∫は竃構築時の粘上、1:II‖ |‖■は炭化

物範μ」、薄 ♯ヽ二押魁子は文脚。竃断面図中スクリーントーンの指示なき支脚は
叫
見通し
ウ
である。

遺物分布中、Oは図中の土器・石等の下部から出上したことを示す。また■は石器を、□はその他の出土』1を示す。

3 遺物の記述、挿図、表について。
上器実測図の断面は、上側i器 が白ぬき、須恵器は饉饉饉購麟、陶。磁器類は ∵ ::■

'の スクリーントーンで示してあ

る。また、内!|1土師器もi磐諄 蕉ヽ織のスクリーントーンで示し、ii::::::::::士 :::及び△―△は釉範囲、▲―▲は平滑面を示

す。

上器計測表は各遺構出上の上器のうち、図示しえた上器を除いた総破片数、総重量を示す。土器計測表の分類で不類と

は、皿・蓋などの供膳サt、 甕馨1と はその他の煮沸共・貯蔵共である。

上器観察表においてAは法量、Bは遺存率、Cは調整、Dは胎上、Eは色調、Fは焼成を示す。さらにAの法量は2が

日径、bが底径、hが器高をあらわし、単位はcmで ある。

イr器突測図中△―△は火熱を受けた範囲、▲―▲は刃毀れの著しい範囲を示す。
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第 I章 調査に至る経緯と経過

第 1節 発掘調査に至る経緯
〆木遺跡は、櫛形町の南西部に位置する ド市之瀬字〆木に所在する。櫛形町ではH召和157午 か

')昭
和61年 までの 5ヵ 午計画で農村地域工業導入事業が実施 されることになった。こf7D事業

は農業構造の改善と併せ農業所得の向上に務めるとともに、工業を計画的に導入して本町内に

就労の場 をつくり、農家子弟や、若午労 lIJl力の町内への定着を促進 し、農家と地域の活力を保

持させるべく総合的な地域経済及び文化の向上をⅨIり ll l和 Iの取れた発展を日標とするものであ

る。

この引「業に伴い櫛形‖「教育委よt会では、文化財保護法に必tづ く理蔵文化財調査を実施するこ

ととなった。昭和 6()有■1)115日 ～昭和 61 Fi二 1月 31日 まで′)日 程で対象地城約4(),()0()nfの 猾:i恕訓

査を実施 した結果、6,6Cll)nfに ついては遺構、遺物の分布が認め
')れ
、発掘「ll査 が必要であると

の結 1訴苗を得た。これをうけて昭和61年 5月 191J～ 昭和61年 8サ〕26には での 3カ )!余の日程で発

加訓査を実施 した。その結果、縄文時代 (約 4,60()午 前)の住炉:ld:や 、平安時代 (約 1,()0()～ 1
,lCll)午 前)の住サき址、掘立相:建物遺構、焼土 (祭祀)遺 tlPl等 を発 )とする||「 ができ、無 J「 ,1査 をうと
了することが出来た。

訓査にあたり県教育委員会文化課のご指導及び地元の皆様の絶大なご協力のあったことを記
して謝意を表す次第である。

第 2節 発掘調査の経過
発捌調査は昭和61年 5月 19日 に開始 した。造成予定地は41),OCll)nfに 及ぶが、そのぅち6,600nギ

を発掘 IX域 とした。発掘 IAは照和 6()寄i度に実施 した確認I調査
1あ

成果に基そづき、r/hら込みゃ遺物
が集中して認められた トレンチを中心 として、 I lxか ら皿区まで波定 した。尚、造成地西迎を

I区、II可北端を」LXi、 同中央をⅢ区と呼称 した。

発掘は耕作土 (2()～ 4()cm)を 重機によって排土 し、以下の層を人力によって掘 リドげ、遺構確

∴よを行った。排土は 1～ Ⅲ IX♂)順に行った。全体的に上サをすへの礫♂)とと人が多く、また耕作・氾

濫などによる焼乱が著 しかったため遺 I141の確認に手1出!取 った。

I区:の F'1査では、縄文時代の竪穴住居址 5軒・小竪穴 1共、奈良・平安時代の竪穴仕サょI制:5
軒・土羨 1基が発見された。 II∠ の調査は 6)130日 に完了した。

Ⅱ区:での遺構確認は 6)11()日 から開始 した。 6)]lo Hに は櫛形‖「立櫛形中学校の 2 FI:/1企貝
が遺跡発掘の体験学習 を行った。櫛形中学校 2年生の有志生徒は、その後も土 。日曜日を利
用して発掘に参加 した。また竜王町立玉幡中学校の有志生徒やさらに櫛形町立小笠原小学校の
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第 1図  遺跡範囲図 〔1/1,5∞〕

郷土クラブの児童 も発掘作業に参加 した。コ区からは、縄文時代
の土壊 3基、奈良・平安時代

の竪穴住居址14軒が発見され、違構の写真測量を7月 8日 に実施 した。Ⅱ区
の調査は、寵の切

断作業を残 し7月 10日 に一応完了した。

Ш LXの訓査は7'1 l riに開始 した。本区の訓‖査は夏季にかかったため、確認面
の乾燥や水不

足に悩まされた。 7)116に IIに は白根町立巨摩中学校の 1年生の生徒全員が発掘作業に体験学習

として参加 した3m区 では、縄文時代の上壊 1基 、奈良・平安時代の竪穴住居l■ 14軒・掘立柱

建物遺構 4棟・焼土遺構 2箇所が発見された。遺構の写真測量を8月 6日 に、遺跡全体
の航空

写真測量を8ナ125日 に実施 した。 8'J中 旬には最後に残った宅の切断作業を行い、 8月 26日 に

は全ての作業を完了 し現勃の撤収を行った。

尚、 9月 2日 に山梨県教育委員会事務局文化課の確誌を頂いた。

一方、出土 Iイ 1等の整理作業は、昭和61年 9サ 11日 から、H召和62年 3月 末日まで行った。

(2)



第Ⅱ章 遺跡 の概 観

第 1節 地理的環境
Y:16‐

市

第 2図 遺跡周辺地形図 〔1/10,0011〕
〆木遺跡は山梨県中巨摩郡櫛形町下市之瀬字〆木に所在 し、櫛形町東南隅に位置する。櫛形

町は甲府盆地の西縁にあたり、盆地西寄 りを北から南へ緩い弧状を呈 して貫流 している釜無川
の左岸ほぼ中央に位置 している。町の西半都は櫛形山及びその束麓に発達 した市之瀬台地が占
め、東半部は盆地床縁辺に発達 した扇状地 となっている。

「南アルプス」と呼ばれる赤石山脈の前衛の位置を占める「巨摩山地」は糸魚川一静岡構造

線の二部をなしてぃるが、そのため2,()CX)m程 の高度を有する主峰櫛形山も、その山腹に幾条か
の断層崖地形を刻んで盆地床へと至っている。櫛形山の前面にひろがる市之瀬台地 も伊奈ヶ湖

断屑前面に発達 した洪積扇状地が甲府盆地形成に与かった最 も新 しい地殻変動を受けて形成さ

れた丘陵状地形である。合地前面は比高差 1∞～12()mを 有する下市之瀬断層崖を経て盆地床ヘ

と至っている。櫛形山から流れ出た深沢川・漆川・市之瀬川等は、山地に於いては壮年期、台

力
治
｝
Ｒ
＼＼
Ｔ
つ



地に於いては幼年期の侵倣地形を形作るが、盗地床
へ達すると急激に流勢を弱め扇状地をつく

る。これらは有名な御勅使川の扇状地 と相まって複雑な
「複合扇状地」を形成する。

櫛形山に源を発する諸河川は、上流で削 り出した大量の土砂を盆地床縁辺に堆積さ
せ、扇状

地下端都では「天丼川」を呈 している。これらの扇状地の扇央部にあたる小笠原・下市之瀬等

では水利に乏 しく、かつ豪雨時には洪水に襲われる水日経営に不適な地勢である。扇端都では

地下水が涌き出して若車町から甲西町へと連なる弧状の湧水列をなし、これより低位は水
の豊

富な一帯となり釜無川の氾濫源へと続いている。

〆木遺跡は前述 した御勅使川の複合扇状地の南西端部に占地 している。東に漆川、南に市之

瀬川と、共に櫛形山から流れ出る河川に狭まれ、両河川の合流点付近にあたる。標高は 278～

285mを 測 り北西方向から南東方向に向けて傾斜を示 しているが、遺跡南東部は河川改修前の

河床面とほぼ同レベルとなっている。遺跡の微地形を観察すると、河川に沿
った両端部が自然

堤防状のわずかな高まりをみせ、中央部では凹状に等高線が入りこんで
いる。

また両河川を越えて東・南方は、甲西町の江原・鮎沢・湯沢といつた湧水地帯とな
っており、

北 。西方は下市之瀬 。塚原の扇状地を経て市之瀬台地
へと続いている。遺跡は、西に櫛形山を

仰ぎ、北に八ヶ岳を、南束に富士山を望む地でもある。

第 2節 歴史的環境

遺跡の所在する櫛形町は峡西のほぼ中央を占め、多数の遺跡の認められる地域でも
ある。

「山梨県遺跡地名表」には櫛形町およびその周辺にはおよそ60ヶ 所程
の遺跡が記載されている

が、その他にも多くの遺跡の存在が予想される。

櫛形山束麓にひろがる台地の先端都に占地する六科丘遺跡 8か らはすイフ型石器を含む先土

器時代の遺物数点が出土 している。この台地上では縄文時代早期から弥生時代末期
にかけての

多くの遺物が確認されているが、その中心 を占めるものは縄文時代中期後半と弥生時代末期
の

ものである。特に台地面を緩やかに丼った平岡地内には中文H遺跡 4、 長趾I口 遺跡 5、 東原遺跡

6な ど縄文時代の遺跡が集中し、更に平 |』 から漆川を隔てたFH頭、同じく市之瀬川を隔てた」i

野、中野の台地」iに も縄文時代の遺跡が存在 し、上野に所在する上
の山遺跡Hでは縄文時代中

期 を中心 とする集沐の一部が発見されている。上の山遺跡から一段東
へ降った昼喰場遺跡20、

更に南へ移った土た1平遺跡27で も縄文時代早期から後期まで
の遺物が採集されている。

六科丘遺跡、上の山遺跡は上の東遺跡13と 共に弥生時代末期の集落遺跡であり漆川を扶んで

一群の遺跡群 を形成 している。甲西町古市場に所在する住吉遺跡28は隣接する清水遺跡と共
に

これらの遺跡群にやや先行する遺跡である。住吉遺跡の占地する扇端都湧水列 riに は古墳時代

以降多くの遺跡が進出し、久保沢遺跡24、 鮎沢遺跡25、 下宮地遺跡18な どが並列する。

〆木遺跡を見下ろす」l野 山丘陵先端には、前方後円填である物見塚古墳16が 占地 し、東
ヘチト

った円け〔丘Jlに は上の東古岐14が 、更に北へ移って六科山円頂上には六科丘古墳 7が占地 して



軍
浄

1-御坂A遺跡 2-伝 嗣院遺跡 3-曾 根遺跡 4-中 畑遺跡 5-長 田口遺跡  6-東 原A遺跡
7-六科丘古墳  8-六 科丘遺跡 9-原 田遺跡 10-(伝 )椿城跡 H―上の山遺跡 12-下 河原遺跡
13-上 の東遺跡 14-上の東古墳 15-大畑遺跡 16-物 見塚古墳 17-御崎古墳郡 18-下宮地遺跡
19-古屋敷遺跡 20-昼喰場遺跡 21-塚 原上村古墳 22-鋳物師屋古墳 23-〆 木遺跡 24-久保沢
遺跡 25-鮎沢遺跡 26-御前山遺跡 27-土 居平遺跡 28-古市場住吉遺跡 29-清水遺跡

第 3図 遺跡位置図及び周辺遺跡分布図 〔1/25,001刀
いる。これらは 5世紀代に築造された古蚊であるが、次いで古九

It時
代後期になるとF■陵を降́

た盆地床縁辺の扇状地Jiに群集墳が営まれる。 /木遺跡の周,Hに も、上オ寸考11叫〔21、 鋳物師角:III

墳 22、 御崎古墳17が存在 していたが、後 2者は既に壊滅 している。また付近には塚原・狐塚 と
いった小守:名 が残ってお り古墳群の存在を暗示するが、いまゃ既にり↓確にはしえない。

ところで、この櫛形町・甲西町一帯は和名類衆抄に記載されている、
=:摩
郡 。「大

'|:郷

Jに
比定されてお り、その意味でも当地域に於ける奈良 。平安時代遺跡の1,1査 は注「|に布r〔 しよぅ。



第Ⅲ章 調査の方法と層位

第 1節 調査の方法
lllll査 方法はグリッド法を採った。造成地基準測量用に設定 していた基準軸を利用し,‖査 1江仝

城に10M方限のグリッドを波定 した。基準軸は正確に束一西、南―北を指 している。発掘 lX南

LJti端|を歩に準とし、南一北方向に、南からアルファベットでA～ N、 直交する束― ljLi方向に西か

ら算用数字で 1～ 19と し、A-l lX、 N-19区 と呼称 した。 (第 1図 )

発棚甜‖査は、鶏1作上を重機によって排上 し以下の日を順次人力で精査 した。

本遺鋤め 共本雁1位は、原則白勺には 卜fど のとおり観甕ミされた。    ′

第 I屑 :茶 ttJ色含礫上井1(耕作土 )

第Ⅱ屑 :茶棚色含礫上川 (礫σ)渉と人が著 しい )

第ⅡI炸|:;,|!欄 色含礫Ji岸 |

第Ⅳ眉 :黄 rl色礫炸|

第V雁|:赤 棚色ローム質土肘 (し まり強 )

第Ⅵ川 :黄色含礫屈

本遺跡は扇状地扇端部に占地 しており、土層の堆積が非常に複雑である。第 I層 は発掘区全

域に亘って認められるが、以下の層については各区ごとに異なつた様相をみせる。 I区・Ⅱ区西

半では、第 1・ 巨・ V・ Ⅵ眉の肝序であり、Ⅱ・Ⅲ区束半では第 I・ Ⅱ・Ⅳ層と、さらにⅢ区

lLl端では第 I・ Π oⅢ・Ⅵ眉と観察された。 I・ E区以南のLX域 では第 I層以下に茶禍色礫主

体眉及び第Ⅳ層が互眉をなし、その下部は茶灰色砂層が厚 く堆積 していた。

第Ⅱ沖1は礫の大きさ、淀人度などで更に 3～ 4層 に分層 しえ、隣あうグリッドにおいてすら

逆ほ川、あるいは欠淋ナNが認められた。第Ⅲ・Ⅳ層も観察地点によって、礫の混入度、混入物な

ど和1違 が認められたが、全体的にはそれぞれ同一層 (Ⅲ・Ⅳ癖)と して把握 した。

奈良・平安時代の遺 4iVlは第ⅡHド部で確認されたが、ブランの確定は第Ⅲ・Ⅳ層上面まで掘

リドけねばな |っ ないものが殆どであった。この時代の遺構は_li部がかなり削平され、大多数の

も♂)はその基底部のみを検出しえたにすさない。縄文時代の遺物は第Ⅱ壇中に包含されていた。

111時代の遺 14VTは第V眉」i面 で確認されたが、これらも」を面に削平が認められ本来的には第V層

上部に予想される既流失屑かデ,掘 り込まれたものであろう。

/1kて σ)遺 411Tは仲∫等かの投乱・削平を受け、かつ覆 Jを中には大量の礫が流人 していた。このこ

とは/木遺跡に於 tす る白然力がどの様なもので在ンッたかを物語るものであろう。

位層2節第
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第Ⅳ章 発見された遺構と遺物

第 1節 奈良・平安時代の遺構と遺物
1) 竪穴住居址

《3号住居址》 (第 5～ 7図 、第 1～ 2表、図版Ⅲ・

位置 :H-8区 。南 7mに

8号住居址、西7.5mに 5号住

居址、北0.5mに 4号住居址が

存在。遺存状態 :上面に削平

を受け東壁は遺存 しない。

主軸方位 :N-15生 W。 平

面形態 :不整 (長 )方形。規

模 :4.0～ 3.5m× (3.5～ 3.8)

m。 壁高 :25cm(北壁 )。 覆土

:3層 で自然堆積。床面 :軟 止

弱だが、寵前一部堅緻。周濤

:柱穴 :な し。竃 :一基付設。

出土遺物 :少量だが北西隅

に集中。

電

XIV e XWll)

ぬ
|

ノ

，

オ

位置 :北壁中央東寄 り。

主軸方位 :N-15°一W。 規

模 :長 さ 140cm、 幅84cm。 構

造 :ネ由部はネ由石を芯とし、粘

土を貼る。燃焼部は不整円形

で深さ12cm。 煙道部はU字形

平面を呈 し85° で立ち上がる。

第 1層  黒褐色土層 :し まり。無,礫を含む。
第 2層 日音褐色土層 :粘性・弱。
第 3層 褐 色 土 層 :粘性・弱,小礫を多量含む。

第 5図  3号住居址 〔1/60〕

第 1表 3号住居址出土土器計測表

杯 類 甕 類

土師器 105点 3509 60点 6209

須恵器 4点 409

A28100



＼
10cm

第 7図  3号住居址出土土器 〔1/4〕

A281_OO パ

一一==下預こ≡三三三二五
タコこ基と-9     5qcm

暗茶禍色土層 :粘性・弱 , しまり。無,焼土 を微量 ,小礫を含む。
暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,焼土・ 小礫 を含む。
暗赤禍色上層 :粘性・弱, しま り・無,焼土 を多量 ,小礫 を少量含む。

赤 褐 色 土 層 :し まり。有,焼土・粘上 を多量に含む。

譜経 壇:韓権:納まti疑 捜圭偏籍土を烙 小礫を訥
第 6図  3号住居址・寵 〔1/3()〕

第 2表  3号住居址出土土器観察表

l
J:mi器
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《4号住居址》 (第 8～ X)図 、第 3～ 4表、図版Ш o XIV)

位どt:H・ I-7・ 8区。南().5mに 3)j‐住た1址、南 ljL 5.5mに 5弓
‐住ナil址が存在。遺存状態

:上百iに 削平を受けljtl半部は床面を確認 しえたのみ。

主咄h方位 :N-88°一 E。 平ltl形態 :不整長方形。規模 :5.5～ 4.7n】 ×4.2m。 壁高
:18cm(7耳

l性 )。 覆:|:i3居 に分け
'っ

れ砂礫の況人が顕著。床融i:軟明だが、寵前か ')中
央部はいヽ緻。周滞

ヽ
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眉
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蘭IV

C                                     生4~も

「

~＼
オ ー …

第 1層 暗黄褐
色土層 :粘性
・弱,し まり
。無,黄白色
砂礫を多量含

む。

第 2層 暗茶褐
色土層 :粘性
・弱,し まり
。無,小礫を
多量含む。

第 3層 暗茶褐
色土層 :粘性
・弱,し まり
・普通,小礫
を含む。

∩
| ∞

|7

げ

`     
仲

第 8図  4号 住居址 〔1/α月
:南西隅部にのみ存在、

幅15～ 2()cln、 深さ1()釦。

D

ピット:4箇所存在 し全

て栂:穴。深さは Pl-2()cm、

Pター26cm、 P3-3591、  I鶉

-3()cm。 亀 :一基付肢。

出土遺物 :少量で南西

隅に集中。

宅

位置 :西壁南部。遺存

状態 :Ji部及び煙道部は

第 1層  暗茶禍色上層 :粘性
・弱 ,し まり・無,焼土を
微量 ,小礫 を含む。
第 2膚 橙禍色上牌 :粘性・
弱 ,し より。有,焼Jiブ ロ
ツク層。

第 3層 暗黄禍色 11,醤 :粘性
。強 ,し まり。有,粘」ブ
ロックを多量 ,焼上 。小礫
を含む。

第 4層  淡黄禍色上層 :粘性
。強 , しまり。有,焼土ブ
ロック,粘土ブロックを多
量含む。

第 5層  黄白色土層 ::粘性
。強 ,し まり。有 ,lTi lilⅢⅢ。

蘭
|

∞ヽ

い
|

A28100

第 9図  4号住居址 。竃 〔1/30〕

削平。主軸方位 :E。 規模 :長 さ69cm、 幅85卿。構造 :袖部はttlllイイを芯とし�i上 を撰IIる。燃焼

部は長円形を呈し深さは1()cm。 煙道部は35°程で立ち上がる。

0        50cm



第 3表  4号住居址出土土器計測表

杯 類 斐 好i

土師器 39′点 2009 21′《 501)9

須恵器0        1ocm

第10図  4号住居址出土土器 〔1/4〕

北東5.5mに 4号住居址

: 4.3ハΨ3.2m× 4.2m。
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A_281.50  第1層 黒褐色土層:しまり・有,州環を多量含む。       A′

第H図  5号 住居址 〔1/6()〕

第 4表 4号住居址出土土器観察表

1
土師器
皿

エ
デ

・５

す

。

２

転

良

‥

回

‥

Ａ
半

Ｆ

b6.5。  h2.8。  B:千本部 3/4。  C:内 面―一回転 ナデ。 外面一体部上
体部下半～底都時計回 りの回転ヘ ラケズ リ。 D:密 。 E:桂 祖 色。

土師器

杯

A:b6.1。 h(1.7)。 B:底 部完。 C:内 面一体部ナデのち暗文。身 こみ部 ミガ
キ。外面―底部ヘ ラケズ リ他 は磨耗の為不明。 D:細 砂粒 を含 み密。 E:淡 笹禍
色。 F:良 。

須恵器

甕 魯泳審ダと マ蓬害戻雹ユ F。 :食 F~叩
目。一部 に縁灰色 の 自然釉。 D:細 砂粒 を



面を呈 し25° で立ち上がる。出土遺物 :土師器、

鉄製品 :不明鉄板。2.5× 1.5cm

i普ィと黒寸ズ撃ことR七「
軸【1三二鼈

変 1が袖部上面に散乱 して出土 した。

第 5表  5号住居出土土器計測表

第12図  5号住居址出土鉄製品 (1/切

第1層 暗赤褐色止層:粘性・弱,しまり,無 焼土を多量・イ壌を'堆仏
第2層 暗茶禍色と層:粘性。弱, しまり,無,焼土・粘土を含む。
第3層 橙褐色土層:粘性・弱,しまり,有,焼土層・粘土プロックを多量含軌
第4層 橙禍色土層:粘性・弱,しまり'有,焼土プロック層。
第5層 黄自色土層i粘性'強,しまり・有,粘土層。

第 13図  5号 住居址・ 竃 〔1/30〕
第 14図

第 6表  5号住居址出土土器観察表

l
土師器
寮

A:221.4。  h(24.8)。 胴部最大径19.5。 B:胴部1/2。 C:内面一口唇～口縁
ナデ。胴部上半ミガキ。胴部下半板状工具によるナデ。外面一口唇～口縁ナデ。
胴粗いタテハケ。D:白砂粒・細砂礫を含み密。E:橙禍色。F:良。

2 須恵器
甕

B:胴部片。 Ci内面―ナデ。外面―叩目。D:砂粒を含み密。 E:暗青灰色。
F:良。

《8号住居址》 (第 15～ 16図、第 7表 )

位置 :G-8区 。北 7mに 3号住居址、西 7mに 9号住居址が存在。遺存状態 :北半部を削
平され、南壁 も攪乱を受ける。   |

主軸方位 :N-76°一W。 平面形態 :不整 (正)方形。規模 :東西、2.8m。 壁高 :12cm(東壁 )。
覆土 :2層 で礫の混入が多い。床面 :軟弱。周溝・柱穴 :な し。竃 :一基付設。

出土遺物 :少量で図示 しえたものも1点 である。

杯 類 変 好i

土師器 6`《 59 7点 509

須恵器
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、36° fLで立ち_liが る。

|>        、、、
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層

層

第

第

ヽヽヽ――(豪こ三三三正三二Ξ′C[みx正三三二____o⊇Fm

第1層 赤茶禍色土層 :粘性・弱, しまり・

第琴濤
焼
主名各生留1絶量拿実iヒ物を少量含

む。
第 3層  黄茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。
無,焼土・炭化物を微量,小礫を含む。

簿蜜糧包圭橿1韓桂:教遍4彙魚震躍経を歩量含帆
＼翌 9 覧m

第15図  8号住居址及び毛 〔1/α )、 1/よB    第16図  8号住居址出上土器 〔1/4〕

第 8～ 9表 )

九Jlllと、 ヨヒ束 8mに 3'ナ tl:井 llllli、 'ミ 7mに 8ケナtiサrl址が存 r― I:。

、1/2弱 しか遺存 しない。

:不坐 (長)方形。規模 :束山 4.2m。 里高 :60～ 40卸。

が渉と人。床面 i!X緻なHl床。周溝・柱穴 :な し。宅 :一基

第 7表  8号 住居址出土土器観察表
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恢
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径
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高
ズ
竹
ケ
み

Ａ
ラ
〈帝

靴丸ズ易rl,提嘲 ャゝ静青、F彬生弥ΨЪr蒲靭維α笈忠 rr

小li!Ji

《9号住居址》 (第 17～ 191� 、

イ立〉̀
!:G-71ス

:。 北 6 nlに 5'サ イ|:

遺存状態 :け‖勢tH寺 にP朽半部を失ない

主llll方位 :N一 ぱ二W。 平 laf形態

稜Ji: 4 11tlに う)力載し折サ3沖|に イよ灯と」:

イヽ11)と。

出上進4勿 :破片化が進みほとんど覆上内である。

嘔

位世 :北 ll束剖;。 遺存1人態 :天リト部を欠払け るが

十巴イよほイゴケこイ「。

」ittI方位 :N-4生 Iこ にとるがたI辿都はN-50堂

第 8表  9号 住居址出土土器計測表

杯 灯〔 姿 軒t

上自i「イ|| 1()ダ |、ミ 20g 5t3′ギ、( 1,10()g

須恵器
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第 7層 暗黄禍色土層
:粘性 。強, しまり
。有,粘土主体層。

パ 第 8層 黒褐色土層 :

粘性・強, しまり・
有,粘上を多量,焼

第 1層 黒褐色土層 i粘性
・弱, しまり。普通,礫
を含む。

第 2層 黒禍色土層 :粘性
・弱,し まり。無,小礫
を含む。

第 3層 黒褐色土層 :粘性
・弱, しまり。有,焼土
・炭化物を少量含む。
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第19図  9号住居址出土土器 (1/4〕

・‐

土を少量含む。

第18図  9号住居址・寵 〔1/欲朔



第 9表  9号住居址出土土器観察表

1
土師器

高杯

B:杯部 (康～脚都接合部)破片。Ci内面― ミガキ。外面一回転ナデ (接合部
回転すデ)。 D・ 密。 E:暗橙禍色。 F:良。

2
土師器

変

A:b(7.9)。 B:底部1/2弱。Ci内面一粗いハケ。外面― タテ方向のすデ。底
部木業痕。D:砂粒を含み密。 E:明 茶樹色。F:良。

土師器

甕

Aib9.8。 B:底部1/Zo C:内面一体都下端すデ。外面―底部木葉痕のちヘラ
ナデ。D:白 砂粒を含み密。 E:淡笹樹色。F:良。

4
土師器

甕

B:口 縁部破片。Ci内面一口縁部すデ。胴都ヨコハケσ外面一口唇部すデ。
縁部粗いヨコハケのちナデ。胴都上端タテハケのちすデ。胴部タテハケ。D
粒を含み密。 E:外 。淡橙褐色。内・茶灰色。 F:良。

口

砂

5 婉 B:日 縁部破片。Di密。 E:内外面―鉄釉系の塗釉。 Fi良。

《10号住居址》 (第 2()～22図 、

位置 :L-1()。 11区。東 1

mに 12号住居址、南 lmに 11

号住居址が存在。遺存状態 :

上面に削平を受け南西部は遺

存 しない。

主軸方位 :N-74笙 E。 平

面形態 :隅丸長方形。規模 :

3.3× 2.8m。 壁高 :18cm。 覆

土 :3層 で自然堆積。床面 :

軟弱で部分的に焼土ブロック

が存在。周濤・柱穴 :な し。

寵 :一基付設。

出土遺物 :床面からの出土

は僅かで、寵前から検出。

篭

位置 :東壁北寄 り。遺存状

態 :基底部のみ遣存。

主軸方位 :N-81堂 E。 規模 :長 さ123cm、 幅

95cm。 構造 :燃焼都は精円形を呈 し深さは15cm。

煙道部は45°程で立ち上がる。

A

い
|

A281と0                        だ

0

翔
ん
0～ ll表 )

蘭
|

層

層

層

第

第

第

禍 色土 層 :粘性・弱, しまり。有,小礫を多量,礫 を含む。
明禍色上層 :粘性・弱, しまり。有,焼土小ブロック多量含む。
褐 色上 層 :粘性・弱,し まり。無,小礫を多量含む。

第20図 10号住居址 〔1/60〕

第10表 10号住居址出土止器計測表

邦 好i 甕 類

土師器 20′蕉 609 79′点 5409

須恵器
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0         50cm

l     ―第21図  10号住居址・竃 〔1/30〕

2

《11号住居址》

位置 :J・ K-10
址が在在9遺在状態

章
第22図

第11表

北東 1“に1を号住居
.  I  (     ! `:

10号住居址出土土器 〔1/4〕

10号住居址出土土器観察表

(第23～ 25図 、第12走 13表、図版�  o xwlI.ull)

。H区。北 lmに lo号年居批、匹9‐ 5甲 !こ 2o■Pi居工、
:上面tl削平を受け南壁の一部は遺存しないと,■

象子掌。(需繁圏穀景李行吊素子皐広習華yⅢl牝忌違密薯万務デ臨
A i b10.0。 高台部径8.5。 B:底部芸:岳き察軍ァF蓬素摩筆箸胃万含議更ξ回転ヘラケズリ。高台貼 り付後回転ナデ
ケ不りのち高台貼 り付。う :白砂粒を含み碁1と :灰由遭『

…
丁l'長 !

白基史ぢザ琴七房言轡督吉:ず洋F
灰色～暗灰色。F:良。

善唇郵ぎ贔子呈。
:‐

省T紆足哲誉万務子卜冒T層警

:外・暗灰色。内 。明灰色。F:良。
:f乞1とご羞墨I写ご掛 耳二底察更面銀華軍野きF皆霜議羅詈魯云楼テ吾
B:胴上半部破片。Ci内面上回転ナデ

子分百T告蒜尾干あ遍を答身墓介否争警2且然警争含
ボる。下十叩目のら回転ナ
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11号佳居址

第 1層 暗赤色土層 :粘性・弱, しまり。有,小
砂粒・小礫を含む。

第 2層 暗赤色上層 :粘性・弱, しまり。有,小
砂礫を含む。

第 3層 暗赤色土層 :粘性・弱, しまり。無,小
砂粒・暗禍色土を多量含む。

11号住居址カマド

第 1層 暗禍色上層 :粘性・強,し まり。有.焼
上を多量,粘土を少量含む。
第 2層 暗黄禍色土層 :粘性・強, しまり。有,
黒色土 。ローム・炭化物を含む。

第 3層 赤禍色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼
上主体層。

第 4層 暗禍色上層 :粘性・弱,し まり・無,焼
土・灰を多量含む。

第5層 暗黄禍色土層:粘性。強, しまり,有 ,
第菅蒼
主
蜜晶色笙謀籍催留亀徘尋宴亨

°。有,ロ

壽そ官
粒
ζ彗尾:こ蟄好こ!義耳t誓才考簗厚

°
小礫を多量,焼上を少量含む。

第12表 H号 住居址出土土器計測表
g

O         働OCm

郭 類i 甕 好i

土白r器 193,く 5α)9 198点 1,4409

須恵器
第23図 m号住居址及び竜 〔1/60、 1/よ )〕

(18)



主軸方位 :N-97生 E。 平面形態 :不推方形。規模 :4.0～ 3.8m× 4.Omo AllV高 :5～ 2 cnl。

覆土 i3静|で砂粒σ)》と人が多い。床曲i:軟けけだが宅前一部 I〔緻。周濤 :な し。 ビット:南 7ζ隅

に 1笛 ,,「存在 し深さは1()on。 宅 i―‐方(イ可1渋。

出_li選物 :数量は多いが破片化が進む。床面」二では中央謝
`か

げフ南半部にかけて散在する。覆

!|:|11カ 丁,鉄小サ|‐ 2点が出上 した。

篭

位ドti束性中央。遺存状態 :天 )|:剖 ;を失うが他はほぼ先存。

主llll方位 :N-87輩 E。 規模 :長 さ156cm、 中】HOoれ。樹辻 :袖部はネ,1石 を芯とし―‐剖
`に

粘:|:

を貼るし燃焼¬
`は

楠円形を歩とし深さは22cm。 押道劇
`は

浅いUイ }形 で45器!で立ち liが り、中|||!に

「佐部をイ丁する。燃焼剖;奥部かドジ々1道引;に かけての底剖
`は

,If平な礫を
'ljい

て構築される。燃焼部

奥詢;に はィ「製の文脚が認め r)れた。

鉄製品 :覆上中かドっ小片 2ガ、〔が|!|!|:し た。虫)は 3.0×

1.5cnl、 11は 2.0× 1.8cmを 測 り厚さは共に()。 1～ 0.2o11

である。                      第24図

協0叫ュ
H号住居址出土鉄製品 〔1/2〕

ワ

~｀

8 

⑨ 9

第25図 H号 住居址出土土器 〔1/4〕

ルア称/^＼ A//、と

穏錢露 10cm



第13表 ■号住居址出土土器観察表

1
土師器

高杯

‥
文

時

Ｃ
暗

部

。
の
け

。

強

状

付

良

蜘

蝶

脚

ｒ

都

杉

ｏ

。

杯

と

け
色

‥
文
付

褐

Ｂ
プ

リ
笹

。
一
貼

暗

・
１

ル
都

…

ｈ５

晦
捌

。
Ｅ

６
。
回

の
密

５
．計

デ

ー

も
時

ナ
Ｄ

。

ｏ
転

ｏ

・
５
デ

回

エ

２

ナ
半

抑

２
半

下

ラ

‥
下
部

へ

Ａ
部

体

都

學寡百安墾謹葵号夢姜〒,構

土師器

邦

A:2■ ,1。 b5,1ど h4.4。 B:完。C:内面一回転ナデのち暗文。体部上半暗
文のち回転すデ。外面一体部上半回転ヘラケズリ。底部時計回 りの回転糸切 りの

ち一方向のヘラケパリ。D:密。E:明橙禍色。 F:良。墨書有 「又」。

土師器

杯

A:2(■ ,1)。 B:体部上半 1/4。 C:内面一回転ナデのち暗文。外面一回転す
デのちナデ。D:小砂粒を僅かに含み密了E:淡茶禍色。F:良。

土師器

皿 多歩主ずガ舌:懇逢ギ聾聾建暑羞雰逸二と守畏麗暑哲弄::尋室詈ア量誓魯墨ゝ
?。

土師器

皿

A:b(7.1)。 B:底都1/3。 C:内面一回転ナデ。外面一体都中位回転ナデ。体
部下端回転ヘラケズリ。底都 (回転糸切 り)の ち回転今ラケズリ。D:密。E:
淡橙禍色。F:良。塁書有 「又」 ?。

土師器

甕

:内面一口縁都斜方向のハケのちナデ。

胴都タテハケ。DI砂粒・金雲母 含々
A:彗 yズ歩I'赤昌登宮響華暫濠珠空子F
む。 E:暗茶褐色。F:良。

7
土師器

甕

Aib 9,6。 B:底部完。Ci内面―ヨコハケ。外面―タテハケ。D:金雲母 。

細砂礫を含み密。E:暗茶禍色。F:良。

須恵器

堕

B:胴部破片。Ci内面一回転ナデ。D:白砂粒を含み密6E:外 ・青灰色。内
・灰自色。F:良。

‐ ア

手づ くね

内面下棒状工具による押工。外面―

砂粒を含み密。 E:淡橙福色。F:
A:α (3.4)。 b2.19 he.5。  B:1/3。
一指頭圧。底部クシ状工具によるナデ。

ゃや良。      .

Ｃ

Ｄ

《12号住居址》 (第 26～27図、第14～ 15表、図版Ⅲ・Ⅶ o XIV o XVll)

位置 II-11区。北東 2mに 13号住居址i南西 lmに 11号住居址、西 lmに 10号住居址が存

在。遺存状態 :上面に削平を受けるがほぼ完存。

主軸方位 :N-70°一W。 平面形態 1不整 (隅丸)長方形。規模 :4.6× 3.6m。 壁高 :25～ 10

cm。 覆土 :4層 で小礫の混入が多い:床面 :軟弱。周濤 :な し。柱穴 :3ヶ 所検出されたが

4本柱となる可能性も高い。深さはPl-10cm、 P!-22cm、 P3~16cm。 竃 :一基付設。

出土遺物 :床面、霊周囲に集中する。北壁際から出土 した 2・ 3は合わせ口状で検出された。

1書
土
番
が多く
F.を
除くと全下同

一文字である.。

i tt  r

位置 :東壁中央。遺存状態 :袖部に攪乱を受けるが
IP.l_i道部天丼は遺存。

主軸方位 :N-111° 一 E。 規模 :長 さ 125cm、 幅  第14表 12号住居址出土土器計測表

170cm。 構造 :袖部から天丼部は粘上で構築。燃焼部

は不整円形で深さは15cm。 慰道部は壁を半円形に掘

り込み、35°程で立ち上がる。    
ド  I

杯 好i 甕 好i

土師器 308′蕉 1,IX1 9 191′ヽ 1,5809

須恵器 16点 309 7点 409

(20)
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A281.50

第 1層 暗茶褐
色土層 :粘性

・弱, しまり

・無,小礫を
含む。

第 2層 暗褐色
土層 :粘性・

弱, しまり・

有,小礫を含
む。

第 3層 暗茶褐
色土層 :粘性

・弱,し まり
。無,小礫を
含む。

第 4層 禍色土
層 :粘性・弱,

しまり。無.

小礫を多量含

む。

9        50cm

第26図  12号住居址及び竃 〔1/60、 1/30〕

O      ttm

第 1層 暗茶褐色土層 :粘性・弱 ,
しまり・有,小礫・焼上を含む。
第 2層 暗橙褐色土層 :粘性・弱,
しまり。有,焼土・焼土ブロック
層。

第 3層 暗黄茶褐色土層 :し まり・
無,小礫・焼土・炭化物を含む。

第 4層 晴赤褐色土層 :粘性・弱,
しまり。無,焼土を多量含む。
第 5層 暗茶褐色土層 :粘性・弱 ,
しまり。無,焼土を多量,粘土・
小礫・炭イヒ物を含む。

第 6層 暗黄褐色土層 :粘性・強 ,
しまり。有,粘土主体層,礫・焼
上を微量含む。

第 7層 暗茶褐色土層 :粘性・弱,
しまり。無,小礫 :黒禍色上を多
量,焼上を少量含む。

覺 8620
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第27図  12号住居址出土土器・土製品 〔1/4〕

第15表  12号住居址出土土器観察表 (1)

くくて三三:::E::]::::::'ヵ //ク 12

…
1止 ■¬  却 19

9

―⑤一胡―
Ψ 20 的 別

耐
紳
棚
棚

A:つ 12.0。  b4.9。 h4.6。 B:先存。Ci内面一陣I転すデ。身こみ部
・体部の

さかいはヘラ状I)tに よるすデ。外蘭一体部 JittElll転 すデ。体部下半陣1転
すデの

ち時計方曲Iの一段ヘラケズリ。底部一方向
のヘラケズリ。D:結。 E:外・暗橙

協色。内・ H音茶神j色。「
:良。

il:il,II:|:14ii4球と,|ユニど::ユを:33ζ与:中甘ま

(22)



第15表 12号住居址出土土器観察表 12)

土師器

郭

A:215,0。 b7.2。 h5,4。 B:完。Ci内面一回転すデ。外面一体部上半回転
すデのち部分的にすデ。底部～体部下端時計方向の回転ヘラケズリ。D:密。 E
:外・暗茶褐色。内・黒色。F:良。墨書有 「芳」。

4
上自市器

杯
余赤島詈子子♪妹善挫熊 軍li皐II姦子學。

i燦
票下早簿卒濡 L毛象 L¢螢十芦

底部一方向のヘラケズリ。 D:白 砂粒・砂粒 を含み密。 EI暗 橙禍色。 F:良 。
塾書有 「末」?。

5
土師器

杯

A:212.0。 も5。 1。 h4.6。 B:完。Ci内面一回転すデ。 (身 こみ部～下半表
面磨耗の為不明)。 外面一体部■半回転すデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ
底部二方向のヘラケズリ。D:砂粒を含み密。E:暗橙taJ色。F:良。

」i自市
=辞杯

A:213.4。  b6.1。  h4.9。 B:先。Ci内面一 Lヨ 1転すデのち晴文。外面一体部
上半回転すデ。体部下半反時計方向の回転ヘラケズリ。底部 (回転)糸切 りのち反
時計方向の回転ヘラケズリ。D:細砂粒を微量含み密。E:暗橙褐色。Fi良。

7
土帥器

皿

A:珍 (13.2)。 b(5,4)。 h3.6。 B:体剖
`1/3強
。C:内面一回転十デ。外面一体

部 li半回転ナデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部ヘラケズリ。D:密。
E:檸禍色。F:良。翌菩有 「芳」。

8
北師器

杯
舟蓋上深錦 hlli生 出態ギニλ監災 現 人friκ γ乞卑
ヘラケズリのちミガキ。底部 ril転 ヘラケズリのちミ
棚色。内・女|1色。 F:良 。

内面一四I転 すデのち暗文。
〉体吉
`ド
端 lxttil方 向の一‐段

ガキ。Di侑 。 E:外 ・暗恭

9
fL制,器

杯

A:2(14.2)。 b(5.8)。 h4,3。 B■ /4強。Ci内画一回転すデ。外商一体部_it
半回転すデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部 (回転)糸切 りのちヘラ
ケズリ。D:密。E:淡橙褐色。F:良。

土師器

杯

A:2(13.4)。 b(5。 ())。 h4.0。 B i 14k部 1/4。 底都1た〕。Ci内 酌「一回転すデ。
外面一体部_li半陣転すデ。体都下半時計方向の (・段)ヘ ラケズリ。底部時i;十陣Iり
の回転糸切 りのち周辺剖

`ヘ

ラケズリ。Di細砂粒を含み密。E:明茶褐色。F:良。

土師器

杯

Ａ

？
・
リ

b(9。 9)。 高台径 (1().())。 B:底部1/4。 C:内商一磨耗の為不り|(|!II転 すデ
外面―高台貼 り付け後貼 り付け部4/1状 工共によるすデ。底部 (μ

il転ヘラケズ
′ル )l「14転すデ。D:細砂礫を含み密。E:淡茶ttJ色。 Fi良。

J二白市イ計

皿

A:213.1。 b5.9。  h2.7。 B:3/4強。Ci内面―卜il転すデ。外面一体剖生liJ4
回転すデのちすデ。底部～体部下端日寺言卜方向のⅢ ll転ヘラケズリ。Di竹。 E:II貰
褐色。 F:良。築ギ1有 「芳」。

土師器

皿

A1213.3。  b4.9。  h2.4。 B
ナデのちナデ。底部周迎～体部
l「
ll転糸切 り。Di砂粒を含み密。

:先。C:内融F一Ⅲll転 十デ。
ド端時計方向の一千佐ヘラケズ
E:暗橙相色。F:良。

外両―休部上半陣I転
り。 底吉|∫時市「μiIり の

」:自1'?洋

皿

A:つ (13.1)。 b(4.9)。 h2.6。 B:1/3強。Ci内面―

“

,||′ 十ヽデ。外酌f一体部 に
半回転ナデ。底部～体部下端時計方向の回転ヘラケズリ。D:砂粒を含み密。E
:暗橙褐色。F:良。

土帥器

甕

A:2(34.5)。 B:口縁～胴部上半1/3。 C:内面一回縁都粗いヨコハケ。舟f都棒状I
歩tに よる牟方向のすデ。胴部横～創方向のヨコハヶ。胴部中位指頭圧。外酌i― |1唇
部～口縁すデ。胴部 タテハケ。D:金雲|」・砂粒を含み仔io E:賠本棚色。 F:良。

土師器

甕

A:2(14.6)。 B ilJ縁剖
`破
片 (1/5～ 1/4)。 C

ハケ。胴部細かいヨコハケ。外面一口縁菩|;ナ デ。
粒を含み密。 E IF音茶禍色。F:良。

:内面―にI唇部すデ。に1縁都判とい
月同吉|`タ テハ 4/。  1)i ri T71/・る佐・牙砂

17
須恵器

邦

A ih4.5。 B:破片。Ci内 面一―回転すデ。外諏「一体剖
`上

半胸11転 すデ。体部 ト
端ヘラケズリ。D:白砂粒を含み常。 E:灰白色。

「
:良。



第 15表 12号住居址出土土器観察表 13)

須恵器

生ピ

BI破片。C｀ 内面一回転すデ。外面一回転ヘラケズリ。上半暗緑色釉。D:白
砂粒を含む。E:黒灰色。F:良。

磁器 ?
A:hO,8。 器径 (10.5)。 B:破片 (1/6～ 1/5)。 C:緑色系の釉が施される。D!
工〔砂粒・白砂粒を含み密。 E:緑灰色。 F:良。

手づ くれ A:24.3～ 4.8。 h2.0。 B:1/切虫。Di砂粒を含み判Lo E:茶拙色。 F:不良。

土製∬l

《13号住居 lk》 (第28～ 3()図 、第16～ 17表 )

位置 ⅢL-11・ 12区。南西 2mに 12号住居址が存在 e

存部によって範囲を

確定。

主袖方位 :N-2°

=E。 平面形態 :不

整 (隅丸)方形。規

模 :4.0× 3.9～ 4.0

m。 壁高 :壁 は遺存

しない。覆土 :1層。

床面 :一部 しか遺存

しないが軟弱。周滞

:確認 しえず。祥穴

:2箇所検出され、

Pl-16cm、  P」
二30cm。

寵 :一基付波。

出土遺物 :出土数

は少なく、図示 しえ

たものも1点 で P」か

ら出土。

電

位置 :北壁中央。

遺存状態 :極 めて悪

く掘 り方のみ検出。

主軸方位 :N-2°

遺存状態 :著 しく削平を受け掘 り方残

司           引.

∞|            ゴ
A28160                        望生

第28図  13号住居址 〔1/α )〕



― E。 規模 :長 さ151)cm、

(掘 り方 )

市」1ま )cm(捌 り方 )。 構造 :

位置 :北壁東寄 り。遺存状態 :基底部及び煙道の

痕跡 しか遺存 しない。

主軸方位 :N-15°一 E(含、tul道部)、 幅 107cm。

不坐 |¶形を呈 し、壁 を半円形に掘 り込む。

第16表  13号住居llL出土土器計測表

杯 類 甕 類

土師器 7J点 709

須恵器

A A

A2Ы 70

憂】:琶堤梶良き目1雛 :教 置;:獄緯と逆きFロ
ツクを含む。

第3層 橙褐色土層 :粘性・弱,し まり,有 ,焼土ブロック層。
第4層 暗黄褐色土層 :粘性・強, しまり・有,粘土粒を多量含む。

第29図  13号住居址・篭 〔1/30〕

第17表 13号住居址出土土器観察表

1 1 須豪
器
 1尼ェ警昂ヒF羞察緊易ワ哲き〒務:卜冒了後習雹ダ冨〒率ぞ捜「

部縁辺ヘラ状工具

《14号住居 llL》

位置 :L-13区。北 2mに 15号住居址i東10mに 16号住居址が存在。遺存状態 :竃基底部と
考えられる焼土溜まりを確認 したが、削平が激 しく住居址の範囲等は不明。

《15号住居址》 (第 31図 (第 18表 )

位置 :L・ M-13。 14区。南 2mに 14号住居l■、南東 7.5mに 16号住居址が存在。遺存状態
:上面を著 しく削平される。

主軸方位 :N-4° 一 Eも 平面形態 :不整長方形。規模 :4.Om× 3.9～ 3.5m。 壁高 :5 cln。

覆土 :1層 で小礫を多量含む。床面 :北東隅 しか遺存 しないが、軟弱。周濤・柱穴 :確認 しえ
ず。宅 ,:一基付設Ь

出土遺物 :極 めて少量で図示 しえたものも無い。

篭   .                   第18表  15号住居址出土土器計測表

一 1

Ψ
0     5cm

第30図  13号住居址出土土器 〔1/4〕

杯 願 甕 類

土師器 10′蕉 1809

須恵器

(必 )



‐

‐

‐

ゝ

ｈ

Ｗ

伴

＝

＝

＝

μ

＝

＝

＝

，

‐
Ｉ

Ч
田

ｍヽ

パ

エ

蘭
|‐

」

―

キ

ー

止 281.40

15号住居址

第 1層 暗黄褐色上層 i

粘性・弱,し まり。無 ,
小礫を多量,黄色粘土
粒を微量含む。

15号住居址カマ ド

第 1層 暗橙禍色土層 :

粘性・弱, しまり。無 ,
焼上 。焼土ブロック主

体層。

第 2層 暗橙褐色土層 :

粘性・弱, しまり。無 ,
焼土 。小礫を含む。

第 3層 暗黄禍色土層 :

粘性・弱, しまり。無 ,
焼上を微量,小礫・黄
色土を含む。

第 4層 暗黄色土層 :粘
性・強,し まり,有 ,
黄色粘土主体層。

A281.30

50cni

構造 :袖都は粘土主体。燃焼部は隅丸方形

を呈 し、深さは 8 cm。 郎道部は燃焼部から

6ポ程で立ち上が り、段部を経てU学形に延

びる。燃焼都奥部には粘土が貼 られてい

る。

《16号住居址》 (第諺～33図 、第19～

7)表、図版Ⅳ・ XIV。 即け

位置 :K・ L-14。 15区。北東 3mに 19

サ住居址、東 5mに 21)号住居址、南東0.5m

に17・ 22号住雅:l■が重複 して存在。遺存状

態 :完存。

主軸方位 :N-14空 E。 平面形態 :不整

(隅丸)方形。規模 :4.1～ 3.5m× 3.4m。

い
|

第31図 15号住居址及び蓬 〔1/6()、 1/30〕

(26)
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も
|

キ

01

0       50cm

第 1層  暗茶禍色土層 :粘性
・弱,し まり。有,小礫を
多量含む。

第 2層  暗茶褐色土層 :粘性
・弱,し まり。有,小礫・
礫を含む。

第 3層  暗黄禍色土層 :粘性
・弱,し まり・有,′ Jヽ礫・

黄色土粒を含む。

第 4層 晴茶禍色上居 :粘性
・強,し まり。有,小礫・
炭化物を微量含む。

第 5眉  暗黄禍色上層 :粘 '日:
・弱,し まり・有,小礫を
多量,暗茶禍色上を少量含
む。

第 6層  暗茶禍色土鳩 :粘性
・弱,し まり。有,小礫・
黄色土粒・焼土・炭化物を

多量含む。

第 7層 暗黄禍色土鳩 :粘性
。弱,し まり。イ],′↓ヽ礫・

黄色上粒を含む。

A

A28120

⑭ヽ

型
攪
　
ヽヽ
、

壁高 :30～ 18cm。 獲上 :7川 で小礫

を多量に、最 ド沖|に炭化物を含む。

床面 :14緻。周勝・柱穴 :な し。宅

:一基付波。

出Jを遺物 :豊 lfで床面上に散在す

るが、寵右脇 (北束隅)に 多い。 10

は17'ナ住ナF子址寵内力げ,と [|:|:し たもア)

と接合した。他に覆土中より木加工

の水品片 1片 が出上 している。

竃

位置 :北世束寄 り。遺存状態 :天

)|:部 を失い、 L々述部に焼乱 を受ける。

主軸方位 :N-7(生 13。 規模 :長

さ104cnl、  lhil16帥 。 1言i造 :ネ山部はイ山

イ「を芯とし粘土を貝l`る 。燃焼詢;は精

円形を呈 し深さ 7 cm。 たI道引
`は

半円

形に功‖り込まれ、5ポ程でたちあがる

イ
ｋ
ヽ

A

む含量

。
。

微
層
む

。
。
　

。

ア‐ヽ礫をロツク特鶏神体層。神　Ⅷ

・
ブ
を
土
上
主
ク
　
　
ヽ

魁魁焼．．〓，焼，焼経
ウ　
灼一

缶イ子，有．・有。無有，，
　
〔μ

中叫叫，しまり，しまり嚇ンク．焼　一【

］］］いい］”　一抑

隣靡辟蟻卸摩蝉
　
‐６

色．と盤釜髄髄豊髄
　
図

齢酪離醒嚇却醸
　
細

眉
層
層
層
層
層
眉

第
第
第
第
第
第
第



が右半部をttt乱で失う。

出土遺物 :袖部、燃焼部から多数出土し、 6は

袖都補強に使用されたものであろう。燃焼部奥部

から石製の支脚が検出された。

鱒
｀

Ψ

'150               1QCm

第33図  16号住居址出土土器(1)〔 r/4〕

第19表 16号住居址出土土器計測表

杯 類 甕 灯i

土師器 24′蕉 1509 107,様 1,駁Ю9

須恵器

(28)
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第33図  16号住居址出土土器(2)〔 1/4〕

第20表  16号住居址出土土器観察表 (1)

l

土師器

杯

A1216.1。 b9,1。  h5.8。 B:1/2。 ci内面一回転ナデのち不定方向のすデ。
外面一体部上半回転すデのち十デ。底部～体部下端巨1転ヘラケズリのちヘラミガ
キ。Di砂粒を含み学,。 E:黄禍色。 F:ゃゃ良。

,
土師器

不

Ci内 面一体部 ミガキのち■デ。身こみ部
,底部～体部下端ヘラケズリのちヘラミガ
:晴笹褐色。 F:良。

3
土師毒|
17k

A:O(1!.6)。 b8,4c h2.9。
デ。外面一体部上半十デのち ミ
1花。 EI淡茶褐色。 F:良 。

B:底割;1/2。 体部 1/′ 3。 Ci内面― ミガキのち十
ガキ。底部～体部下端ヘラケズリのちミガキ。D

土師器

婉

A:9(12.())。 b(8.4)。 h39。 Bi留く部1/3。 C:内 面― ミガキ。国唇部十デ。
ユt色塗彩t外面―留く部上半回転すテ。底部～体部下端回転ヘラケズリのち入ラ
ガキ。Di密。 E:外・橙褐色。内・ 11〔色。

5
上自市?子

Ⅲ宛

A:21o.3～ 10.6。 b5,1。 h5.4B:ほ ぼ完。 C:内 面一口唇～日縁部ナデ。体
都ヘラ状工具による十デ (ォ サェ )。 身こみ部ヘ ラ状工具による押工。外面一 日唇
～ 口縁部すデ。体部指打I工 のちヘラナデのち不定方向のナデ。体部下端指押工の
ちナデ。底部木葉痕。 D:白 砂粒 を含み密。 E:橙 褐色。 F:ゃ ゃ良。

7

土師器

甕

A122!。 1。 胴部最大径22.1。
一回転すデのちすテ(部分的 )。

B
D
:胴 部上半1/2強。 C:内 面一回転十デ。外面
雲母、白砂粒 を含み密。E:明棚色。F:良。

土師器

甕

A:2(24.4)。 胴部最大径 (24.8)。 B:胴部～口縁部1/6～ 1/5。 Ci内面下口縁
部ナデ。胴部不明。外面―「 I唇部～口縁すテ。胴部不明。D:砂粒を含む。 E:
明褐色。F:良。

8
土師勢|

甕

A:9虫 ).1。 取部径17.2。 B:口縁都1/31 C i内 面―ドI縁 ヨコ十デのち部分的に
斜方向のハケ。胴都ヨコハケ。外面―「 1唇部すデ。日縁部分的にタテハヶのち十デ。胴都・ テハケ。D:白 砂粒・金雲「・Jを 含む。Ё :淡茶禍色。 F:ゃゃ良。

土常lη ll

斐

(十 デ)。 胴吉|`中位)|〕
D:砂 lIを 含み侑】

A ib8.3= B:底 都,と。ci内 曲「ニヘラキ)ヽ‐ J lfに よるキ|キ 二`
工のち十芋.クト而―ヘラ状工共による十デ。底吉|;縁辺ハケ。
E:泰 IⅢ色= F:良。

土師器

変

E:明 灰白色。F:やゃ良。

:1/2。 Ci内 外山「― 1山 |イ立i十 デ,

D:白砂lrを 含み侑。Ei背灰色。
「
1良。

B:彼片。Ci内クト面T'In啄ナデ ?。 D:密。

A:?飲〕.6.b(7.())。 h15.5。 打F]湘
`ぞ

た_pl)0。 B
D:竹。 EI灰

|′ 1色 . F:ィく良。

11
雰〔恵イ|

杯

須恵絡ト

杯

須恵イ|

生卜:

(29)



第20表 16号住居址出土土器観察表 (か

BI破片。C:内面一回転ナデ。外面一平行叩日。肩部まで緑灰色自然釉。D:

細砂粒を含み密。E:外・暗青灰色。内・紫灰色。F:良。

A : 91.8-2.1。  bl,3-1.5。

)11工
。シボ リ。外面一指頭圧:。

h2.1。 B:完。Ci内 面一糸Шい棒状工具による
D:細砂粒を含む。 E:り 1茶禍色。F:良。手づ くね

《17号住居IIL》 (第 34～ 36図、第21～ 22表、図版 XIV・

位Pti K・ L-151え。北3.51nに 19・ 24'ナ 4」 :た1址、北束 1

住た1址が存在。重複関係 i ljLl半部で22↓ナ伯:居址 と重複する。

W／

１

王

―

22号住居址 部

３
λ働

鮎
″ 0

17号住居址

第 1肘 111 41v tt li hIIl i粘ギト・猿 ,

第 ?柄  l:協 色 I:hVl i粘 ‖・強 ,
坤 3 1il 暗茶欄色 1:肝 :粘‖・弱 ,

テj4肘 晴 協 色 th・l:幣‖:・ 研朗,

とま ;:独 櫨 を緒 良磁 乙耀 覇 P° 霊;種
居

数 禍 色 土 層 :粘性軌 ,

しまり・イ丁, スコリアを微量,小礫を含と。 第 2厨 暗荼協色土悩 :粘性・強 ,

しより・ 市,礫 を多数 , スコリアを含む.  第 3暦 暗黄禍色土婚 :粘性・ 弱 ,

第34図  17号・22号住居址 〔1/60〕

�り

mに以)ケjイ I:'r:址、 】ヒ西0.5mに 16ケj

遺存状態 i南 rlLi部に攪乱を受ける。

9              ?m

しまり。無,礫を少量 , ローム粒 を含む。

しまり'有 ,小礫を多量 ,ス コリアを微量含む。

しまり・有,禍色土 を微量,小礫 を含む。

しまり。有,小礫を少量 ,禍色土を微量含む。

(30)



A2拗 90

第35図  17号住居址篭 〔1/30〕

主軸方位 :N-56生 E。 平面形態 :隅丸

長方形。規模 :南一北 4.2m。 壁高 :22cm

覆土 :5層 に分け られ小礫 の混人が多い。

床面 :竃前 か ら北西部 が堅緻。周溝 :な し。

ピツ ト :1箇所検 出 され、深 さは 13cm。 寵
:一基付改。

第1層 暗褐色土層:粘性・強,しまり,有 ,焼土を少量含む。
第2層 暗黄褐色上層:粘性・強, しまり,有 ,粘土・焼上を多量,小礫を少量含む。
第3層 明黄褐色土層:粘性・強, しまり・有,粘上を多量含む。
第4層 暗赤褐色土層:粘性・弱, しまり,有 ,焼土主体層。炭化物,灰を含む。
第5層 暗茶褐色土層:粘性・強, しまり,有 ,焼土・粘土を含む。
第6層 暗黄褐色土層:粘性・弱, しまり。有,粘土・能土を多量含む。
第7層 黄白色土層:粘1生・強,しまり,有 ,粘土主体層。
第8層 暗黄褐色土層:粘性・弱, しまり。無,炭化物を微量,小礫・焼上を含む。

観 7

ξ 上 ヽ 4

第36図 17号住居址出土土器 〔1/4〕

9            10cm



第21表 17号住居址出土土器観察表

1
土

“

「器

笙

A i 224.0。 胴部hk大径32.4。 B:月同部上半1/2～ 2/3。 Ci内 面一口縁部上半～口

唇すデ。日,縁部下半ヨコハケのらすデ。胴部葛コ～斜方向のハケ。外面十日縁す

デ。胴部上位タテハケのち部分的にヨコ方向のヘラナデ。胴都中位部分的にタテ

ノヽケ。胴部下位タテハケ。Di白 砂粒を含み密。 E:淡笹禍色。 F:良。

こと

“

lFィト
斐

A i b13.59B:底 部のみ完。C:内面一胴部下端ヨコハケ。底部指頚圧ど外面
一底都木業痕。D:白 砂粒 。砂粒を含む。E:淡茶禍色。F:良。

3
須恵器|

杯

A: じ13.3。  b5.7。  h3.9。
部下端 ミガキ。底部糸切 り。

i暗青灰色。 F:良。

B:完。Ci内面一回転すデ。外面一回転十デ。
底部周辺ヘラケズリ。Di白 砂粒・砂粒を含む。

体

Ｅ

4
須恵器

蓋

A:218.3。 最大径lS.5。 B:1/2。 Ci内面一回転ナデ。外面一体部上半回転
ヘラケズリ。 (反時計方向)。 体部下半回転ナデ。D:白 砂粒を含み密。E:青灰
F 良。色。

5
須恵雰÷

空

A:225,4。 胴都径25.0。 B:口 縁都1/3。 C
チのちすデ。外面―胴上半～口縁部画転ナデ。

Fiやや良。

内面一回転ナデ。口縁都回転す

:砂粒を含み密。 E:灰白色。D

6
須恵器
空

Aib9.8。 B i1/2。 Ci内面一回転すデ。外面一時計回 りの回転ヘラケズリ。
D:砂粒を含み密。 E:灰 白色。F:やや良。

7
須恵器
(四耳重?)

B:破片。Ci内面一回転ナデ。外面一叩目のちッパ貼 り付け後貼付部すデ。D
:白 砂粒を微量含む。 E:青灰色。F:良。

出土遺物 :豊富で床面上では、宅右前に集中。

竃

位置 :束壁中央。遺存状態 :上部を削平される。

主軸方位 :N-52生 Ё。規模 :長 さ77cm、 幅88

cm。 構造 :袖部は袖石を芯とし粘土を貼る。燃焼

都は精円形を呈 し、深さは 8 cm。 煙道部は渋い皿

状平面で60°程で立ち上がる。

第22表  17号住居址出土土器計測表

出土遺物 :燃焼部内に土器片が散乱。燃焼都奥部から石製支脚を検出。本寵焼土層直上から

出土 した土器片数′点は、16号住居址床直に認められた16住-10と 接合した。

|《22号住居址》 (第 37～ 38図 、第23表 、図版n411)      
｀
'キ

位置 :KoL-15区 。北西0.5mに 16号住居址、北3.5mに 19。 24号住た1址、北束 l inに 2()・

21号住居址が重複 して存在。重複関係 1東半部で17号住居址 と重複する。遺存状態 :北西部は

残るが他は非常に悪 く、重複する17号住居址 との前後隣1係 も遺構の状況からは不明である。

主軸方位 :N-9°一 E Or N-81生 W。 平面形態 1不整隅丸 (長 )方形。規模 :南北 4.5m。

どと高 :27～ 12cm。 覆土 i3層 で小礫の混人が顕著。床面 :軟弱。周溝 :な し。 ビット:2箇所

検出され共に任穴。 Pl-17cm、 P望-17cm。 竃 :確認できず。東壁年付設された可能性が強い。

出土遺物 :北壁中央壁際に集中。鉄製品 3点 を検出、うぢ2点は西壁沿い床面上である。

鉄製品 :9。 11は刀子。 9は現長1,.5cmⅢ 身狙幅0.7～ 1.4,m、 茎部幅0.Scm、 棟厚 ).3cmを測

杯 類 甕 類

土師器 470′様 1,_2809 343′蕉 2,割09

須恵器 14フ点 809 10′《 14()9

その他 8点 409



~3

第37図 22号住居址出土土器

る。関は棟側のみの片関で0.4cmは ど急激に立って造 り出される。断面は三角形を呈する。11
は現長5!5cln程 の関部断片。

:身
部幅6.6訴t茎部幅0。 7cm、 棟厚0.3cmを 測る。検側のみあ片関で

断面は三角形を皇する。16は採ら月(型 1占 モ杢長H.5cmi基部幅2.2ch、 身部幅2.0走ユ.0品、検厚
0.2�を測る。基部から直状に延

!び
、先端蔀近くで急湾し「つ」の字状を呈する。着柄角度は50°

程である。 9。 loは西壁沿い床面、11は獲土中からの出土である。

Ｆ

Ｌ



第23表 22号住居址出土土器観察表

1
土師器

杯

A:222.0。 b10.3。 h6.7。 B:1/3～ 1/4。 c:内 面一回転すデのち暗文。外
面一体部上半回転ナデ。底部～体部下半反蒔計方向の回転ヘラケズリ。Di砂粒
を含む。E:外 。明茶禍色。内・黒色。F:やや良。

土師器

杯

A:2(12.8)。 b5.4。 h3.8。 B:1/3。 Ci内面一回転ナデのち暗文。外面一
体都上半回転ナデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。底都二方向の

ヘラケズ

リ。D:密。E:暗橙褐色。F:良。

3
土師器
lTh

A ib4.9。 B:底部1/3～ V2。
下端時計方向の一段ヘラケズリ。

:淡茶禍色。F:良。

ё :内面一ナデ。外面一体部上半ナデ(?)体部
底都二方向のヘラケズリ。Di砂粒を含む。E

4
土師器

皿

A:213.3。 b4.7。 h2.6。 B:1/2。 Ci内面一回転ナデ。外面一体部上半回
転ナデ。底都～体都下半時計方向の回転ヘラケズリ。D:細砂粒 を含み密。E:
暗茶禍色～茶禍色。F:良。

5
土師器

皿

A:912.2。 b4.9。 h2.6。 B:1/2～ 1/3。 C:内面一回転ナデ。外面一体部上
半回転ナデのちナデ。底都～体都下端時計方向の回転

ヘラケズリ。Di砂粒を含
む。E:明茶褐色。F:ゃや良。

6
土師器

甕

C

自ど宮音す
`二

警猪吉どき贅ぜ薯許岳争筆害ゴ話曇多ゴ賣ゆ免圭。 F:良 。

稼
頭

雲

口
指

金

一
位

・

面
下

粒

内
部

砂

‥
胴
白

7
土師器

甕

A12(21.3)。 Bi口 縁部1/4。 C:内面一口縁部すデ。外面一回転ナデ。D:
秒粒を僅かに含む。E:明禍色。F:良。

8
土師器

甕

A:2(28.4)。 B:口 縁都1/3～ 1/4。 Ci内面一口縁～胴部ヨコハケ。外面一口
縁～口唇都ナデ。胴都タテハケ。Di細砂粒を含み密。E:明茶褐色。F:良。

には前後関係を明確にしえな こ⊂
=三
Ξ正三正三五EttI三正伍≡l=コ匡正三二Bこ

かったが、土器観察等の結果、

22号住 (新)→ 17号住 (旧 )

と判断した。その場合、新 (22

号)住居址の竃が遺存せず疑

問が残るが、攪乱の為と理解

したい。

出土遺物 :僅かで図示 しえたものも 1点のみで

ある。

第38図 22号住居址出土鉄製品 〔1/2〕

《18号住居址》 (第 39～40図、第24～ 25表、図版�V)

位置 :L-16区。南西 3mに 20・ 21号住居l■が重複して存在。遺存状態 :上面を全く削平

れ、柱穴及び竃基底部のみを確認。

主軸方位 :N-3生 W。 平面形態 :(方形)。 規模 :(4.1× 4.Om)。 覆土 :1層。柱穴 :4

所検出され、深さはPl-13cm、 P2-17cm、 P3~25cln、 P4~16cm。 竃 :一基付設 (竃基底部と

えられる焼土溜まりを検出)。           第24表 18号住居址出土土器計測表

司  lo

杯 類 甕 類

上師器 16点 1009 42′点 3∞ 9

須恵器

17・ 22号住居址は、調査時

■
■
１
■

箇

考

(34)



竜

位置 :東壁南

都。遺存状態 :

全 く削平され、

掘 り方底部のみ

残存。

第40図  18号住居址出土土器 〔1/41

方形。規模 :4.1× 3.lm。 壁高 :15～ 6 cln。 覆土

:3層で焼土・炭火物を含む。床面 :寵前から東

半部はやや堅緻。周濤 :な し。ピット:1箇所検
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ヽ
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＝
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＝
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―

咤
　
　

●

鏡

＾
理
Ｐ
　
　
Ａ
Ⅵ

１
ム
　

ｍ駐0

第 1肘 暗茶禍色 r層 :粘性・サリ, しまり。無,礫
・黄色上粒・炭化物を含む。

止

ぃこ
7視 湛馴認脇黙絵~ ;鳩
上与g彗舛ゼみ整Ⅲ瀧

'

第39図 18号住居址及び竜 〔1/よ )、 1/帥〕

第25表 18号住居址出土土器観察表

1
土師器 1暮嘉占撃ザポ桝!慈髪、雪ぎみ鼻亨筆子

・朱筈上球球Υ章占誠〒瞥
`4と

鼻t際覇下杯
  1輩ダ討†霧P日〒読桑亀雹。

リ
トFttP転
ヘラケズリのち高台貼り付け。高台都す

《19号住居址》 (第 41～42図、第26～27表、図版Ⅳ)

位置 :L-15区。南西 3mに 16号住居址、南3.5mに 17・ 22号住居址、南東 lmに 20・ 21号住
居址がそれぞれ重複して存在。遺存状態 :上面に削平を受けるがほぼ完存。

主軸方位 :N-83生 W。 平面形態 :(隅丸)長  第26表 19号住居址出土土器計測表

杯   類 甕   類
土師器 57メ《 2809 3帥点 a,5609
須恵器 `3′

点 209

〃

′

(35)



！

」

―

キ

ー

出され、深さは17cln。 籠 :一基付設。

出土遺物 :南東及び北西隅に顕著。

4
位置 :東壁南寄 り。遺存状態 :上面に削平を受け右袖部がやや残る。

引A28110   ,              _望 どピと

0

ｍヽ

第 1層  暗赤禍色土層
:粘′1/1・ 弱,し まり
。有,焼土・炭化物
を含む。

第 2層 暗茶褐色土層
:粘性・弱,し まり
。有,炭化物粒 。ロ
ーム粒を微量含む。

第 3層 暗黄禍色土層
:粘性・弱,し まり

'有 ,礫・小礫黄色
土粒 を多量含む。

第 1層 暗橙禍色上層 :粘性 。弱, しまり。有,
焼土主体層。

第 2層 暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。有,
焼土・粘土を含む。

第 3層 黄色土層 i粘性・強, しまり。有,被
熱粘土を含む。       .
第 4層  暗茶褐色土層 :′粘性・強, しまり。有,
粘土を多量,焼土を微量含む。
第 5膳  白色土層 :粘性 。強, しまり。有,粘
土層。         '     (
第 6層 暗黄茶褐色土層1粘性・弱, しまり。
無、小礫 。焼土を多量含む。

牲 ___二 聖
Cm  Tヽ

′」味  A7E‐
|?

第41図  19号住居祉及び竃 〔1/6o、 1/30〕

い
|

2m

ｍヽ

ml

A28070 ,

(36)
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10cm

第42図  19号住居址出土土器 〔1/4〕

第27表 119号住居址出土土器観察表

l
須恵器

杯

A : 213.2。  b7.6。  h4 0。  B i3/4
面―縁辺部時計方向の一段ヘラケズリ
を含む。E:暗青灰色。 F:良。

Ci内面一回転すデのち口縁部ナデ。外
体部回転すデ。底部糸切 り。D:白砂粒

2
須恵器

杯

1。 B
ミガキ

A:2(13.9)。 h5
底部～体部下端ヘラ

体部のみ1/3。 C:内面一回転すデ。外面一回転ナデ。
D:白砂粒を多量に含み密。E:暗青灰色。 F:良。

土師器

(短頸壺 )

A:2(8.8)。 B:口 縁～頸部1/4～ 1/5。 Ci内外面―磨耗の為不明確、最終調整
ナデ。D:密。 E:淡乳褐色。 F:良。

土師器

甕

A:b8.8。 h8.9。 B:底部～胴部下半1/2。 Ci内面―胴上半ヨコハケ。底部
～胴下位指頭圧のちすデ。外面―胴中位タテハケ。胴都下半細かいタテハヶのち
ナデ。底部木葉痕。D:砂粒を含む。E:暗茶褐色。F:良。

《20号住居址》 (第43～44図、第28～ 29表 、図版Ⅳ・Ⅶ)

位置 :L-15区 。北 lmに 24号住居址、南西 lmに 17号住居址、西 5mに 16号住居址が存在。
重複関係 :21号住居址に北東隅を切られる。遺存状態 :21号住居址に切られる以外は良好。

主軸方位 :N-77生 w。 平面形態 :不整隅丸方形。規模 :3.0× (3.2)～ 3.Om。 壁高 :4()～
32cm。 覆土 i9層 で小礫・黄色土粒の混入が多い。床面 :堅緻。周濤・柱穴 :な し。宅 :一基
付設。

出土遺物 :豊富で床面上では竃右脇、中央西壁寄 りに集中。

竜

位置 :東壁南寄 り。遺存状態 :天丼部を失 うが他はほぼ遺存。

主軸方位 :N-70■ W。 規模 :長 さ90cm、 幅83  第28表 20号住居址出土土器計測表
cm。 構造 :袖部は袖石を芯とする。袖先端から燃

焼部内に落ち込んでいる礫は天丼部構築に使用さ

れたものであろう。燃焼部は精円形を呈 し深 さは

杯 類 甕 類

土師器 137′点 4809 2ω′様 2,鶴09

須恵器 11点 S09t 16点 409

(37)



A280る0

第43図 20号住居址及び4〔 1/60、 1/30〕

第 1悟 暗禍色土層 :粘性・羽, しまり
,有 ,小礫・黄色上粒を少量含む。

第 2層 暗禍色上層 :粘性・弱, しまり
。有,小礫・黄色土粒を少量含む。

第 3層 暗禍色上層 :粘性・弱, しまり
。有,黄色土粒・炭化物を微量,小礫
を含む。

第 4層 暗協色上層 :粘 !L・ 弱, しまり
。有,小礫・黒色上粒・黄色t粒 を微

登含む。

妨 5 1el.明 相色土暇 :し まり
。強,焼 L

を微量,小礫・黄色上粒を含む。

第 6将  暗茶欄色上層 :粘性・弱, しま
り。有,小礫・黄色土粒を含む。

第 7層 暗黄欄色土暇 :粘性・弱, しま
り。有,小礫を含む。
第 8屑 暗本禍色土層 :粘性・弱, しま
り。有,黄色土粒を多量,小礫・焼 七
・炭化物を少量含む。

第 9層 暗黄掲色土層 :粘性・弱, しま
り・無, ローム粒を多量,小礫を少量

含む。

8 cm。 煙道部は半円形に掘 り込まれ

る。中位に段部を持ち、35°程で立ち

上がる。

出土遺物 :甕破片が出上 したが、

図示しえなかった。燃焼都奥部から

石製支脚を検出。

第 1層 明禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,ロ ー
ム粒を多量,焼土・炭化物を含む。

第 2層 暗茶禍色上層 :粘性・弱. しまり。有,焼
上を多量, ローム粒を含む。

第 3層 暗茶禍色上層 :粘性・弱, しまり。無,焼
上を多量,炭化物を含む。

第 4層 暗橙褐色土層 :粘性 。弱,し まり。有,焼
とプロック層。

第 5層 暗禍色土層 :粘性・弱,炭イヒ物・焼上を含
む。

第 6唇  明茶禍色土層 :粘性・強, しまり。有, ロ
ームブロックを多量含む。

第 7層 明黄禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,小
礫を多量,焼上を少量, ローム粒を含む。50cm

(38)
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第44図 20号住居址出土土器 〔1/4〕

第29表 20号住居址出土土器観察表 (1)

1
土師器

杯

A ib7.0。 B:底都1/3。 Ci内面一回転すデ。体部と身こみ部の境に棒状工具
による押工十デ。外面一体部下端ヘラケズリのちナデ。底部一方向のヘラケズリ。D:密。EI淡乳褐色。F:良。

土師器

甕

A i 224.4。 b8.9。 h35,8。 胴部最大径 22.6。 B:完。
ち一部すデ。口縁部ヨコハケ。外面一口縁～口唇部すデ。
葉痕。D:金雲母を含み密。E:暗茶福色。 F:良。

Ci内 面―ヨコハケの
胴部タテハケ。底都木

(39)



第29表  20号住居址出土土器観察表 12)

3
土師器

甕

Aib8.8。 B:底 都～胴部下半完。C:内面―ヨコハケ (一部に指頭痕 )。 底部
縁辺にハケ状工具によるしばり痕。外面―タテハケ。底都木葉痕。D:砂粒を含
む。 E:明茶禍色。F:良。

4
土師器

甕

A:2(23.6)。 頸都径 (2().8)。 B:胴上部～口縁1/4。 C:内面一口縁部ヨコハケ。
胴部ヨコハケ。外面一口唇都ナデ。口縁部ヨコハケのちすデ。胴部タテハケ。D
:砂粒を含む。E:淡茶褐色。F:良。

5
須恵器
蓋

B:破片。Ci内面一回転すデ。外面一体都_L半回転ヘラケズリ。口唇都～体部
下半回転すデ。Di白 砂粒を微量に含む。E:暗灰色。 F:良。

6
須恵器

ΞE

Ai胴都径■ .4。 B:胴都1/2。 Ci内面一回転ヘラケデ。外面一回転すデ。D
:密。E:黒灰色。F:良。             ・

7
須恵器
霊

BI破片。Ci内外面一回転すデ。D:白 砂粒を含む。E:黒灰色～暗青灰色。
F:良。

8
須恵器
空

B:破片。Ci内面―上半回転すデ。中位回転ヘラケズリ。下位タテ方向のヘラ
ケズリ。外面―叩日。

《21号住居址》 (第 45～ 46図 、第30～31表、図版Ⅳ

―
位置 :L-15・ 16区。北束 lmに 18号住居址、南西 4

西に19。 24号住居址が重複 して接 している。重複関係 :

・   XIV)

mに 17・ 22号住居址が重複 して存在、

本址南西隅が20号住居址北東隅を切っ

ミｍ
ミｍ

第 1層  暗禍色Ji層 :粘性・
弱,し まり。有,小礫・焼
上を微量含む。

第 2層 暗黄禍色 L層 :粘性
・弱,し まり。有,小礫を
含む。

第 3層 暗禍色土層 :粘性・
弱十しまり。有,小礫・黄
色上粒を含む。

第 4層  H音禍色上層 :し まり
。無,焼上・炭化物を微豊
含む。

第 5層 暗禍色土層 :粘性・
弱, しまり'無 ,焼土・炭
化物・黄色土粒を少量含む。

第 6層 暗黄禍色上層 :粘性
・強, しまり。無,黄色土
粒を多量,小礫・炭化物を
1微量含む。
第 7層 暗禍色土層 :粘性・
弱, しまり・有,礫・黄色
土粒を少量含む。

第 8層 暗橙禍色土層 :粘性
・弱, しまり。無,焼上を
多量,黄色土粒 。小礫を少
量含む。

第 9層 暗黄禍色上層 :粘性
・号う, しまり。有,黄色■
粒を多量,小礫を含む。

(

第10層  暗禍色土層 :炭化物
を微量,小礫・黄色土粒を
含む。

2m

シ
0

翠
勧

2�
p

句

20号住居BL

じ
一

第45図 21号住居址 〔1/60〕

(40)



ている。遺存状態 :削平のため北半部を失い、北西隅も床面範囲を把握 しえたのみ◇

主軸方位 :N-20生 W Or N-88生 w。 平面形態 i(不整)隅丸長方形。規模 :4.4× 3.8m。

壁高 :31cm。 覆土 :10層 で最下層は焼土・炭化物を含む。床面 :残存部は堅緻。周濤 :南壁西

半部でのみ検出され、幅20cm、 深さ10～ 5 cm。 ピット:1箇所検出され、深さは26cm。 竃 :確

認 しえず。

出土遺物 i南東隅壁際に集中。覆土中から鉄滓

1点 (59)が 出土 している。

電

住居址北壁西半部で寵の痕跡と考えられる焼土溜まりを検出。

第30表 21号住居址出土土器計測表

杯 類 甕 類

土師器 125′点 6α)9 204′く 1,409

須恵器 2′点 209 と
い
1209

6  
＼
く電登さ三と
===づ
カ
タ
7 て Ξ 」 圧電

ヘ
9

9            19Cm

第46図 21号住居址出土土器 〔1/4〕

第31表  21号住居tlL出 土土器観察表 (1)

1
土師器

郭

A:212.2。 b6.1。 h3.9。 B:完。C:
上半回転ナデ。体部下半時計方向の一段ヘ

D:砂粒を微量に含み密。E:明茶禍色。

内面一回転ナデのち暗文。外面一体部
ラケズリ。底都不定方向のヘラケズリ。
Fi良。

上師器

杯

A:211.8。 b5.4。 h4.1。 B:完 。 Ci内 面一回転すデのち暗文。身 こみ部縁
辺棒状工具によるナデ。外面一体部上半回転ナデのちナデ。体部下半時計方向あ
一段ヘラケズリのちナデ。底部二方向のヘラケズリのちナデ。 Di密 。 ra i黄茶
福色。 F:良 。

3
土師器

郭

A:2■ .9。 b5.1。  h4.0。 BIほ ば完。 Ci内 面一回転すデのちH青文。身こみ
部体部の境棒状工具によるナデ。外面一体部上半回転すデ。体部下半時計方向の
一段ヘラケズリ。底部反時計方向の回転ヘ ラケズリ。 Di砂 粒 を含む。 E:淡 茶
偶色。 F:良。

上師器

杯

A:つ ■ .4。 b4.9。 h4.3。 B:完。Ci内面―ナデ。外面一口唇都回転すデの
ちナデ。体部上半回転すデ。体都下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部ヘラケズ
リのちミガキ。D:細砂粒を含み密。E:淡茶褐色。F:良。

土師器

郭

A:つ (12.8)。 b(5.6)。 h4.7。 B:1/4。 Ci内面―ナデのち暗文。外面二体部
上半ナデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。D:砂粒を僅かに含み密。E:
淡茶褐色。F:良。



第31表 21号住居址出土土器観察表 (2)

土師器

杯

A:b5.8。 B:底 部 の み完。 C:内 面一身 こみ部ナデ。体都回転 ナデの ち晴文。
外面一体部下半時計方向の一段 ヘ ラケ ズ リのちナデ。底都ヘ ラケズ リの らミガキ。
D:密 。 E:暗 茶褐色。 F:良 。

土師器
ネ

A:b5.4。 B:底 部 の み完。 C:内 面 ― ナデ。
ヘ ラケズ リのちナ デ。底部一方向のヘ ラケ ズ リ。
:褐色。 F:良 。

外面一体部下半時計方向の一段
D:砂 粒・黒色粒 を含み密。 E

土師器

皿

A:2(12.4)。 b(7.6)。 hl.8。 B:1/3-1/4。 C:内 面 一 体 都～ 日唇部回転 ナ
デ。体部下端～身 こみ部ナデ。外面一 体部上半回転ナデ。底部～体部下半 (反時
計方 向)回転ヘ ラケズ リ。 D:砂 粒 を含み密。 E:明 茶褐色。 F:良 。

土師器

蓋

Bi破片。C:内外面一回転ナデのちナデ。Di砂粒 を微量に含み密。EI明 淡
禍色。F:良。

10
土師器

甕

2(18.0)。 肩都径 (16.0)。 B:口 縁～胴 1/3。 C:内 面一 口縁すデ。胴部 ヨ
ケヽ と思 われ るが剣離 が著 しい。外面一 口縁～ 口唇 ナデ。胴部細 かいタテハケ。

砂粒 を多量 に含 む。 E:暗 茶禍色。 F:良 。

Ａ

コ
Ｄ

11
土師器

甕

A:b(9.6)。 B:底 都 1/3～ 1/2。 C:内 面―胴部上半ナデ。胴都下端板状工具 に
よる しば り。外面―胴 部下端板状工具 によるナデ。底都 ナデ。 D:砂 粒 を多量 に
含 む。 E:明 茶福色。 F:良 。

須恵器

霊

B:破片。Ci内面一回転すデ。外面一回転すデ。緑灰色系の自然釉。Di密。
E:暗青灰色。F:良。

《23号住居址》

ト

(第 47～49図、第32～33表、図版 V)

第47図 23号住居址 〔1/60〕

第 1層 黒禍色土層 :粘性 。
強,し まり。有,小礫・砂
粒を多量含む。

第 2層 黒褐色土層 :粘性・
強, しまり。有,砂粒を多
量含む。

第 3層  黒色土層 :粘性 。強 ,
しまり。有。

第 4層  暗褐色土層 :粘性・
強, しまり。有,砂粒を多
量,ロ ーム粒を含む。

第 5層 褐色土層 i粘性・弱 ,
しまり。有,焼土 。ローム
・粘土粒を少量含む。

17

B′

｀ B2BI∞                                  B′

(42)
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位置 :K-10区。東0.5m

に11号住居址、北東2.5mに

10号住居址が存在。遺存状

態 :上面に削平を受ける。

主軸方位 :N-7生 W。

平面形態 :隅丸長方形。規

模 :4.2～ 4.0× 3.lm。 壁高

124～ 18cm。 覆土 :5層 で

砂粒の混入が多い。床面 :

堅緻。周濤 :竃左脇から北

西隅にかけて認められ、幅

25-20cm、  深さ10～ 8 cm。

柱穴 :な し。竃 :一基付設。

出土遺物 :豊富だが破片

化がすすむ。

竃

位置 :北東隅。遺存状態

:上面を削平され、煙道都

に攪乱を受ける。

主軸方位 :N-35生 E。

規模 :長 さ140伽、幅 155cln。

構造 :袖部は粘土を貼る。

右袖のみ袖石使用。燃焼都

は楕円形を呈 し、深さは8

cm。 煙道都は半円形に掘 り

込まれ、緩やかな段部を有

する。立ら上がり角度は、

約 45° ある。

出土遺物 i燃焼部左半部

Ｏヽ

01

A28100

0

第1層 暗茶禍色土層 i粘性・弱, しまり・有,焼土,粘土・小礫を含む。
第2層 暗黄禍色土層 i粘性・弱, しまり。有,粘土を多量,焼土ブロックを含む。
第3層 暗赤褐色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼土を多量,粘土を含む。
第4層 暗橙禍色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼土ブロック層。
第5層 暗黄褐色上層 i粘性。強, しまり。有,粘土主体層。
第6層 黄褐色土層 :粘性・強, しまり。有,粘土主体層。
第7層 暗黄褐色土層 :粘性。強, しまり。有,粘主主体層。小礫を微量含む。
第8層 暗赤茶褐色土層 :粘性・弱, しまり,無 ,小礫を多量,焼上を微量に含む。

第48図  23号住居址・竃 〔1/30〕

から大量の甕類が出土、籠構築時に使用された可能性が強い。

第32表 23号住居址出土土器計測表

郭 類 甕 類

土師器 151点 480g 139′点 1,領Ю9

須恵器 8点 l∞ 9 7点 13()9
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第49図  23号住居址出土土器 〔1/4〕

第33表 23号住居址出土土器観察表 (1)

1
土師器

杯

A:9■ .8。 b(5。 8)。 h3.9。 B:1/3～ 1/4。
転すデのうΠ音文。1外面一体部上半回転ナデ。
底部糸切 り、のち不定方向のヘラケズリ。D

Ci内 面―身 こみ部ナデ。体部回
体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。
:密。E:禍色～暗禍色。 F:良。

止師器

杯

A:高台径 7.6。 BI底部1/3。
ケズリと高台都ケズリダシ ?。 D
良。

:内 面―すデ。外面一時計方向の回転ヘラ

砂粒を含み密。E:明褐色～淡褐色。F:
C

と師器

甕

A:224.2。 胴都最大径 (肩部)22.8。 B:1/2強。C:
―平行叩日 (一部)の ち回転ナデ。D:砂粒を含み密。E

内面一回転すデ。外面
:明茶褐色。 F:良。

(44)



第33表 23号住居址出土土器観察表偉)

《24号住居址》 (第50～51図、第34～ 35表、図版Ⅳ)

位置 :L-15区。南西 5mに 16号住居址、南3.5mに 17,22号住居址が存在、南東には、豹・
21号住居址が重複 して接する。重複関係 :西半部を19号住居址に切られる。遺存状態 :西半部
を19号住居址によって失い、上面をかなり削平される。

主軸方位 :N-83°一W。 平面形態 i(長 )方形。規模 :南北 4.3m。 壁高 :6帥。覆土 :3
層で小礫の混入が多い。床面 :やや軟弱。周騰・柱穴 :な し。寵 :一基付設。

出土遺物 :少量だが竃周囲に集中。覆土中から鉄小塊が 1点出土 しているが、断片のため図
示 しえなかった。

電

位置 :東壁北寄 り9遺存状態 :上面にかなり削平を受ける。
主軸方位 :N-84生 W。 規模 :長 さ92cm、 幅85cm。 構造 :袖部は粘土を用いる。燃焼部は精
円形を呈し、深さ18cm。 煙道部は半円形に掘 り込まれ、55°程で立ち上がる。

出土遺物 :寵内出土のものと竃周辺のものとが接合。竃で使用されたものか。

第34表  24号住居址出土土器計測表

啄 類 甕 類

土師器 18メく 1009 124′点 1,7009

須恵器

A:2(22.8)。
:暗茶褐色。 F

B:口縁部1/3。 C:内外面一回転すデ。D:砂粒を含み密。
:良。

珍 (18.0)。 胴部径 (19。 2)。 B:胴部～口縁1/3～ 1カ。 ci内外面一回転ナデ。
砂粒を多量に含む。E:茶褐色。F:良。

Ａ

Ｄ

A:2(29.0)。 胴部径 (25.0)。
外面一口縁～口唇部ナデ。D:

B:口 縁1/5。 C:内面一口縁ハケ。胴部ナデ。
自砂粒 を多量に含む。E:淡橙褐色。F:良。

合贔二警:°隠 驚罫昇周計蕉珍歩ゝ;。
:窪

罫票堺プF薮竜累災省研雰甲Ⅳ
!:賀P粒
動 量含み密。E:外・明茶褐色～語恭痛雹。

´
hf捩茶描色t慕為也。

Aib(lo,6)。 高台径 (9.8)。 B11/3～ 1/4。 C:内面一回転ナデ。外面一体部回
転ナデ。高台部ケズリダシ。底部回転ヘラケズリ (時計方向)。 Di白砂粒を微量
含む。E:淡青灰色。F:良。

B:破片。
:良。

C:内外面一回転ナデ。Di白砂粒を微量含み密。E:暗青灰色。 F

Ｂ

Ｅ

破片。Ci内面―指頭圧痕を残しハケ。
外・赤紫灰色。内・黒灰色。F:良。

外面―叩目。D:砂粒を多く含む。



01

A2■00 バ

B                  g

第 1層 祟禍色土層 :粘性・弱, しまり,有,小礫・焼
上を含む。

第 2層 暗禍色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼上を微
量,小礫・黄色上粒を含む。

第 3層  暗黄禍色上層 :粘性・弱, しまり。有,黄色上
粒を多量,小礫を含む。

第 1層 暗赤禍色上層 :粘性 。弱, しまり。無,小礫・
焼上を含む。

第 2眉 黄茶禍色上層 :粘性・強, しまり。有,小礫・
焼上を少量含咎。

第 3層 橙禍色上唐 :粘性・弱, しまり。有,焼土ブロ
ック層。

第 4層 暗黄禍色土眉 :粘性・強, しまり。有,粘上を
多豊,焼土を微量含む。

第5層 暗赤禍色上層 :粘性・強, しまり。有,焼土ブ
ロックを多量,粘上を含む。

第 6層 暗赤禍色土層 :粘性 。弱, しまり。有,焼上を
多量,礫・粘上を微量含む。

第 7層 赤黄禍色土層 :粘性・
'a, 

しまり。有,粘上を

多量,焼土を少豊含む。

第8層 黄禍色土層 :粘性・強, しまり・有,粘上主体
層,焼上を微量含む。
第 9層 黄茶禍色土層 :粘性・強, しまり。有,粘土を
多量,小礫 。焼上 。炭化物を微量含む。

第10層  赤茶禍色上層 :粘性 。弱, しまり,有 ,焼土・
小礫・粘上を多量含む。

m

o        50cm

第50図  24号住居ttL及び竃 〔1/60、 1/30〕

klkl

冥協

(46)
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第51図  24号住居址出土土器 〔1/4〕

第35表 24号住居址出土土器観察表

1
土師器

ネ

A:つ 10.8。 b6.9。 h3.8。 体部径11.0。 B i3/4～ 4/5。 C:内面一回転ナデの
ち暗文。身こみ部放射状暗文。外面一口唇都すデ。体都ヘラミガキ。底部ヘラケ
ズリのちヘラナデ。D:密。E:淡橙褐色。F:良。

2
土師器

ネ

A ib8.5。 B:底部1/2～ 2/3。 Ci内面一体都回転すデ。底都すデ。外面一体
部回転すデ。底部ヘラケズリのちヘラナデ。D:砂粒を微量含み密。 E:明禍色。
Fi良。

3
土師器

甕

A:230.2。 胴部径28.3。 B:胴～口縁部1/3～ 1/4。 C
縁部すデ。胴都回転ナデのちナデ。D:砂粒を含み密。

内面工すデ。外面一口

:淡橙褐色。F:良。E

土師器

甕

A:胴都径25.9。 B:胴都ほぼ完。Ci磨滅の為不明。D:砂粒を含み密。 E:
明褐色。 F:良。

《25号住居址》 (第 52～54図、第36～ 37表、図版濁 1・ ull)

位置 :H-13区。西 lmに 1号掘立柱建物遺構、12.5mに 26号住居l■が存在。遺存状態 :ほ

ぼ良好。

主軸方位 :N-75生 W。 平面形態 :不整 (隅丸)方形。規模 :2.7～ 2.4× 2,7m。 壁高 :31J

～18cm。 覆土 :4層 で黒色土粒の混入が多い。床面 :軟弱。周濤・柱穴 :な し。籠 :一基付

Ⅸ。                      第36表 25号住居址出土土器計測表

出土遺物 :少量で破片化がすすむ。覆土中から

鉄製品が 1点出土している。

10cm

郭 類 甕 類

土師器 占
い
109 46′く 5409

須恵器



竃

位置 :東壁南寄 り。遺存状態 :

上面及び煙道部に攪乱を受ける。

主軸方位 :N-73生 W。 規模 :

長さ85cm、 幅99cm。 構造 :ネ由部は

袖石を芯とし、粘土を貼る。燃焼

部は長円形を呈 し深さは 4 cm。 煙

道都は浅い皿状に掘 り込まれたも

のと思われ、25°程で立ち上がる。

出土遺物 :燃焼都から甕 3が出

土 し、確認 FF「l査時に得られたもの

と接合 した。

ヽ

ヽ

Ｌ

、

A27970

2m

眉

層

慣

層

第

第

第

第

暗偶色土層 :粘性・強, しまり。有,
黒禍色上層 :粘性・強, しまり。有 ,
単禍色土層 :粘性・弱, しまり。無 ,
暗欄色土層 :粘性・強, しまり。有 ,

ローム粒・黒色上粒・小礫を含む。

黒色土粒を多量含む。

黒色土粒・礫を多量含む。
ローム粒を多量,砂粒を少量含む。

第 1層 黄禍色土層
。強,し まり。有 ,
主体眉。

第 2層 黄禍色土層 :粘性
・強, しまり。有,粘土

主体層。小礫を微量含む。

第 3層  暗赤禍色上層 :粘
性 。弱,し まり。無,焼
上を多量,粘上・小礫を

含む。

性

土

粘

粘

A27a50

0         50cm

第52図 25号住居址及び竃 〔1/60、 1/30〕

鉄製品 :刀子片とおもわれ、現長4.Ocln、 幅1.8～ 1.2cm、 棟

厚0,2cmを 測る。刃都は明確でないが断面三角形を呈する。

第53図

一

~「
_U_~5

25号住居址出土鉄製品 〔1/2〕
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第54図  25号住居址出土土器 〔1/4〕

第37表 25号住居ttL出 土土器観察表

1
土師器

lTk

A:2(12.6)。 BI体部1/4。 Ci内外面―ナデ。D:密。 E:暗茶禍色。 F
良。

2
土師器

甕

A:2(24,0)。 胴部径 (18.8)。 B:胴上半～口縁1/3。 C:内 面― ヨコハケ。外
面―「1縁～口唇ナデ。胴部タテハケ。D:密。E:茶禍色。 F:良。

土師器

甕

A:b9,7。 月同部径 21.8。 B:月同割も3/4～ 2/3。  C

雇染紬雹
「
拇輩展箔とデト甲賢F端

ヘラケズリ。
:内 面 一 回 転 ナ デ。底 都回転 ナ
底部糸切 り。 D:密 。 E:外 ・

須恵器
甕
Bi破片。Ci内面一回転ナデ。黒鈴色の自然釉。外面一回転ナデ。Di細砂粒
を含み密。 E:黒灰色。 F:良。

《26号住居址》 (第55～ 56図、第38～ 39表、

位置 :I-11・ 12区。東12.5mに 25号住居址、

南東 4.5mに 1号掘立柱建物遺構が存在。遺存状

態 :上面にかなり削平を受ける。

主軸方位 :N-79生 W。 平面形態 :不整隅丸長

図版Ⅳ o XVll)

第38表 26号住居址出土土器計測表

杯 類 甕 類

土師器 40,点 1809 51′点 491)9

須恵器 6点 81J9

(49)



方形。規模 :3.9× 3.1～

2,9m。 壁高 :16～ 12cln。

覆土 :5層 で砂粒の混入

が多い。床面 :軟弱で部

分的に堅緻。周濤・柱穴

:な し。

出土遺物 :少量で細片

化がすすむ。

電

位置 :東壁中央。遺存

状態 :削平を受け、左袖

一部及び基底部のみ残存。

主軸方位 :N-108° 一  A″ 9 σo
E。 規模 :長 さ116cm、 幅

84cln。 構造 :袖部 (左

袖)袖石 を芯とし、粘土

を貼る。燃焼部は長円形を呈し、深さは1l cm。 煙道

部はほぼ遺存 しないが、立ち上がり角度は25°である。

_―  司   司

A

9        50Cm

第55図 26号住居址及び電 〔1/∞、1/30〕

第1層 黒禍色土層 :粘性・弱, しまり・無,
礫・黄色土粒を少量,小礫を含む。

第2層 黒禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,
礫・小礫を含む。

第3層 黒禍色土層 :粘性・弱,し まり'無 ,
小礫・黄色砂粒を含む。

第4層 黒禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,
小礫を少量,禍色土粒を含む。

第5層 暗禍色土層 :し まり・無,黄色砂糧
を多量含む。

ヽ

＼

式

A

上＜

第1層 暗茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。
無,焼土を多量,小礫を少量含む。

第2層 灰黄茶褐色土層 :粘性・強, しまり
。有,粘土を多量,焼土・炭化物を含む。

第3層 暗茶禍色土層 :粘性・強, しまり。
有,焼土ブロック・炭化物を含む。

第4層 黄禍色土層 :粘性。強, しまり。有,
粘土主体層。

第5層 暗黄禍色土層 :粘性・弱,し まり。
無,焼土・粘上を少量,小礫を含む。

(50)
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第56図 26号住居址出土土器 〔1/4〕

第39表  26号住居址出土土器観察表

1
linlF!洋

ネ

A:2(■ .4)。 b(5,6)。 h5.6。 B:1/3～ 1/4。 Ci内 面一体部上半ナデ。体都
下半身こみ部不明。外面一体部上半ナデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。
底都一方向のヘラケズリ。D:細砂粒を含む。 E:明禍色。Fi良。

上師器

杯

Ci内面一回転すテ。外面一体都下半時計方向の一段
糸切 りのちヘラケズリ。D:密。 E:淡禍色。 Fi良

A:b5.3。 B:底部3/4。
ヘラケズリ。底部 (回転)
墨書有 「純」 ?。

3
上自市器

郭

A:E(12.0)。 B:口 縁部1/3～ 1/2。 C:内面一回転すデのち暗文。外面一回転
すデ。 D:密。Ei外・淡禍色。内・祟色。F:良。

上師器

杯

A ib6.1。 B:底部完。Ci内 面一回転すデのら暗文。身こみ部との境に棒状
工具によるナデ。外面一体部上半回転ナデ。底都縁辺～体部下半反時計方向の回
転ヘラケズリ。底部 (回転)糸切 り。Di密。 E:外・淡赤禍色。内 。|ヽ(色。 F
i良。

5
上師器

甕

A:2(22.4)。 B:口 縁1/3～ 1/4。 Ci内面― ヨ
唇部ナデ。口縁タテハケのちナデ。胴部ナデ。D
茶禍色。 F:良。

ハケ。口唇都ナデ。外面― |:I

金雲母・砂粒を含む。 E:暗

6
上自市著岸

甕

Aib(9,0)。 B:底部1/2～ 1/3。 Ci内面―ヨコハケ。胴都下端ヘラ状工具によ
るシボ リ。外面―タテハケ。底部木葉痕。D:金雲母・砂粒を含み密。E:茶禍
色。 Fi良。

7
須恵器

甕

B:破片。Ci内面一回転ナデ。縁灰色の自然釉。外面一回転すデ。Di白 砂粒
を含みやや良。E:青灰色。F:良。

《27号住居址》 (第 57～ 59図、第40～ 41表、図版ull)

位置 :G-14・ 15区。東 5mに 28号住居址、南 5mに 29。 30号住居址 ,2号掘立柱建物遺構、

西6.5mに 35号住居址、南西3.5mに 4号掘立柱建物遺構が存在。遺存状態 :上面にかなり削平

を受ける。

主軸方位 :N-84°一 W。 平面形態 :隅丸長方形。規模 :3.8X2.8m。 壁高 :12～ 7c14。 覆土

:5層 で小礫の混入が著 しい。床面 :軟弱。周濤 。柱穴 :な し。寵 :な し。

出土遺物 :壁際部に認められた。北西隅から鉄鏃が 1点出土 した。

鉄製品 :平根片丸造腸挟長三角形鏃で茎都端を失う。現長9,3cm、 根部長 4.8cm、 同幅 (3.5cm)、

同厚さ0.4cmを 測 り腸扶をもつ。茎部は0.4× 0.5cmの 方形断面をもつ。



第40表  27号住居址出土土器計測表

杯   類 甕 類

土師器 136点 4409 77,点 8809

須恵器 3点 609 4点 1∞ g
第57図 27号住居址出土鉄製品 〔1/2〕

hl

第 1層 黒禍色土層 :粘性 。強 ,
しまり。有,小礫を含む。
第 2層 禍色土層 :粘性・弱 ,
しまり。有,砂粒 を多量,黒
色土粒を含む。

第 3層 黒福色土層 :粘性・弱 ,
しまり。有,小礫を多量含む。
第 4層 暗褐色土層 :粘性 。強 ,
しまり。有,小礫を少量,粘
土を含む。

第 5層  黄禍色土層 :粘性・弱 ,
しまり。無,砂粒 を多量含む。A279コ                             ズ

~~~ヽ亜ヨ
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第58図  27号住居址 〔1/60〕

《―iⅢ
第59図  27号住居址出土土器 〔1/4〕

第41表 27号住居址出土土器観察表 (1)

屁  ~〃 5

晩

10cm

1
土師器

不

A:2(12.2)。 B:口縁1/3～ 1/4。 Ci内面一回転ナデ。外面一回転すデ。D:
黒色粒を含み密。E:茶禍色。F:良。墨書有「?」 。

土師器

lTk

A ib6.2。 B:底 都2/3～ 1/2。 Ci内 面一 回転すデ。身 こみ都、体部の境に棒
状工具によるナデ。外面一体部ナデ。底部糸切 りのち縁辺部ヘラナデ。 Di密 。
E:濃茶褐色。 F:良 。

3
土師器

皿

A:つ (12.e)ob(7.0)。 hl.9。 B:1/4。 Ci内面一ナデ。外面一体都ナデ。底
都ヘラケズリのちナデ。Di黒色粒を含み密。E:淡茶福●。F:良。

(52)



第41表 27号住居址出土土器観察表 (21

B:破片。 C:内面―細かいヨコハヶ。外面一日唇都ナデ。
ケのちナデ。胴部タテハケ。Di細砂粒・金雲母を含む。 E

口縁部細かいタテハ

:淡褐色。F:良。

B:破片。Ci内面一口唇部すデ。口縁細かいヨコハヶ。胴都ヨコハケ。外面―
タテハケのちナデ。D:細砂粒・金雲母を微量含む。E:暗茶褐色。F:良。

:内 面―タテハケ。外面―鍔部ヨコハケのちナデ。Di白砂粒を多
:茶褐色。F:やゃ良。

Ｃ

Ｅ

B:破片。
量に含む。

A ib9.6。 B:底部2/3～ 3/4。
部糸切 り。Di密。E:淡灰色。

Ci内 面一回転ナデ。外面一体部回転ナデ。
F:良。

外面一体部回転ナデ。体都・底
:微砂粒を僅かに含む。E:淡戻雹砕 1負 r工具

隆み
:変

監黒甥ちデЪ

ｌ
Л
ｄ
Ｆ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ

《28号住居址》 (第 60～ 62図、第42～ 43表 )

第60図 28号住居址 〔1/60〕

第 1層 黒禍色上層
・弱,し まり。無 ,
。小礫を含む。

第 2層  黒禍色上層 :粘性
・強, しまり。有,砂粒
。小礫を少量含む。

第 3層 暗禍色士層 :粘性
・弱, しまり。有,砂粒
・小礫・ローム粒を少量

含む。

第 4層 黒福色土層
。強,し まり。有 ,
・小礫を少量含む。

第5層 黒褐色Jl層 :粘性
・強, しまり,有 ,砂粒
。ローム粒を少量含む。

第 6層  黄福色土層 :粘性
・弱,し まり。無,礫 を
多量含む。

性

粒

粘

砂

争,4

B'

01

性

粒

粘

砂

上″硼 引            A′
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位置 :G-15・ 16区。西 5mに 27号住居址、

南2.5mに 3号掘立柱建物遺構、東 7mに 31・ 32

号住居址が存在 し、北東部で33号住居址 と接す

る。遺存状態 :削平が激 しく、東壁及び西壁 を

確認しうるに過ぎない。

主軸方位 :N-88生 E。 平面形態 :(不整 )

隅丸方形。規模 i4.6× (4.7)m。 壁高 :5～ 3

cm。 覆土 :6層 で小礫の混入が多い。床面 :軟

弱。周濤・柱穴 :な し。宅 :一基付設。

出土遺物 :床面上では南東隅部に多い。

篭

位置 :東壁北寄 り。遺存状態 :削平が激 しく

煙道都は遺存 しない。 ヽ

主軸方位 :N-86些 E。 規模 :長 さ66cm、 幅

100cln。 構造 :袖部は粘土を貼る。燃焼都は精円

形で深さ6ぃ。煙道都は遺存 しないが、60° で立

ち上がる。

出土遺物 :燃焼部に少量。

田
|

A27070           A′

蘭
|

ぬ
|

ml

D       50Cm

第 1層 暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり,無,小礫・焼上を多量含む。

第2層 怪禍色土層 :粘性・弱, しより'有 ,焼土ブロック層。

第3層 暗黄褐色土層 :粘性・強, しより,有 ,粘上を多量,焼上を含む。

第4層 暗茶偶色土層 :粘性・弱, しまり,無,焼土・粘上を含む。

第5層 Л音赤偶色土層 :粘性・強, しまり,有 ,粘土を含む。

第6層 黄褐色上層 :粘性・強, しまり'有 ,粘土主体層。

第7層 暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫・焼土・粘土を合む。

第61図 28号住居址・篭 〔1/30〕

第42表 28号住居址出土土器計測表

ヽ
＼＼

                                                 0

帝甘lh

＼＼

第62図  28号住居址出土土器(1)〔 1/4〕

杯 類 甕 類

土師器 54′様 2109 40′点 8009

須志器 6′点 409

(54)
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第62図  28号住居址出土土器(2)〔 1/4〕

第43表 28号住居址出土土器観察表 (1)

1
土師器

杯

A: 214.0。  b5.4。  h4.3。  B
都縁辺棒状 工具 による押 エナデ
F :良 。

A:212.1。  b5.6。  h3.8。  B
デ。底部ヘ ラケ ズ リのち ミガキ

:ご
鼻緊功▼。

i ttTぁ
蓬ご巻彼霧

「
管守族雇也F

:1/2。 Ci内面一回転すデ。外面一体部回転す
Di黒砂粒を含み密。 E:橙褐色。F:良。

土師器

杯

土師器

杯

A:b7.5。  B:体 部司F半3/4-2/3。 C

色FttF賢 怜
辺ヘ ラナデ。底部糸 切 り。

都
福
体
淡

一

‥

面
Ｅ
外

。
０密
一．ア
み
十
含

＞

を心鮒着型〔面．くミ靭
内
Ｄ

4 土師器

杯

A:b6.4。  B:底 部 1/2～ 2/3。
回転 ナデ。外面一体部回転 ナデ
砂粒 を含 む。 E:淡 茶禍色。 F

C:内 面一 体 部 回転 ナデ。底都回転 ケズ リ

質 :Б
時計回 りの回転 糸切 り。 Di黒 色砂粒

ち

細

の
　
・

5 土師器

郭

A ib6.2。 B:底部2/3～ 1/2。 Ci内 面― (ミ ガキのち)す デ。外面一体都回
転すデ。底部糸切 り。D:密。E:淡茶褐色。 F:良。

6
土師器
lTh

:内面一回転 ナデ。外面一 体部上 半ナ デ。体部 ド
底部不定方向のヘ ラケ ズ リ。 D:果 色砂粒 を含み

A:b5.1。 B:底 部 1/2強 。 C
端時計方 向の一段ヘ ラケズ リ。
密。 E:明 禍色。 F:良 。

7
土師器
lTk

A ib6.4。 B:底部2/3。 Ci内面―すデ。外面一体部回転すデ。底部時計回 り
の回転糸切 り。Di砂粒を含み密。 E:暗茶褐色。F:良。

土師器

杯

Aib(6.9)。 B:底部1/2～ 1/3。
部反時計回 りの回転糸切 り。D

底C:内面一回転すデ。
黒色砂粒を含み密。E

外面一体部回転すデ。
:淡褐色。F:良。



第43表  28号住居址出土土器観察表 (鋤

土師器

イ

A:2(18.4)。 B:口 縁～体部破片。C
のちナデ。D:白砂粒を多量に含み密。

内面一回転ナデ (?)。 外面一回転すデ

i暗赤茶禍色。F:良。E

土師器

皿

Ai2(12.2)。 b(5,0)。 h2.5。 B:1/2弱 。Ci内面一回転ナデ。外面一体部回
転すデのちナデ (部分)。 底部反時計回 りの回転糸切 り。D:密。E:淡茶褐色。
F:良。

土師器

甕

A:2(25。 4)。 胴都径 (22.0)。 B:口 縁部1/3。 Ci内面一口縁～胴部ヨコハケ。
外面一口唇部まばらなヨコノ`ケのちナデ。口縁都タテハケのちすデ。胴部タテ

/ヽ

ケ。D:砂粒を微量に含む。 E:茶禍色。F:良。

土師器

甕

Ci内面― ヨコハケ。底部 しば り痕。
底部木葉痕。D:白砂粒を微量に含む。

Aib(9.8)。 B:底都～胴下部1/3～ 1/4。
外面一胴部タテハケ。底部周辺 しばり痕。

E:茶禍色。 F:良。

土師器

鉢

A ib10 7。 BI底部完。Ci内面―胴ヨコハケ。底部指頭圧のちナデ。外面―
胴部ヘラ状工具によるタテナデ。底部周辺ヘラ状工具によるしばり。底都木葉痕。

Di金雲母 。白砂粒・砂粒を含む。 E:明茶禍色。Fi良。

L師器

羽釜

AiO(24.5)。 最大径 (28.7)。 B:胴上半～口縁1/2。 Ci内面一粗し
外面一口唇部すデ。田縁タテハケのちナデ。鍔都ナデ。胴都粗いタテ

/

砂粒・黒色砂粒を含む。 E:茶褐色。 Fi良。
ケ 。

ヨ ケ 。

D

土師器

鉢

A:2(41.6)。 B:口 縁～胴1/4。 Ci内面一口唇郡ヨコハケo胴削
`上
ほ ヨコノ`

ケ。胴都中位斜方向のハケ。外面一口唇都粗いヨコハケ。口縁部ナデ。胴都タテ

ハケ。Di金雲母・ 白砂粒を少量含む。E;明茶禍色。F:良。

土師器

飲

BI底部1/5～ 1/6。
良。

C 内外面―ナデ。Di砂粒を含み密。E:灰茶禍色。 F

17
須恵器

邪

A:2(8.8)。 b(6.0)。 h4.5。  B:1/3～ 1/4。
すデのち高台貼 り付け。高台都すデ。Di密。

Ci内 面一回転ナデ。外面一回転
E:青灰色。F:良。

須恵器
蓋
BI破片。Ci内外面一回転ナデ。Di密 (細砂粒を含む)。 Ei青灰色。 F:良。

《29君住居址》 (第63～65図、第44・ 46表 、図版Ⅶ o XIV o BIl

位置 :F-15区。東 4mに 3号掘立柱建物遺梼、北東 5mに 28号住居址、北 5mに 27号住居

址、西13mに 37号住居址が存在。重複関係 :本址南西部を30号住居址に切られる。遺存状態 :

30号住居址に切られる以外はほぼ良好。

主軸方位 :N-5°一W。 平面形態 :隅丸長方形。 第44表  29号住居址出土土器計測表

規模 :3.7× 2.8m。 壁高 :25～ 19cln。 覆土 :6層

で小礫の混入が顕著。床面 :北半部は堅緻。周騰

・柱穴 :な し。宅 :一基付設。

出土遺物 :中央都西寄 り床面に集中。

郷 類 甕 類

土師器 24′く 1309 64′点 9609

須恵器

《30号住居址》 (第 63・ 64・ 66図、第45・ 47表、図版Ⅷ・�η

位置 :F-14・ 15区。東 7mに 3号掘立柱建物遺構、西 9mに 37号住居址、北 5mに 27号住

居址が存在。重複関係 :本址東壁都が29号 住居址西壁を切る。遺存状態 :北西隅部を攪乱
で失

つ。

(56)



主軸方位 :N-85°一 E。 平面形態

:4層 で小礫を多量に含む。床面 :

一部軟弱。周濤・柱穴 :な し。竃 :

出土遺物 :少量で図示 しえたもの

規模 :3.7× 2.7m。 壁高 :22～ 17cm。 覆土

第45表 30号住居址出土土器計測表

A′

A

:隅丸長方形。

やや堅緻、

一基付設。

も少ない。

／

４

ｒ

＋

―

A27940

ナ不 類 甕 類

土師器 9′点 209 18点 2609

須恵器 1点 2809

C                        c' B                          B′

―
29H住居址                             第6層 黒褐色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫・美色上粒を含む。
第1層 暗茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫・黄色土粒を含む。   謝号住居址
第2層 暗茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量含む。     第1層 暗茶褐色土層 :粘性・朔, しまり・無,小礫・膜を含む。
第3層 黒褐色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫・黄色上粒を含む。    第2層 茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫・黄lS色上を多量含む。
第4層 暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫を含む。 第3層 暗茶偶色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫を多量含む。
!第 5層 暗黄禍色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫・黒禍色上を含む。   第4層 明黄褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,礫を多量含む。

第63図  29。 30号住居址 〔1/60〕

29号住居址 竃                   .
位置 :北壁東寄り。遺存状態 :左袖の遺存が悪い。天丼部が僅かに残る。

主軸方位 :N-4°―W。 規模 :長 さ93cm、 幅88cm。 構造 :袖部は袖石を芯とし、粘土を貼る。

天丼都は粘土によって構築され、上部にのる角礫も天丼構築に利用されたものであろう。燃焼

部は精円形を呈し、深さ8 cm。 煙道部は半円形に掘 り込まれ、61°程で立ち上がる。

出土遺物 :燃焼部内に少量が認められる。燃焼部奥部から石製支脚が検出。

30号住居址 竃
位置 :東壁南寄り。遺存状態 :削平が激しい。

(57)



主軸方位 :N-83°一 E。 規模 :長 さ98cm、 幅81Jclll。 構造 :袖部は芯とした袖石のみ遺存。燃

燃部は精円形を呈し、深さ7 cm。 煙道部は半円形に掘り込まれ、35°程で立ち上がる。

出土遺物 :燃焼部から少量。燃焼都奥部から石製支脚を検出。

|

―

蘭
|

hl
ｍヽ∞ヽ

B′

犀

ml 田
|

A27940 A

9        50om
29H住居址カマド
第1層 暗茶禍色土層 :粘性。弱,
第2層 赤茶褐色土層 :粘性。弱,
第3層 暗茶褐色土層 :粘 1生。弱,
第4層 暗黄褐色土層 :粘性・強,
第5層 暗茶禍色土層 :粘性・弱,悟婚4鰯盈輝

。
娃確警撥影争イ鯵繁⊆ξ

第64図  29・ 30号住居址竃 〔1/30〕

第46表 29号住居址出土土器観察表

A279BO

ユ
土師器

イ

A:2(12.6)。 b(8.8)。 h3.4。 高台径 (7.2)。 B:1/3～ 1″。Ci内 面― ミガキ
のちすデ。外面一体部上半回転ナデ。体部下端時計方向の回転ヘラケズリ。高台
ケズリ。高台ケズリ出しのち高台都すデ。底部回転ヘラケズリ (時計方向)。 D:
極めて密。E:明禍色。F:良。

土師器

蓋

A:つ (19.2)。 BI体都1/3～ 1/4。 Ci内外面一回転すデ。D:密。E:乳茶褐
色。F:良。

土師器

甕

A:229。 2。 b ll.1。 h31.0。 B:完。Ci内面一口唇部ナデ。口縁ヨコハケ。
胴中位～上半ヨコハケ。胴下半ヘラ状工具によるナデ。底部指頭圧及びヘラ状工

具によるシボリ、押工。外面一口唇部ナデ。口縁～胴上位タテハケ。胴下端タテハ

ケのちナデ。底都木葉痕。D:秒粒を含み金雲母を微量に含む。E:暗褐色。F:良。
ａ
ｎ師

甕

土 A1230.4。 B:口 縁～胴1/2。 Ci内面一口縁ナデ。胴都ハケのち粗いナデ。外
面一口縁～口唇ナデ。胴都タテハケ。つ :白砂粒を多量に含む。E:明禍色。FI良。

第47表 30号住居址出土土器観察表

ユ
土師器

杯

A:217.9。 b6.8。 h5。 8。 B:4/5。 Ci内面i回転すデ(黒色 )。 外面一体都
上半回転ナデ。体都下半反時計方向の回転ヘラケズリ。底都糸切 りのち回転ヘラ

ケズリ(方向不明)。 Di白砂粒を微量含み密。E:外・茶褐色。内・黒色。Fi良。

2
土師器

甕

A ib9.7。 B:底～胴都 1/2。 Ci内面―胴部ヨコハケ。
タテハケ。底部木葉痕。Di金雲母・細砂粒を含み密。 E

底部すデ。外面―胴部

:暗茶禍色。F:良。
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10cm

第65図  29号住居址出土土器 〔1/4〕

第66図  30号住居址出土土器 〔1/4〕

《31号住居址》 (第 67・ 68・ 70図、第48・ 50表、図版V・ Ⅶ o XWll)       .

位置 :G-16・ 17区。北西3.5mに 33号住居址、西7mに 28号住居址、南西6mに 3号掘立柱

建物遺構。南東9mに 34号住居址が存在。重複関  第48表 31号住居址出土土器計測表
係 :本址北東部が32号住居址南西隅を切る。遺存

状態 :北西隅から西壁一部に攪乱を受ける。

主軸方位 :N-32生 E。 平面形態 :不整隅丸方

郷 類 甕 類

土師器 83点 3609 87メく 1,躙Ю9

須恵器 8点 409 15,点 5409
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出土遺物 !断片化がすすみ、全て覆土中からである。

形 (台形 )。 規模 :3.7～ 3.lm× 3.2～ 2,7m。 壁高 :25～ 22cm。 覆土 :6層 で小礫の混入が顕著。

床面 :軟弱。周濤・柱穴 :な し。竃 :一基付設。

A27980 バ

2m

ユ

31号住居址

第1層 暗茶褐色上層 :粘性。弱,し まり。有,小礫を多量含む。
第2層 晴茶褐色上層 :粘性・弱,小礫を少量,黄色土粒を微量含む。
第3層 晴茶褐色土層 i粘性・弱,小礫・黄色上粒を含視
第4暦 晴茶禍色土層 :粘性・弱,J)礫を多量,黄色粘土粒を少量含む。
第5層 祟褐色土層 :粘性。弱,小礫を多量,礫を微量含む。
第6層 晴黄茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,砂礫を多量含む。

第67図 31・ 32号住居址 〔1/60〕

32号住居址

第1層 暗茶褐色土層 :粘性・弱,しまり・有,小礫・赤色粒子を含む。
第2層 茶桐色土層 :粘性。弱, しまり。有,小礫を多量含む。
第3層 明茶禍色土層 :粘性・弱,しまり,無,砂粒 71ヽ礫を含む。
第4層 暗茶褐色土層 1粘性・弱,しまり・有,礫を多量含む。
第5層 黄褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量含む。
第6層 茶褐色土層 :し まり・弱,黄色土粒・小礫を少量含む。

(60)



身j目 麟無亀古屋ぎ却缶|こと頂岩1壌皇銹暫者なⅢ
土を処訥

第3層 茶禍色土層 :粘性・弱, しまり'有,小礫を多量,焼土・炭化物を少量含む。

第68図 31号住居址鼈 〔1/30〕

＼
＼  蘭1   蘭

|

A27970

∞
|

中

第69図 32号住居址電 〔1/30〕

堺 類 甕 類

土師器 74ナま 3009 198点 1,9209

須恵器 3点 109 2点 109

31号住居址竃

位置 :北壁西寄 り。遺存状態 :上面の削平が

激 しい。

主軸方位 :N-6° 一 E。 規模 :長 さ67cm、 幅

90cm。 構造 :袖部は心に袖石を用いるが、詳細

は不明。燃焼部は円形を呈 し深 さは 5 cm。 煙道

部は全く不明。    .

出土遺物 :崩壊土内から断片少量が出土。燃

焼部奥部から石製支脚を検出。

32号住居址電

位置 :東壁北寄り。遺存状態 :不良。右袖の

一部が残存するのみ。

主軸方位 :N-74° 一 E。 規模 :長 さ92cm、 幅

78cm。 構造 :袖部は粘土を使用。燃焼部は楕円

形 を呈 し深 さは 8 cm。 煙道部は浅い皿状 に掘 り

込まれ、67° 程で立ち上がる。

キ
A

ロヽロヽ

第7層 黄茶褐色土層 :粘1生・強, しまり,有 ,粘土主体層。

《32号住居址》 (第 67・ 69・ 71図、第49・ 51表、図版V)

位置 :G-16・ 17区、北西 3mに 33号住居址、西7.5mに 28号住居址、南東 9mに 34号住居址
が存在。重複関係 :本址南西部上面に31号住居址がのる。遺存状態 :南西部で31号住居址 と切

り合い、また,ヒ西部上面の削平が著 しい。

主軸方位 :N-61° 一 E。 平面形態 :不整 (隅丸)長方形。規模 :5.lm× 4.2～ 4,Om。 壁高
:39～ 5 cm。 覆土 :6層 で小礫の混入が顕著。床面 :宅前は堅緻だが他は極めて軟弱。周溝 。

柱穴なし。 第49表 32号住居址出土土器計測表
出土遺物 :量 は多いが断片化がすすみ、図示し

えたものも少ない。

５０ｃｍ
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第70図

第50表

チデ。外面一体音[上半ナデ、

下半時計方向の一段ヘラケズリ。底音b静止糸切 りのち不定方向
のヘラケズリ。

D:密。 E:明掲色。 F:良。
Al乏■9_8。 も5,4。 h4,3。 B11/2強。C:内面一回転ナデのちH旨ヌ。タト回―砕
都上半回転すデ。体都下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部糸切り

のちヘラケズ

り。 Di密 。 E:外 ・ 褐色。内・暗褐色。 F:=垂

敢ナデのち暗文。外面一体

下所商一回転すデのち暗文。外面―

体部上半回甘ムナデ。体都下半時計方向の一段ヘラケズリ。Di密。E:明福色。

A:b4,7。 B:底きL3/4。 C:内面―ナデのち 。身こみ部ナデ。外面一体
下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部 (二方向の)

ヘラケズリ。D:密。 E:橙
有「子 1(?)。

戸 i ι (14.4)。  B :I引 linttL2/5。  C :内面一口縁～I]唇
外面―「J縁部ナデ。

デ。B同著[上端ヨコハ

ケのちナデ。胴都細かいヨコハケ。 】同部粗いタテハケ。D:

砂粒を含む。 E:乳白色。 F:_良

Aib(8.4)。 B:底部1/4。 Ci内面一回転ナデ。外面一底吉I縁辺粗 いヘラケ

ズリ。底吉b反時計回りの回転糸切り。Di細砂粒を含み密。 E:青灰色。 F:良。

B:破片。
の自然釉。

Ｃ

Ｄ

内面一指頭圧痕が残 り叩目の

細砂粒を微量含む。 E:外・
ちナデ。外面一叩目①上半に緑灰色

紫灰色。内・黒灰色。 F:やや良。

茫

___L一

一

玖

5 ≧        ~=正三三二三三!=====
32号住居址出上土器 〔1/4〕第71図
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第51表 32号住居址出土土器観察表

l

土師器

雰

A:ゼ 10.6。 b6.5。 h4.5。 B:底部完。体部 1/2。
文。身こみ部放射状暗文のちナデ。外面一体部ナデ。
黒色砂粒を含み密。 E:淡橙褐色。 F:良。

C:内面一体部ナデのち 暗
底部 ミガキのちナデ。D:

土師器

豚

A:b6.5。 B:底部完。C:内面―ナデのち暗文。身こみ部暗文。外面一ヘラケ
ズリのちナデ6D:細砂粒を少量含み密。E:淡橙褐色。Fi良。

3
土師器

郭

A:b(14,3)。 B:底部1/4～ 1/3。 C:内面一体菩I・
デ。外面一体部時計方向の回転ヘラケズリのちナデ。
ミガキ。D:細砂粒を微量合み密。 E:淡暗褐色。 F

身こみ部ヘラケズリのちナ
底部 :ヘ ラケズリのちヘラ
:良。

4
土師器

甕

B:胴部～口縁1/8。 C
回縁～胴部回転ナデ。D

内面一口縁部ナデ。胴部回転ナデ。外面一回唇部ナデ。
:白砂粒・砂粒を含む。E:淡茶褐色。F:良。

5
須恵器

蓋 ―

A:ゼ (16.4)。 B:口縁～体部1/3。 Ci内面一回唇都ナデ。体部回転ナデ。
面一口唇部ナデ。体部上半反時計方向の回転ヘラケズリ。体部下半回転ナデ。
:自砂粒 を多量に含み密。 E:淡青灰色。 F:良。

外

Ｄ

6
須恵器

蓋

ゼ (16.2)。
灰白色。 F

Ａ

Ｅ

Ｂ

良
口縁1/3～ 1/4。 C:内面一回転ナデ。D:白砂粒 を含む。

《33号住居址》

位置 :H・ G-16

区。南5.5mに 3号掘

立柱建物遺構、南東

3.5mに 31・ 32号

住居址が重複 して存

在 し、南西部で28号

住居址 と接する。遺

存状態 :削平が激 し

く、北壁は遺存 しな

い。

主軸方位 :N-2°

一 E。 平面形態 :不

整長方形。規模 :4.7

× (3.5m)。 壁高 :

16cm。 (南壁)覆土

:4層で床面上に焼

土・炭化物が散る。

床面 :軟弱。周溝・

柱穴 :な し。竃 :痕

跡が 1箇所あり。

第52～ 53表 、図版 V)籟

モＩ
Ｌ
Ｉ
キ
ー

～73図、

苗 |

~((｀

こ _ノ

'〉

｀ ｀

A

A27900                                   A

9         Pm

第1層 茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量含む。
第2層 暗茶褐色土層 i粘性・弱, しまり・無,小礫を含む。
第3層 暗黄茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,ロ ーム粒を多量,炭化物・焼土を含む。
第4層 黄褐色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量,ロ ーム粒を微量含む。

第72図 33号住居址 〔1/60〕
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出土遺物 :少量で図示 しえたものも少ない。

電

位置 :北壁東寄り、遺存状態 :竃掘 り方の痕跡と考えられる焼土溜まりを検出。

蘇 40       ЮI

第73図  33号住居址出土土器

第53表

〔1/4〕

33号住居址出土土器観察表

第52表  33号住居址出土上器計測表

邦   類 甕   類
土師器 49垢氣 8409 占

〔
1809

須恵器

1
土師器
ナ不

A:ゼ (12.8)。 B:口縁1/5～ 1/4。 C:内面― (ナ デ)。 D:細 砂粒を合み密。
E:明褐色。 F:良。

2
土師器
ナ不

A ib5.1。 B:底部完。Ci内面― (ナ デ)。 外面一体部ナデ。底都糸切 り。D:
白砂粒を含む。 E:茶禍色。 Fi良。

3 際
釜
土

Σ

B:破片。C:内面―ヨコ～斜方向のハケ。口唇郡ナデ。外面一鍔より上著Iナ デ
鍔より下部ヘラ状工具によるナデ。D:金雲母・自砂粒を含む。 E:暗赤褐色。
F:良。

《34号住居址》 (第 74～ 76図、第54～ 55表、図版V o XIV・ 4411)

い10
位置 :「 -17区。西13

nlに 38号住居址、北西 9

mに 31・ 32号住居址が重

複 して存在。遺存状態 :

西半部の攪乱が著 しい。

主軸方位 :N-74°一E

平面形態 :隅丸長方形。

規模 :4.0× 3.Om。 壁高

:19～ 15cm。 覆土 :3層

で小礫が多量に混入。床

面 :軟弱。同濤 :な し。

柱穴 :3本検出され、Pl

-8 cm、 馳 -18cm、 P3~

13cm。 鷺::な し。

出土遺物 :南束I品 に集

中。覆土中から鉄製品が

1点出土 している。

IQ

0             2m

第74号  34号住居址 〔1/60〕
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る不明鉄製品
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第75図  34号住居址出土鉄製品 〔1/2〕

鉄製品 :平面三角形を呈 し長さ3.5cm、 幅1.2 第54表 34号住居址出土土器計測表

＼  5

ギ 緯

~訟

当 9

第76図 34号住居址出土土器 〔1/4〕

第55表 34号住居址出土土器観察表(1)

0              10cm

年、一
　

¨
一一一一

ｉ

ｌ

瞬

輔

一”一鞣

ナ不 類 甕 類

土師器 29=氣 1009 27五氣 3009

須恵器 占
【
209 占

い
809

1
土師器

1/Fh

A:ゼ 13.7。 B:体部完。C:内面一回転ナデのちヘラミガキのち暗文。身こみ
部回転ナデのち(暗文)。 外面一体部上半回転ナデ。体部下半反時計方向の回転ヘ
ラケズリ。D:砂粒を僅かに含む。E:黒色～暗赤茶褐色。 F:良。

2
土師器

郭

A:ゼ 12.3。 b3.3。 h3.5。 B:1/2。 C:内面一口唇 ～ 身こみ部ナデ。外面―
体吉[ナ デ。体郡下端底苫Iのヘラケズリが及ぶ。底部一方向のヘラケズリ。D:白
砂粒を含む。 E:淡赤褐色。 F:良。



第55表  34号住居址出土土器観察表(2)

3
土師器

堺

A:ゼ (15.4)。  b(5,6)。  h(4.3)。  B:1/3。
ナデ。体部下端反時計方向の一段ヘラケズリ。
F:良。

内面―ナデ。外面一体部上半

自砂粒 を含み密。 E:暗褐色
Ｃ

Ｄ

4
土師器

望

A:最大径15.4。 B:体都中位 1/2。 C:内面一回転ナデ。外面―上部回転ナデ。
下吉[不定方向のヘラケズリ。Di細砂粒を含む。 E:明 ～暗褐色。 F:良。

土師器

甕

Aib8.1。 B:底都完。Ci内 面―ハクリが著しく不明。外面一ハクリが著し
く不明。底部糸切 り。Di砂粒を多量に含む。 E:暗茶禍色。 F:やや良。

土師器

鉢

A:ゼ (31.0)。 B:口縁～胴部 1/3。
のちナデ。外面一回縁～口唇部ナデ。
E:暗褐色。 F:良。

C:内面一口縁部 ヨコハケ。胴部 ヨコハケ
胴部タテハケ。 D:金雲母・細砂粒を含む

7
土師器

羽釜

A:ゼ (21.4)。 B:口縁～胴上位1/3。 C:内面―ヨコハケ。外面一口唇部～口
縁部指による押工のちナデ。胴都タテハケのち鍔部貼 り付。鍔部ナデ。D:白 砂
粒を合む。 E:明褐色。 F:やや良。

8
土師器
刃傘

A:ゼ (20.8)。 鍔部径 (26.2)。 B:口縁 1/4。 C:内面―ナデ。外面一口縁吉Iナ
デ。胴部 タテハケ。鍔部ナデ。D:金雲母を含み密。 E暗茶掲色。 F:良。

9
須恵器

蓋

B:口縁破片。C:内外面一回転ナデ。 D:白 秒粒 を含み密。E:青灰色。
F:良。

須恵器

甕

B:破片。C:内面―叩目のち (一部)ヘ ラケデ。外面一叩日。Di白砂粒・砂
粒を含む。E:青灰色。Fi良。

須恵器

甕
B:破片。C:内面―ナデのち叩目。外面―叩目。D:密。 E:灰 白色。 Fi良

Ｉ

К

日

日

日

脳

― ― ―

田

四

Ｆ

Ｉ

口ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

第56～ 57表、図版Ⅵ o XVll)

蘭
|

照

Ｉ
Ｒ
４
‐
キ
‐
　
　
　
Ａ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

一
　

・
５

４

ｍ

状

中

　

平

‥

ｏ

合

穴

A

A2″950

2m

暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。無 ,
晴茶褐色土層 :粘性・弱, しまり,無 ,
暗黄禍色土層 :粘性・弱, しまり。無 ,
暗黄禍色土層 :粘性・弱, しまり。無 ,

第77図  35号住居址

小礫・黄禍色土粒を多量含む。

小礫。礫を少呈含む。

黄色上粒を多量,小礫を少量含む。

小礫を多量含む。

〔1/60〕

第 1層

第 2層
第 3層
第4層

(66)



電

位置 :東壁中央。遺存状態 :上面を削平

され、燃焼部中央に桑の根による攪乱を受

ける。

主軸方位 :N-81° 一W。 規模 :長 さ73cm

幅107cm。 構造 :ネ由菩5は袖石を心とし、*占土

を貝占る。文然焼吉焉は楕円形を呈し、 深さは 5

cm。 煙道吉bは半円形に掘 り込まれ、28°程で

立ち 11が る。

出Ji遺物 :土画F払卜・甕 4が燃焼部内に散

乱 。

第56表  35号住居址出土土器計測表

,不 類 甕 類

土師器 107点 3009 52点 6609

須恵器 占
【
59 占

〔
709

A27930

‖,恭禍色土層 :粘性。弱, しまり・無,焼士・小礫を含む。
橙褐色上層 !粘惟・弱. しまり・有,焼土プロック層。
暗茶褐色上層 :粘性。強, しまり。無,焼土・粘上を含む。

震糧琶圭層1雄墟1産子:獄 雑鍬謹
難紛豊含む。

暗☆褐色土層 :粘性。強, しまり。無,小礫を多量,粘土を少量,焼上を微量含む,

第78図  35号住居址・竃 〔1/30〕

田ヽ

第1屑
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層

＼、、、______-1======`クラ
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第79図 35号住居址出土土器 (1/4〕
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第57表 35号住居址出上土器観察表

1
土師器
雰

A ib6.9。 B:底部2/3。 Ci内面―ナデ。外面一体部回転ナデ。底部一糸切 り。
Di黒色粒を含み密。E:灰茶禍色。Fi良。

土師器
堺

Aib(7.4)。 B:底部1/3。 Ci内面―ナデ。外面一体都ナデ。底部糸切 りのち
ナデ。D:細砂粒を含み密。E:淡禍色。 F:良。

土師器
甕

A:b4.5。 B:底部完。C:内 面一回転ナデ。胴部下端時計方向の一段ヘラケ
ズリ。底部糸切 りのち縁辺部ヘラケズリ。Di密。 E:外・暗茶禍色。内・明禍
色。Fi良。

4
土師器
甕

A:ゼ 26.9。 b7.6。 h28.2。 胴部径25.2。 B:1/2～ 2/3。 Ci内面一口縁～胴
吉[ヨ コハケ。外面一口縁～口唇部ナデ。胴都粗いタテハケ。中位細かいタテ

ハケ

底都木葉痕。D:自 砂粒 。金雲母を含み密。 E:暗褐色。 F:良。

5
」L自市Bト
甕

A:b10.1。 B:底部～胴下半完。
胴部下端ハケ状工具によるシボリ。

褐色。 F:良。

C:内面―ヨコハケ。外面―胴部タテハケ。
底都木葉痕。D:細砂粒を合み密。E:暗茶

《36号住居址》 (第 80～ 82図、第58～59表 )

位置 :E-14区。】ヒ東7.5m

:牟ミ:i:§ヒ争31を:ζ ゝ
好だが、覆土と地山との判別が

困難であった。

主軸方位 :N-75° 一W。 平面

形態 i不整 (隅丸)方形。規模

:3.0× 2.7m× 2.8～ 2.5m。 壁

高 :30～ 8 cm。 覆土 :調査時の

不手際により観察 しえず。床面

:寵前から南東隅部は堅緻、他

は軟弱。周濤・柱穴 :な し。竃

:一基付設。

出土遺物 :比較的豊富|だ が、

殆どが覆土中より得られた。

電

位置 :東壁中央、違存状態 :

袖部先端を失 う。

主軸方位 :N-77° 一W。 規模 :長 さ106cm、

114 cm。 構造 :袖部は左袖に袖石使用。

A

A2420

2m

第80図 36号住居址 〔1/60〕

第58表 36号住居址出上土器計測表

郭 類 甕 類

土師器 110点 5009 36員、 3309

須恵器 9点 4209
幅



第 6層 は天丼部

の残存であろう。

燃焼部は楕円形 を

長とし、 I架 さは 5 cm

中央に小ピット

を持つ。煙道部は

台形状に奥まで掘

り込まれ、79° 程

で立ち上がる。

出土遺物 :燃焼

部に少量。

才

A27890

第 1層 暗茶褐色上層 :粘
性・弱,し まり。有,焼
土ブロックを多量含む。

第 2層 黄茶禍色土層 :粘
性・強,し まり。有,焼
土を多量含む。

第 3層 暗茶禍色土層 :粘
性・強,し まり。無,焼
上を多量,粘土を少量含
屯す。

第 4層  橙褐色土層
・弱,し まり ,有 ,
層。

第 5層 黄茶褐色土層 :粘
性・弱,し まり。有,焼
土ブロック・小礫を含むと

第6層  暗黄茶桐色土層 i

粘性・強, しまり。有,
粘土主体層。

性

土

粘

焼

ｇ
一

9         59Cm
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第59表

脩
36手子

36号住居址出土土器観察表(1)

1
土師器
郭

A:ゼ (13.2)。 b(5,9)。 h4.1:B:1/3。 C:内面―ナデ。外面=体菩トナデ。
に含む。 E:暗橙褐色。 F:良。

土師器
メ

ゼ

良

Ａ

Ｆ
(12.2)。 B:口縁～体部1/3。 C:内外面―ナデ。D:密。 E:明淡 4F」色

土師器
lTh

A:b4.6。 B:底部完。C:内面―ナデ。外面一体部下端反時計方向の一段
ラケズリのちナデ。底部不定方向のヘラケズリ。D:密。 E:淡橙褐色。
F:良。

土師器
堺

A:高台径7.4。 B:底部完。C:内面―異色。外面―磨耗の為不明。 高台郡ケ
ズリダシ。D:砂粒を多量に合む。 E:外・橙褐色。内・黒色。 F:やや良。

5
土師器
皿

A:ゼ 14,0。 b62。 h2.2。 B:1/2。 Ci内面一体部上
工具によるナデ。体部下半ヘラミガキのちナデ。身こみ都ナデ。外面一体部上半
回転ナデ。底部主体部下半反時計方向の回転ヘラケズリ。D:黒色粒を合み密。
E:橙褐色。F:良。



第59表 36号住居址出土土器観察表(2)

6
土i白市払ト

Illl

A:ゼ (17.2)。 b(66)。 h2,9。 B:体部1/3。 C:内面―ナデ。外面一体割`L
半ナデ。底部～体部下端時計方向の回転ヘラケズリ。D:密。 E:淡橙棚色。
F:良①

7
土師器

皿

A:213.4。 b6.2。 h3.0。 B11万 2。 Ci内面一体部上半すデ。体都中位棒状
工具によるナデ。体都下半ミガキのちすデ。身こみ都すデ。外面一体部上半回転

ナデ。底部～体都下端時計方向の回転ヘラケズリ。Di密 (祟色粒を含む)。 E:

橙禍色。Fi良。

寸il‖ liイト

甕

A: ゼ (23.0)。 月同吉トイと(21.0)。  B
ケ。胴占b細 かいヨコハケЭ外面― |

を含み宵。 E:明茶弼色。 F:良。

:田縁1/3～ 1/2D Ci内面―卜J縁粗いヨコハ

1縁～口|;潮
`ナ

デ。BIWBttrタ テハヶoD:◆ 雲母

9
灰釉陶器

ナ不

Ai b6.8。 BI「lt淑
`i/2強
。C:内面―FI転 ナデ。体制

`下

端緑灰色系の自然THl。

外面一体部下端回転ナデ。底剖;(回転)糸切 りのら縁辺部ヘラすデのち高台貼 り

付。高台部すデ。D:密。 EI灰 白色。F:良。

須忠器

霊

Aib(15.6)。 B:底都 1/4。 C
すテc D iri砂 粒を少量含み密。

内外面一回転すデじ底部整形後高台貼 り付のち

EI灰 rJ色。 F:良。

《37号住居址》 (第83～ 85Ⅸ I、 第60～ 61表、図版Ⅵ・Ⅶ・XV・ �D
蘭

|

第 1屠  暗茶禍色上
層 :粘性・弱, し
まり。有,小礫・
黄色 I二粒を少量含
む。

第 2層  暗茶禍色 li
将 :粘性・弱, し
より。有,小礫を
少量,焼土・炭化
物を微量含む。

第 3層 暗茶禍色上
層 :粘性・羽, し

まり,有 ,礫 を含
む 。

第 4層  晴茶禍色土
層 :粘性・弱, し
まり。有,小礫を
多量含む。

第 5層 暗茶禍色土
層 :粘性・弱, し
まり,有 ,焼土・
炭化物を微量,礫
を含む。

第 6層 暗茶禍色上
層 :粘性・弱,焼
土・礫を含む。

第 7層  暗黄茶禍色
土層 :粘性・強 ,
しまり'有 ,黄色
土粒を多量に含む。

第 8層  暗茶禍色土
層 :粘性・弱,砂
粒を含む。

A郷 拗

第83図  37号住居址 〔1/60〕

(70)
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37号住居址カマド (新 )
第 1層 暗茶褐色上層 :粘性・弱, しまり。有,焼上を多量,粘土を含む。
第 2層 暗黄茶褐色土層 :粘性・弱, しまり。有,粘土・焼土・小礫を含む。
第 3層 橙褐色土層 :粘性・尋B, しまり。有,焼土プロック。
第 4層 暗茶禍色上層 :粘性・弱, しまり・無,焼とを多量,炭化物を少量,小礫を微量に含む。
第 5層 暗赤福色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼土・粘上を含む。
第 6層 黄白色土層 :粘性。強, しまり・有,粘土層。
第 7層 黄白色上層 :粘性。強, しまり。有,粘土層。
第 3層 暗黄茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量,粘土・焼上を微量に含む。

第34図 37号住居址,電 〔1/30〕

37号住居址カマド (旧 )
第 1層 暗恭禍色■層 :粘‖
・弱,し まり・有,焼土・
粘上を含む。

第Ⅱ層 暗茶禍色土層 :粘性
・弱, しまり。無,小礫・
粘上を多量,焼上を含む。
第Ⅲ層 暗茶禍色土層 :粘性
・弱, しまり。有,焼上を
多量,粘七・小礫を含む。
第Ⅳ層 橙禍色上層 :粘性・
弱, しまり。有,焼上プロ
ック。

第V層 黄偶色土層 :粘性・
強, しまり。有,粘上主体
層。

第Ⅵ層 暗黄茶禍色土層 :粘
性・弱,し まり・無,小礫
・焼土 。粘上を含む。



位置 :F-13・ 14区。北 3mに 4号掘立住建物違構、東 9mに 29。 30号住居址、 2号掘立柱

建物遺構、商6.5mに 部号住居址が存在。 違存状態 :良好であつたが、 覆土と地山との見極め

が困難であった。

主軸方位 IN-90° 一 E。 平面形態 :不整隅丸方形。規模 :4,4～ 4.2× 4,0～ 3.9m。 壁高 :40

cm以上。覆土 :8層 に分かれ、自然堆積 を示す。床面 :堅緻。周濤・柱穴 :な し。竃 :新・旧

2基付設。

出土遺物 :豊富に見られ、竃周辺、南東隅部、西壁中央部の、ほぼ 3箇所にまとまる。覆土

中から鉄 1宰一点 (809)が出土している。      第60表  37号住居址出土土器計測表

新電 ナ不 類 甕 類

土師器 811点 2,8609 230浜氣 2,1509

須志器 8点 409 25,点 6409
位置 :東壁北寄 り。遺存状態 :袖部は遺存しない。

主軸方位 :N-103° 一 E。 規模 :長 さ128cm、  幅

147cm。 構造 i袖きbは袖石を芯とし粘上を貼る。天丼部

cmの厚 さを測 る。燃焼部は楕円形 を呈し、深 さは 7 cm。

で立ちとがる。煙道部壁面は地山の礫 を利用している。

出土遺物 :少量で断片化が進む。

旧竃

位置 :束壁南寄 り(新電南脇 )。 遺存状態 :新竃構築時に左袖を壊 される。

主軸方位 :N-99° 一 E。 規模 :長 さ84c冊 、幅115cm。 構造 :袖部は袖石を芯とし、粘土を貼

る。燃焼部は格円形を呈する。煙道部は浅い皿状に掘 り込まれ、60° 程で立ち上がる。

出土遺物 :燃焼部内から左袖跡にかけて多量の土器が認められた。燃焼部奥部から石製
の支

脚が検出された。

マ・ 11■●_

帝||:呻
■.韓ⅢⅢ

'

第85図 37号住居址出土土器(1)〔 1/4〕

(第 6層 )は黄白色粘土を用い、ほぼ20

煙道部は半円形に掘 り込まれ、50° 程

鶴o             10cm

(72)
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第61表  37号住居址出上土器観察表(1)

ユ
土師器
ナ不

A:ハ 5,2。 b6.5。 h5.2。 B:完。C:内外面一回転ナデ。底割
`反
時計臣Iり の

回転糸切 り。D:細砂粒を含む。 E:淡橙褐色。 F:良。

2
土師器

ナ不

A:ゼ 15.2。 b5.5。 h4.7。 B:完。C:内面―身こみ菩[ヘ ラ状工具によるナデ
体部ナデ。外面一体部Ji半 ナデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部糸

切 り。D:砂粒を含む。E:笹禍色。Fi良。

3
土師材ト
ナ不

A:ゼ 14.8。 b6,7。 h5,0。 B:完。C:内面一体部ナデ。身こみ部回転ナデ。
外面一体部ナデ。底きb反時計回りの回転糸切 り。Di細砂粒・金雲母を少量含む
E:晴茶褐色。 F:良。

4
土師器
チ不

A:ゼ 13.1。 b(5.5)。 h4.4。 B:体菩卜1/2。 C
ナデ。体部下半ヘラケズリのちミガキのちナデ。
E:淡褐色～灰黒褐色。 F:良。

:内面―ナデ①外面一体部上半
底部 ミガキのちナデ。D:密。

5
土印Fイト
ナ不

A:ゼ (13.8)。  b4,4。  h3.7。 B:底部完。口縁部 1/4。
一体部上半すデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

向のヘラケズリ。D:砂粒を微量に含む。Ei明禍色。
「

Ci内面―ナデ。外面
底都糸切 りのち不定方
:良。

6
土師協ト
ナ不

A:ゼ 10.0。 b(5,0)。 B:体部 1/2。 C:内面―ナデのち暗文。外面一体部上
半回転ナデ。体菩L下半反時計方向の一段ヘラケズリ。 D:砂粒を少量含み密。
E:橙褐色。 F:良。

(74)



第61表 37号住居址出土土器観察表(2)

7
土師器
ナ不

A:9126。 b(5。 8)。
外面一体都回転すデ。

h4.0。 Bi底司
`ユ

/2～体部 1/4。

底部 (に1怯)糸 切り。Di仔 ,。 I

:内 面―磨耗 の為不明
:淡喘茶禍色。 F:良。
C

土白「器
チ不

A:b5.6。 B:底部～体劇
`下
半完。Ci内面―ていねいなナデ。外面一体吉卜上

半ナデ。体部下半時計方向の一段ヘラケズリ。底面一方向のヘラケズリ。 D:細
秒粒を含む。 E:淡橙褐色～黄茶棚色。 F:良。

土師器
ナ不

Ai b5,0。 B:底吉卜～体吉Lド半完。 C:内面―身こみ部～体部回転ナデ。外面
一体吉卜にI転 ナデ。底部反時計回りの回転糸切り。D:密。 F:淡橙掲色。

「
:良。

■ PE頭イト
ナ不

A:b65。 B:底 部～体都下半先。Ci内西T―すデ。外面―すデ。底部時計回
りの回転糸切 り。D:白 砂粒を含み密。 E:淡橙禍色。 F:ゃや良。

J二 PI市イト
ナ不

A:b61。 B:底部～体部下半完。C
回りの回転糸切 り。D:細砂粒を合むc

内面―ナデ。外面―ナデ①底部反時計
E :淡惜棚色。 

「
 :良 ω

土師器
ナ不

A:b5,9。 B:原部完。C:内 面―身こみ部回転ナデ。外面―底部反I時計回 り
の1咽転糸切り。D:細砂粒 を含む。 E:橙棚色。「 :良。

土師器
ナ不

A:b5.6。 B:底部～体都下半 1/2。 C:内面一回転すデ。
(底部ヘラケズリか)。 D:細砂粒を含み密。 13i橙棚色。

「

外面―磨滅の為不り|
:良。

土師器
ナ不

A:b5.4。 B:底部～体著L下半3/4。 C:内面一回転ナデ。外面一体部下端 1呵転
ヘラケズリ (方向不明)。 底部 (回転)糸切 り。Di仔 ,。 E:橙禍色～淡茶禍色。
F:良。

土師器
ナ不
A:ゼ 12.8。 b5,2。 h2.7。 B:1/2。 C:内面―ナデ。外面一体潮∫ナデ。底部
(回転)糸切 り。D:砂粒を多量に含む。 E:淡‖諄茶禍色。 F:農。

土師器

皿

A:213.2。  b4.9。  h2.7。  B:
部下斗多、ラ状工具による回転ナデ

ら縁辺部～体部下端ヘラケズリ。

3/4。 Ci内敵「一体部_|
。外面一体部 li半ナデ。

Di砂粒を多量に含む。

半ナデ。身こみ部～体

底部 (回転)糸切 りの
E:淡り1禍色。 F:良。

」と自市イト

皿
A:を 128。  b5.2。  h27。 B
糸切 り。D:砂 粒 を多量に含む。

1/2。 C:内面―ナデ。外面一体淵∫ナデ。底きト
E:淡暗茶禍色。 F:良。

土師器

甕

A:ゼ 16.0。 b7.7。 h14.O① 胴吉卜径 14.6。 B:完存。Ci内面一口唇部ナデ。
口縁部細かいヨコハヶのちナデ。胴部 L半斜方向のヘラナデ。胴下半粗いヨコノ
ケ。底部指頭圧痕。外面一口縁～口答部ナデ。胴謝∫タテハケ。底剤

`本

葉痕。 D:
金雲母を含む。 E:H音茶掲色～茶凋色。 F:良。

土師器

甕

A:ゼ (28,0)。 胴部径 (24.6)。 B:口縁吉苫～JIHl部 1/3。 Ci内面―|!I縁と|∫ ヨコハ
ケのちナデ。胴部 ヨコハケ。。外面一口唇部～田棒部ナデ。胴部タテハケ。 D:
金雲母を多量に含む。 E:晴茶褐色。 F:良。

土師器

甕
A:ゼ (210)。 B:口縁吉b1/3。
ri答部ナデ。胴部タテハケ。 D:

C:内両―卜]縁～胴部ヨ
金雲母を多量に合む。 F

コハケ。外面一口縁～
:時茶棚色。 F:良。

土師器

甕

A:ゼ (14.8)。 B:口縁～胴部1/3。 C:内面―にJ唇部ナデ。口縁部ヨコハケ。
胴部 (細かい)ハ ケのろナデ。外面―タテハケ。 D:白砂粒 を多量に含む。 E:貯
茶褐色。 F:良。

土師器

甕

B:口縁吉|∫ ^一月同吉I破片。 CI
デ。外面一口縁吉b回転ナデ。
:明褐色。 F:良。

内面―「 1縁～にIド部ナデ。胴 11∫ ヨコハケのち回転ナ
胴部タテハケのちIJ転ナデ。 D:細砂粒 を合む。 E

土師器

甕

Ai b8,7。 B:底部3/4。 C:内面―指頭圧。底部縁辺指頭圧によるしばり。外
面―胴部 タテハケ。胴部下端ヘラ状工具によるしばり。D:令芸母 。砂粒 を多hと
に合む。 E:明棚色。「 :良。

土師器

甕

A:胴部径23.8、 B:胴部2/3。 C
外面― タテハ ケ。 D:金 雲母。

内面―指頭圧のち細かいハケ (部分的 )。
細砂粒 を合み密。

(75)



第61表 37号住居址出土上器観察表(3)

土師器

甕

A ib9.2。 B:底部のみ完。C:内面一回転ナデ。体都下端時計方向の二段ヘ
ラケズリ。底都糸切 りのち縁辺都ヘラケズリ。D:細砂粒・金雲母を含み痛。E
:明禍色～明茶禍色。 F:良。

土師器

羽釜

A:ゼ 23.6。 鍔部径286。 B:口縁～鍔部1/2。 C:内面一口縁 ヨコハケのちナ
デ。胴部ヘラ状工具によるナデ。外面一日縁都ナデ。鍔部ナデ。胴部 タテ

ハケ。

Di砂粒 を多量に合む。 E:明褐色。 F:良。

土師器

羽釜

A:胴部径 (252)。
磨耗の為不明。D:

B:胴吉[1/3。 Ci内面―ヨコハケ。外面―鍔吉bナ デ。胴部
砂粒を多量に含む。 E:明褐色。 F:やや良。

土師器

可]ぞ岱

B:口縁都破片。C:内面―粗いハケのちナデ。外面―タテハケのち鍔部貼り付
鍔部ナデ。D:砂粒 を合み密。 E:明棚色。「 :良。

土師器

鉢

A:ゼ (28.6)。 B:口縁 1/4。 C:内面一口縁部ナデ。胴都ヨコハケ。外面一口
縁～日答部ナデ。胴部タテハケ。D:金雲母・細砂粒を含み密。 E:淡茶褐色。
F:良。

須恵イヽ

長頚壷

A:ゼ 5.5。 b7.0。 h16.6。 頚部径34。 胴部径10.2。 B:完。 C:内面―頚都
～口縁都回転ナデ。外面一胴部～頸都～口唇都回転すデ。高台都回転すデ。底部

糸切 りのち高台貼 り付。Di砂粒を含み密。E:黒灰色。 Fi良。

須恵器

霊

A:b10.4。 B:底吉b1/2強。C:内而―胴部回転ナデ。底部指頭圧のらすデ。
緑色系の白然釉が附若。外面―胴部臣I転ナデ ? 底部⌒́体部下端不定方向のヘラ
ナデ。Di白砂粒 を合み密。 E:黒灰色。「 :やや良。

須恵器

霊

A:b8,2。 B:底部2/3。 C:内面一胴部下端縁灰色系の白然釉。底部ナデ。外
面一胴都下端ナデ。底都糸切 りのち高台貼り付高台部回転すデ。Di砂粒を含み
密。E:灰 白色。 F:良。

須恵イヽ

四耳壷

B:破片。 C:内面一指頭ナT:の ちナデ。
突帯部 IIII・隊ナデのちハケ。D:牛io E

外面― ヒ部 1田 1転ナデ。 (灰色系自然釉 )

紫灰色。
「
:やや良。

須恵イや

霊

B:胴都破片。C:内面一回転ナデ。外面一平行叩日のち回転すデ。D:密。 E
:景

`灰

色。 F:良。    ゥ

須恵器

霊

B:口縁部破片。C:内面― l� l転ナデ。灰色系の自然釉。外面一回転ナデ。D:
密。 E:黒灰色。

「
:良。

縁釉陶器

革命Tとち花

A:ゼ ]2.2。 b7.2。 h4.4。 B:1/2弱。C:内外面一回転ヘラ ?。 D:密。 E
:濃緑色。

「
:良。

《38号住居址》 (第 86～ 87区|、 第62～ 63表 )

位置 :「 -16区。北 l nRに 3テナ抑|

立柱建物迫4 ri、 束13 nnに 34号住 iFI打 L

17L14.5 Hllこ 29,30'チ |と FF均と' 2'テ れヽ

立住建物追構が存布。道存状態 :li

面に削平を受ける。        生

i二れ

'方

位 :N-31° 一WorN-59°

一E。 平面状態 :不整 (卜

'I丸

)方形 (〕

艶'7 イ・3

も
1,9

第 1曙 時茶lFtJ色土唇 :

*占性・弱、しまり・無

黄色土・小礫を含むぅ

第 2博 ‖許黄茶偶色土層
:粘性・弱、しまり。

無、黄色砂粒を多上、

礫・茶褐色上を含む。

〆  第 3暇  黄掲色上層 :粘
性・弱、しまり・無、

黄色砂粒を多量合む。

A27,50              ズ
規模 :2.2～ 2.0× 2.2n]。 壁高 :11

帥。激 :3層 で砂粒 を無 瞭 む

床面 :軟弱。同濤・柱穴 :な し。

(76)
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電 :な し。

出土遺物 :少量で床面に散乱。

第62表  38号住居址出土土器計測表

0           10cm

第87図 38号住居址出土土器 〔1/4〕

第63表  38号住居址出土土器観察表

l

土師 4や
ナ不

A:ど 12.4。 b5,3。 h37。 B:2/3。 C:内面一体部ナデ。身こみ部IWi転 ナデ。
外面一体吉b■半1呵転ナデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底|卜 二方向の
ヘラケズリ。D:砂粒を含み密。 E:明 茶褐色。 F:良。墨菩有「本」 ?

2
土師器
ナ不

A:を 12.4。 b5.1。  h3.8。 B:3/4。
反時計回りの回転糸切 りのち縁辺ヘラ
F:良。

C:内面―ナデ。外面一体詞;ナ デ。底部
ケズリ。Di砂粒を含む。 E:明茶褐色①

3
土師イヽ
ナ不

A:ゼ 12.6。 b5,1。 h3.8。 B:2/3。 C:内面一体部ナデ。身こみ回転ナデ。
外面一体部_li半 ナデ。体吉卜下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部一方向のヘラ
ケズリ。D:砂粒を含み密。 E:暗橙tFJtto F:良。

4
土師器

鉢

B:田縁部破片。C:内面一回縁部細かいヨコハケ。胴吉トヘラナデ。外面一口縁
部ヨコハケ。「]縁部ナデ。胴都 タテハケ。D:砂粒を含む。 E:淡茶褐色。 F:
やや良。

2)掘立桂建物遺構

《1号掘立柱建物遺構》 (第 88～ 89図 、第64～ 66表、図版Ⅷ)

位置 :H・ I-12・ 131疋。東 lmに 25号住居址、北西 4mに 26号住居tLが存在。
主軸方位 :N-72° 一W。 平面形態・規模 :2間 (約 4.O nl)× 3間 (5.6m)の 溝 t,ち建物 。
溝はP9～ Pl。の間に掘 られる。柱穴間距離 :東列 (Pl～ P3)1・ 8m・ 2.3m、 南列 (Ps～ P6)

1.9 1an。 1,8 nl,1,9 nn、 西夢1(P6～ P8)2.lm・ 1,8 nl、 耳ヒ列 (P8～ Pl)2.O nl・ 1.5n]・ 2.ln]
柱穴の平面形 :不整方形・不整円形。覆土 :11層 で小礫・黒色土粒の混人が多い。

出土遺物 :少量。図示しえたものも僅かで共にP7か ら出土 した。

記

第64表  1号掘立柱建物遺構柱穴規模

P1  92× 94 491比   67× 61  51
P3  87× 92  981P4  93× 103 60
殆  90× 102 571P6  93× 100 56
P7  81× 75  45 1 Ps 102× 95  51
亀  Hl× 89  49 1 Pt。  88× 92  56

第65表 1号掘立柱建物遺構出土土器計測表

， 不 類 甕 頼

土師器 10点 609 8点 509

須恵器

チ不 類 甕 類

土師器 6点 109

須恵器

(77)



B
B′

A菊 80 ズ

9       2即

第1牌 棚色土層 1粘性・強, しまり・有,果色土粒・小礫を少量含む。   第7層 黒色土層 :粘性・弱, しまり・無,ロ ーム粒を少量含む。
第2層 lt欄色上層 :粘性・弱,ロ ーム粒を含む。           第8層 黒禍色土層 :粘性・強, しまり'有 ,ロ ーム粒・砂粒を多量含む。
第3矯 黒禍色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫を多量に含む。     葬9層 暗偶色土層 :粘性・弱, しまり。無,黒色上を多量含む。
第4層 暗黄禍色土隅 :粘性・弱, しまり,無 ,単色上を含む。      第10M 黒偶色上層 :粘性・強,しまり・有,ロ ーム泣

。ロームブロックを含む。

第5牌 祟鶴色土層 :粘性・強, しまり・無,粘上を少量含む。      第■層 黄禍色土層 :粘性・強, しまり。有,小礫。ロームを多量含む。
第6層 lt色土層 :粘 1生・強,し まり。有,ロ ーム粒を含む。

第88図  1号掘立柱建物遺構 〔1/60〕
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第89図

第66表

号掘立柱建物遺構出土土器 〔1/4〕

号掘立柱建物遺構出土土器観察表

1
須恵イト

霊

A:高台部径 (12.2)。
外面一体部回転ナデ。
粒を微量合み密。 EI

農どb解逢,写茶
:,″

醜踊£殆lfラ手li≠FI]Υ :身浄V前
灰白色。 F:良。

2
須恵器

里

B:肩部破片。C:内 面一回転ナデ。外面―回転ナデ。肩部より上位縁灰色系の
自然釉。D:黒色粒子を含み密。 E:暗青灰色。 F:良。

《2号掘立柱建物遺構》 (第 90～ 91図、第67～ 69表、図版Ⅷ,XV・ �①

位置 :「 -14・ 15区。北25mに 27号住居址。東4.5mに 3号掘立柱建物遺構・38号住居址、
西 9 nlに 37号住居址が存在。南イ貝1に 1号海状遣構が束西に接して走る。重複関係 :29,30号 |と

居址と切 り合っており、そのため本址柱穴の一部 第67表 2号掘立柱建物遺構出土土器計測表
は確認出来ない。

主軸方位 :N-3° 一W。 平面形態・規模 :3問

(約 6。 7 nl)× 2間 (約 4.5 na)の総柱の建物で

南庇を持つ。柱穴問IL離 :妻側北列 (Pl。 ～ P12)

2.2 nn・ 2.3m、 平イ貝‖束
'1(P,2～

P2)4.6 nl・ 2.0

m、 妻側南列 (P2～ P6)2.ln]・ 2.l nl、 平側西列

(P6～ PiO)2.lR]・ 4.6 nn、 庇柱ア」(P3～ P5)2.2
m・ 2.3 nlで 南列と1.2n]～ 1.4mの Iほ離 をとる。

柱穴の平面形 :不整円形～不整方形。覆土 :13層

で礫の混入が著 しい。

第68表  2号掘立柱建物遺構柱穴規模

本址は当初Pl～ P8ま でしか確認 しえず 1間 ×2間 の建物と考えて

いたが、周囲精査後 R。～R2を確認 した。規格的にも、規模的にも

同一企画プランとして把握 しうるため 2間 × 3間の建物と認識を改

めた。重複する30号住居llL北西隅部には不整円形を呈する攪乱城を

検出している。造構であるとの確認は為しえなかったが、これを柱

穴の痕跡と認めうるならば、P7か ら2.3 nl、 Pl。 から2.2 nlと 両者の

ほぼ中間に柱穴列の存布を想定 しうる。

出土違物 :出土量は少ないが、P12か ら墨書土器1が出土しているの

9               10cm

第90図  2号掘立柱建物遺構出土土器 〔1/4〕

す
↑ 類 甕 類

土PHV器 占
〔

占
い

須恵器

P1 70× 74 251L 58× 42 17
P3 60× 85 27 1 P4  49× 41  18
P5 53× 40 291亀  76× 81 31
P7 83× 78 42 1 P8 74× 93 38
P9 74× 63 27 1 Pl。  80× 65 29
Pl1 85× 77 32 1 P12 71X74 38



qュΩQ
D

第 1,Ⅲ  暗本初色■
'‖

:

粘'μL・ 弱,し まり。無 ,
小礫・礫を含む。

第 2'ド 暗恭禍色 J:|‖ :

料,M:・ 弱,し まり。無 ,
小礫・茶禍色 i粒 を含
む。

第 3す智 ‖吉夕ヽや寺色「11,榊 :

粘性・弱, しまり。無 ,
小礫・礫を含む。

第 4腎 す‖禍色 七層 :粘
性・弱, しまり・無 ,
ローム粒を微堂,小礫
を含む。

第 5層 暗赤茶禍色■層
:粘性・弱, しまり・

無,小礫・黄禍色 1:粒
を含む。

第 6層 暗赤茶禍色上層
:粘性・弱, しまり。

無,小礫・ホ偶色上位
を含む。

第 7層 暗茶禍色上牌 :

粘性・弱, しまり・無 ,

小礫・黄禍色上粒を少

登含む.

第 8層 暗茶禍色上屑 !

粘性・弱, しまり,無 ,
小礫を含む。

第 9層 暗茶禍色土層 :

粘性・弱, しまり。無,
小礫・‖

`色

L粒 を多登

含む。

第10矯  暗赤色上層 :粘
性・弱, しまり・無 ,
礫を多量含む。

第■層 暗黄茶禍色土層
:粘性・弱, しまり。

無,小礫を少量含む。
第12層  暗赤禍色上眉 :

粘性・弱, しまり。無 ,
小礫・黄禍色上粒を多

量含む。

第13層  赤黄禍色土層 :

粘性・弓B, しまり。無 ,
小礫を多量,単色上粒
を含む。

A

⊆E光止

ｑ

ｑ
C

B p B′

σ
一

C

第91図  2号掘立柱建物遺構 〔1/60〕
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第69表  2号掘立柱建物遺構出土土器観察表

引
鍵

kl

《3号掘立柱建物遺構》 (第 92図 、第70表 )

位置 :G・ F-15。 16区。南 1

nlに 38号住居址、西 4 nlに 29号住   刊

尾Ⅲ抵を秩翠蓬居Υq
主軸方位 :N-71° 一 E or N―

19° 一W。 平面形態・規模 :2聞以

上 X2出〕(4.lm)。 柱穴聞距離 :

七孔 猛 :ギ }摯 駅 澄
(

～ P3)1,9m。 柱穴の平面形 :円

形◇覆土 :4層 で小礫 を多量含

む。

出土遺物 :な し。

《4号掘立柱建物遺構》

(第 93～94図、第71～ 73表、図版

Ⅷ )

位置 :G-13・ 14区。北 l nlに

間距離 :東列 (P.～ P4)1・ 6m・ 1.3m・ 1.6m、

南列 (P4～ P7)1・ 3m。 1.5m・ 1.5m、 西列 (P7

～ Pl。 )1.3m。 1.6m。 1.3m、 北列 (Pl。 ～ Pl)

∞
|

P1  50× 45  191 P2  68× 62  41

P3 55× 57 321P4 66× 60 27
P5  62× 54  33

Ｒ
麓

Ｎ

く

l

土師器

)'不

A:ゼ 12.6。 b4.8。 B:底部完体部1/2。 C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。体
部下端反時計方向の一段ヘラケズリ。底部一方向のヘラケズリ。D:細砂粒を含
み密。E:明褐色。 F:良。墨書有「千」「 ?」

土師器

好

A:ゼ 13.0。 B:口縁都 1/2。 C:内外面―ナデ。D:細砂粒を含み密。 E:明
褐色。 F:良 。

ｑ
く‐
Ｑ
引

35号住居址、東α5mに 27号住居霙】層離雛聾1雛輻:|し 4ち !奉 i、窓窃継蔵象含む。
址、南 3mに 37号住居址が存在。 第3層 暗禍色上層 :粘性・弱, しまり。有,砂粒を微具に含む。
主軸方位 :N-65° 一W、 orN一 第4層 暗禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量に含む。

84° 一 E。 平面形態・規模 :3問 ( 第92図  3号掘立柱建物遺構 〔1/60〕

4.6～ 4.2m)× 3間 (4.5～ 4.2m)の短形。柱穴  第70表  3号掘立柱建物遺構柱穴規模

(81)



1.6m・ 1.7m。 1.3m。 柱穴の平面形 :円形～ 不

整円形。覆土 :12層 で小礫 を主体とするが、粘土

も混入する。

出土置物 :少量で図示しえたものも 1点である。

ｔ

ｌ

l①      l①止q

q
①
、

hl

q.
ぬ

|

q

Ｑ

Ｑ
降

／

４

，

羊

―

q

qB

第1層 暗茶褐色土層 :粘性・弱, しまり・無,小礫・礫を含む。  ´
第2層 暗茶褐色主層 :粘性・弱, しまり・無,小礫を含む。
第3層 暗泰禍色土層 i粘性・弱, しまり,無,小礫を微量に含む。
第4層 黒黄禍色上層 :粘性・弱, しまう。無,小礫を多量,黒色土を含む。
第5層 暗茶禍色土層 :粘性・弱,し まり・無,粘土ブロックを多量,小礫を含む。
第6層 暗黄禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,粘土を少量,小礫を含む。
第7層 暗茶禍色土層 :粘性・弱! しまり。有,小礫・黄褐色土を微量含む。
第8層 暗黄茶褐色土層 :粘性・弱i しまり・無,小礫・黄色砂粒を含む。
第9層 暗黄茶禍色上層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を多量,茶褐色上を少量含む。
第測曙 黒禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫・礫を含む。
第11層 黄褐色土層 !粘1生・弱, しまり・無,小礫を多量含む。
第12層 黄偶色土層 :粘性・強, しまり。有,小礫を多量,黄色上を含む。

第93図  4号掘立柱建物遺構 〔1/60〕

2m

4号掘立柱建物構柱穴規模

第71表  4号掘立柱建物遺構出土土器計測表

TTh 類 甕 類

土師器 4点 59 6点 509

須恵器

A27'30

P.  56× 63  26 1 P2  61× 59  27
P3 57× 56 211P4 57× 47 22
P5 45× 40  14 1 P6  56× 58  22
P7 65× 67 251 P8 63X70  30
P9 52× 53  23 1 Pェ。 66× 53  21
P.1 63× 73  25 1 P12 65× 55  21
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第94図  4号掘立柱建物遺構出土土器 〔1/4〕

3)焼土遺構

(1号焼土遺構》 (第 95-971用 、第74～ 75表、図版XV・ XVII)

IX IX

○

Y′

も9D―
Y27810 Y

第 1層 黒褐色土層 :粘性・弱, しまり・有,焼上を少量含む。
第2層 橙褐色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼土層。
第3層 黒褐色土層 :粘性・強, しまり。有,小礫・焼土を少量含む。
第4層 暗茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。有,焼上を多量含む。
第5層 淡橙褐色土層 :粘性・弱, しまり。有,砂粒・焼上を多量含む。
第6層 黒褐色土層 :粘性・強, しまり。有,炭化物主体層,焼土ブロックを含む。
第7層 黒褐色土層 :粘性・強, しまり,有 ,焼土を少量,炭化物を含む。
第8層 暗禍色上層 :粘性・強, しまり。有,焼上を微量,粘上を含む。

第95図  1。 2号焼土遺構 〔1/30〕

Z

Z 27■ 90

0             2m

位置 :D-18区。北 15mに

1号溝状遺構 が束西に走 る。

南西 1.5 nlほ どに 2号焼土遺

構 が存在。遺存状態 :北半部

にかなり攪舌しを′受けていると

想定される。

形状 :平面形は不整楕円形

を呈 し、浅い皿状断面を持つ。

規模 :2.2側 ×1.4 nR。

主軸方位 :N-20° 一W。 覆

土 :8層 で、焼土・炭化物・

焼土合有層が互層をなして堆

積する。特に南半部は焼土の

堆積が著 しい。覆土・落ち込

みなどの状態から、本来的に

は落 ち込み内全体に焼上が充

填 していたものであろう。
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第73表  4号掘立柱建物遺構出土土器観察表

1

土畠碩器

甕

A ib7.8。 B:底 部完。Ci内面―すデ。
面―底都糸切り。Di砂粒を多量に含み粗。
:茶禍色。F:良。

外

Ｅ



出土遺物 :非常に豊富であるが、全て断片化し

遺構内外に散乱し焼土層下、或は焼土層内から出

土している。焼土堆積直前、或は焼土堆積時に投

げ捨てられた様相を示す。

尚、隣接する 2号焼土追構 との関連は遺構の上からは確認 しえなかった。

ヽ

発

＼  磁

10cm

第74表  1号焼上遺構出上土器計測表

TTh  類 甕   類
土師器 551垢氣 1,4009 80,氣 4409

須恵器

第96図  1号焼土遺構出上上器(1)〔 1/4〕
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1号焼土遺構出土土器(2)〔 1/4〕

1号焼土遺構出土上器観察表(1)

10cm

第96図

第75表

1
土師器

ナ不

A:ゼ 13,9。 b5.9。  h3.8。 B:完。
部下半反時計方向の一段ヘラケズリ①
を含む。 E:暗茶褐色。

「
:良 。

C:内面―ナデ。外面一体部 li半 ナデ。体
底部ヘラケズリ (不定方向 )。 D:細 砂粒

2
土師器
l示

A:ゼ 15,6。 b7.1。 h5,4。 B:底部完。体とb2/3。 C:内面―ナデ。外面一体
部 に半ナデ。体部下半反時計方向の ^段ヘラケズリ。底菩卜上方向のヘラケズリの
ちナデ。D:密。 E:外 ,時茶棚色。内・黒色。 F:良。

3
土師器
ケ不

A:ゼ (13.6)。  b(5,9)。  h4.3。  B:1/3。
デ。体部下端反時計方向の一段ヘラケズリ。
砂粒を多量に含む。 E:淡茶褐色。 F:良。

C:内面―ナデ。外面一体部 li半 ナ
底苦bヘ ラケズリ (不定方向)。 D:

4
土師器
ナ不

A:ゼ (20.6)。 b(11.5)。 B:体部 1/3。 Ci内面一回転ナデのちナデ。「1,〒部
ナデ。外面一体部上半回転ナデ。体部下半時計回りの回転ヘラケズリ。D:rl砂
粒を含む。 E:淡橙掘色。

「
:良。

5
土師器
lTh

A:ゼ (12.6)。 b(5,3)。 h3.2。 B:1/3。 C:内外面―ナデ。D:砂粒を多量
に含む。 E:明茶褐色。 F:やや良。

土師器
ナ不

Ａ

計

Ｅ

b4.6。 B:底部完。Ci内面―ナデ (?)。 外面一体部ナデ。体部下端反時
向のヘラケズリ。底部反時計回 りの回転糸切 りのち縁辺部へ ′ケズリ。 D:
淡明偶色。 F:良。

7
土師器
ナ不

A:b4.8。 B:底部のみ完。
反時計方向の一段ヘラケズリ。
り。D:白 砂粒を多量に含む。

C:内面―ナデ。外面一体部下半ナデ。体部下端
底音[反時計阿りの回転糸切 りのち縁辺部ヘラケズ
E:明棚色。 F:良。

8
土師器
ナ不

A ib5,4。 B:底 部完。Ci内面―ナデ。外面一体部すデ。底部糸切 り。D:
細砂粒を含み密。E:褐色。 Fi良。

9
土師器

皿
外面一体詞け デ。底部反

「
:良。

A:212.5。 b6.9。 h23。 B:完。Ci内面―ナデ。
時計方向のヘラケズリ。D:砂粒を含む。 E:明例色。

土師器

甕

A:ゼ 29,8。 B:田縁～胴■半3/4。 C:内面―田縁部細かいヨコノ、ケぅB「〕常トヨ
コハケ。外面―田縁～「I拝部ナデ。】H郡 タテハケ。 Di金′」i母、砂粒を含む。 E
:明褐色～暗茶掲色。

「
:良 。
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第75表  1号焼上遺構出上土器観察表(2)

土師器

甕

A:ゼ (150)。 B:口縁～胴上半1/3。
(斜)ハ ケ。外面―タテハケ。D:金雲母

C :内面一口縁斜方向のハケ。胴部ヨコ

砂粒 を含む。 E:暗茶褐色。 F:良。

土師器

甕

A:b78。 B:底部1/2。 C:内面―ヨコハケ・外面―胴吉Iタ テハケo底著L木葉
痕。D:砂粒を多量に含む。 E:暗茶掘色。 F:良。

土師器

鉢

A:ゼ (29.2)。 BI体都 1/4。 Ci口 唇部ナデ。
縁部ナデ。体部タテハケ。体菩L下端ヘラ状工具に

母を含み竹。 E:明 偶色。 F:良。

体部 タテハケ。外面一口唇～田

よる押エナデ。D:砂粒・金雲

土荷F器
鉢

A:ゼ (250)。 B:口縁部 1/4。 Ci内面―「J:1部 ナデ。体部ヨコハケ。外面―

「 J,や部
～口縁部ナデ。体部タテハケ。D:金雲母 を含む。,E:明棚色。 F:良。

土師器

霊

A:ゼ 20.4。 B:田縁～類部 1/2。 C:内面一指頭圧のちナデ。外面―ヘラナデ

D:砂粒 を多量に合む。 E:明協色～暗褐色。「 :良 。

上自市器

甕

A:b9.4。 胴吉L径 23.8。 B:胴部～底吉L1/2。 C:内面―ヨコハケ。外面―タテ
ハケ。D:金蒙母・砂礫 を含む。 E:明茶棚色。 F:良。

土師器

甕

A i b15。 7。 胴部27.0。 BI底都～体部1/3～ 1/2。 Ci内外面一ヘラナデ。D:
砂粒を含み密。 E:赤調色。 F:良。

灰釉陶イヽ F

A ゼ15.8。  B:[ヨ縁吉[1/3。
砂粒を合む。 E:灰 ritt。

内外面一回転ナデ。体部上半灰黄色系の釉。

:やや良。

C

D

《2号焼土遺構》 (第95,97～ 98図、第76～77表、図版XoXV・ pll)

位置 iC・ D-17・ 18区。北束1.5mに 1号焼土遺構が存在し、共に他の遺構から離れて首

まれる。逮存状態 :違構本来の様相が不明であるが、北半部をかなり削平されている。

形状 :径80cm程の焼土溜まりを中心に、コの字形或はL字形をなして土堵卜が集中する。焼土

は80× 60cm程 の精円形平面で、深さ15cmの台形断面を持つ落ち込み内に充填している。覆土は

3層 で焼土溜まりのはしには10× 10× 20cmの 角礫が直立していた。

土器は焼土から南へ0.5 nl、 西へ直角に折れて2.4m、 更に北へ折れて1.2m程 に亘って列状

に

'1べ

られた状態で出土した。土器の出土状態も本焼土遺構の形】犬・規模を示しているものと

するならば、本址は2.7× 1.5nュ 以上のコの字状、または方形平面を持つものといえ、主軸方位

はN-86° 一Wと なる。

出土遺物 :土器類が極めて豊富に出土している。列状に並んで出土した土老卜は全て郭類 (lTh

・皿・蓋)である。また詳細に観察するとそれらは 3～ 5個程の/卜群に別れて断続的に続いて

いる。断片化したもの、周囲から出上したものを含めても、甕類の出土数は好類
の1/10に満た

ず、違構の性格 を反映 したものといえよう。

本址は前述 した様な焼土の様相から、当初竃 (

住居址)の可能性も考えた。しかし、精査の結果

焼土周囲に於ける構築物の痕跡・壁・床・床面施

設などが認められ無かったことからその可能1生 は

第76表  2号焼土遺構出上土器計測表

ナ不 類 甕 類

土師器 1,615点 3,0909 118点 9909

須恵器 19メ景 1009 25点 2809

その他 18点 409



排除した。他に電気石入りの所請「草入り」水晶片 1片 が出土している。

0          ~~2m

第97図  1 2号焼土遺構全体図 〔1/60〕

第 1層  橙褐色土層
:粘性・弱, しま
り。有 ,焼土ブロ
ック層。

第 2層  暗褐色土層
:粘性・弱, しま
り。有,焼土を含
む。

第 3層 黄灰梶色土
層 :粘性・弱, し
まり。無,黄灰色
礫層。

第 4層 黒褐色土層
:粘性・弱,礫 を
少量,焼土を微量
含む。

第98図  2号焼土遺構出土土器(1)〔 1/4〕
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第77表  2号焼土遺構出土土器観察表(1)

〕
土師器
}不

A:ゼ (12.3)。 b4.9。 h47。 B:底部完。体部1/3。 C:内面―ナデ。外訃
体部ナデ。体部下端反時計方向の二段ヘラケズリ。底部糸切 りのち周縁部ヘラケ
ズリ。Di細砂粒を多量に含む。 E:H音禍色。

「
:良。

2
土師器
)不

A:ゼ (129)。 b4.7。 h3,7。 B:底部完。体部1/3。 C:内面―ナデ。外面―
体部上半ナデ。体部下端反時計方向の一段ヘラケズリ。底部糸切 りのち一方向の

ヘラケズリ。D:細砂粒・金雲母を含む。E:明茶禍色。 Fi良。

3
土師器
ナ不

A:ゼ 13.4。 b5。 4。 h3.8。 B:底部完。体剖∫2/3。
すデ。底部～体部下端ヘラケズリ。底都糸切 り。D
禍色。 F:良。

C:内面―ナデ。外面一体部
:砂粒を含む。E:淡褐色～

4
土師器
ナ不

A:を 12.8。 b4.7。 h4,1。 B:底部完。体部2/3。 C:内面―ナデ。外面一体
部上半すデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部糸切り。D:細砂粒を
含み密。E:暗橙褐色。 F:良。

5
土師器

'不

A:ゼ (13.6)。  b(7.6)。  h3.8。 B:体部 1/4。
半ナデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

色。
「
:良 。

C
D
内面―ナデ。外面一体部上

細砂粒を合み密。 E:淡凋

6
土師器
ナ不

A:ゼ 13.6。 b(5.4)。 h4.1。 B:体吉Ⅲ1/2～ 1/3。 C:内面―ナデ。外部Ji半 ナ
デ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部谷ラケズリ。D:細砂粒を微量
含む。 E:暗茶褐色。 F:良。

7
土師器
ナ不

ゼ (13.0)。 b(5.6)。 h3.6。 B:1/4。 C:内面―ナデ。外面一体著b上半ナ
体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部ヘラケズリ。D:細砂粒を合み
E:tFJ色。 F:良。

A

デ

密

8
土師器
)不

A:ゼ 13.8。 b(5.4)。
デ。体部上半回転ナデ。

Di砂 粒 を含み密。 E:

h40。 B:1/2。 C:内面一回転ナデ。外面 ― IJ唇菩トナ
体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底部ヘラケズリ

暗褐色。 F:良。

9
土R頭器

ナ不

A:ゼ (12.4)。 B:体部1/3。 C:内外面―ナデ。 D:砂粒を合み密。 E:明掲
色。 F:良。

土師器
,不

こ
底

身

ｏ

A:ゼ 13.0。 b5.6。 h4.2。 B:1/2～ 1/3。 C:内面一体常卜 (回転)ナ デ。
み割∫回転ナデ。外面一体部回転ナデ。体著h下端反時計方向の一段ヘラケズ |

菩b糸切 りのち二方向ヘラケズリ。D:砂粒を含む。 E:暗茶掲色。 F:‐良。

11
土師器

'不

Ｂ

Ｄ

A:ゼ (13.6)。 b(6.4)。  h3.5。
底吉[反時計回 りの回転ヘ ラケズ リ。

1/4。 C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。
砂粒を含む。 E:暗茶褐色。 F:良。

土師器
ナ不

A:ゼ 123。 b5,6。 h3.7。 B:体部 1/2～ 1/3。 C:内面―ナデ。外面一体普トナ
デ。底部糸切 り。D:細砂粒を微量含み密。E:明禍色。 F:良。

13
土師器

ナ不

A:215.4。 も8.5。 h4.3。 B:1/2～ 1/3。 Ci内 面一回転すデ。外面一体部回
転すデ。底部糸切 り。D:砂粒 を含み密。 E:暗茶禍色。 F:良。

土師器

'不

A:ゼ (174)。 B:体部1/4。 Ci内外面―ナデ。D:細砂粒を含み密。 E:暗
lgJ色～黒色。 F:良。

土師器
ナ不

C:内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。 体
底部二方向のヘラケズリ。D:砂粒を含む

Ai b4.7。 B:底吉[～体吉苫下半完。
音I下端反時計方向の一段ヘラケズリ。
E:淡褐色。 F:良。

土師器
ナ不

A:b4.5。 B:底部1/2～ 1/3心 C:内 面一体部ナデ。身こみ部回転ナデ。 外面
一体著I下端反時計方向の一段ヘラケズリ。底吉I不定方向のヘラケズリ。D:砂粒
を含む。E:淡褐色。 F:良 。

土師器
ナ不

Aib(5.8)。 B:底部～体部1/2弱。Ci内面―ナデ。外面一体部すデ。底部糸
切り。D:砂粒を含み密。E:明褐色。Fi良。

土師器
ナ示

A:b5.2。 B:底都2/3。 Ci内面一回転ナデ。外面一体都すデ。底部 (回転 )
糸切 りのちヘラケバリ。Di砂粒を含み密。E:明禍色。 Fi良。
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第77表  2号焼上遺構出土上器観察表(2)

土師器

雰

Ai b6.8。 B:底都1/2～ 1/3。 C:内面―ナデ。外面一体都ナデ。底部不定方
向のヘラケズリ。D:細砂粒を含む。 E:明褐色。 F:良。

土師器

郭

A ib6.3。 B:底部完。Ci内面―ナデ。外面一底都反時計回 りの回転糸切 り。
D:密。E:明褐色。F:良。

土師器
lTh

A ib5.6。 B:底都完。Ci内 面―身 こみ部ナデ。外面―底部糸切 り。Di細
砂粒を含み密。 E:明茶褐色。F:良。

土師器

郭

A:b6.4。 B:底部～体部 1/2。 C:内面一体部ナデ。身こみ部回転ヘラナデ。
外面一体部上半ナデ。体部下端反時計方向の一段ヘラケズリ。底部不定方向のヘ

ラケズリ。D:密 cE:外 。明褐色。内、黒色。 F:良。

土師器

雰

A:212.2～ 12.5。 b5,8。 h4.8。 高台都径 5.8。 B:完。Ci内面― ミガキの
ち黒色塗彩。外面一体都回転ナデ。底部糸切 りのち高台貼 り付のち高台都回転す

デ。Di密。E:外・淡褐色。内・黒色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ (12.9)。 b4.2。 h2.5。 B:底都完。体部1/5。
体部上半ナデ。体部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

り。D:細砂粒を合み密。E:暗褐色。 F:良。

Ci内面―ナデ。外面―
底部糸切 りのちヘラケズ

土師器

皿

A:ゼ 13.1。 b2.6。 h2.7。 B:完。C:内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。体
部下半時計方向の一段ヘラケズリ。底部糸切 りのちヘラケズリ。D:細砂粒を含
む。 E:暗橙褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ 13.4。 b2.1。 h2.4。 B:完。 Ci内面ニナデ。外面一体吉[上半ナデ。体
都下端時計方向の一段ヘラケズリ。底部一方向のヘラケズリ。D:自砂粒 を合み
密。 E:暗橙褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ 13.6。 b4.7。 h2.6。 B:完。
都下端反時計方向の一段ヘラケズリ。

褐色。 F:良。

C:内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。体
底部一方向のヘラケズリ。D:密。E:暗

土師器

皿

回

明

立
口

．
．

底

Ｅ
A:ゼ 12.8。 b5,7。 h2.0。 B:完。C:内面―ナデ。タト面一体菩[ナデ。
転糸切りのち周辺～体部下端時計方向のヘラケズリ。D:秒粒を含み密。
4F」色。F:良。

土師器

皿

A:ゼ (13.2)。 BI体部 1/3。 C:内面―ナデ。外面―上半ナデ。下端反時計方
向の一段ヘラケズリ。D:細砂粒を含み密。 E:暗 4F」色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ (12.4)。  h2.3。 B:体音Б1/4。
都下半時計方向の一段ヘラケズリ。D

C:内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。体
:細砂粒を微量含む。 E:褐色。

「
:良。

土師器

皿

Ａ

デ

Ｄ

C:内面―ナデ。外面一体部上半ナ
底部糸切 りのち一方向のヘラケズリ

彦12.3。 b3.5～ 4.1。 h3.2c B:完。
体吉b下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

細砂粒を含む。 E:淡褐色。 F:良。

土師器

好

A:ゼ (13.2)。 B:体吉b1/3～ 1/2。
部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

C:内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。体
D:砂粒を微量含む。E:暗禍色。F:良。

土師器

皿

A:ゼ 12.8。 b4.5。 h2.6。 B:完。
都下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

む。 E:淡茶褐色。F:良。

Ci内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。体
底部二方向のヘラケズリ。D:細砂粒を含

土師器

皿

A:ゼ 12.8。  b3.9。  h2.7。  B:3/4。
部下半反時計方向の一段ヘラケズリ。

み密。 E:茶褐色。 F:良。

Ci内面―ナデ。外面一体都上半ナデ。体
底部一方向のヘラケズリ。D:細砂粒を含

上自市器

皿 D

内面―ナデ。外面一体部上半反時計方

細砂粒 を含み密。E:明褐色。 F:良
A:ゼ (13.2)。 B:
向の一段ヘラケズリ。

口縁～体部 1/3。

体部下半ナデ。

C

土師器

皿

A:213.0。 b5.9。 h2,7。 B:完。C:内面―ナデ。外面一体都ナデ。底都糸
切り。Di砂粒を多量含む。E:明禍色。F:良。

(90)
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第77表  2号 焼上遺構出上土器観察表(3)

土師器

皿

A:ゼ 13.0。 b5.9。 h2.7。 B:完。C:内面―ナデ。外面一体都ナデ。底部反
時計回りの回転糸切 り。 D砂粒 を多量に含む。E:明褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ 13.2。 b6.1。 h2,1。 B:2/3。 C:内面―ナデ。外面―ナデ。 底都反時
計回りの回転糸切 り。D:砂粒 を含み密。E:明褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ 12.8。 b6.8c h2.1。 B:1/2。 C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。 底部
反時計回りの回転糸切 り。D:砂粒を微量に含む。E:淡茶褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ 12.4。 b6.3。 h2.1。 B:1/2～ 2/3。 C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。
底部反時計回りの回転糸切 り。D:密。 E:明褐色。 F:良。   |

土師器

皿

A:ゼ 13.0。 b5.8。 h2.4。 B:底部完。体部1/3。 Ci内面―ナデ。 外面 一体
き[回転ナデ。底部反時計回りの回転糸切 り。D:砂粒を合み密。E:淡茶掲色。
F:良。

土師器

皿

A:ゼ 12.2。 b6.5。 h2.1。 B:完。C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。底都不
定方向のヘラケズリ。D:砂粒 を多量に含む。 E:淡茶褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ (12.8)。 b6.1。 h2,9。 B:底部完。
体部ナデ。底吉卜反時計回りの回転糸切 り。D
や良。

体著[1/4。 C:内面―ナデ。外面―
:砂粒を含む。 E:明褐色。 E:や

土師器

雰

A:ゼ 12.8。 b6.2。 h2.3。 B:3/4強 。C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。 底
部反時計回りの回転糸切 り。 D:糸H砂粒を含み密。E:褐色。 F:良。

土師器

皿

A:ゼ (12.1)。  b(7.5)。  h3.2。
底部反時計回りの回転糸切 り。D
や良。

B:1/3。 Ci内面―ナデ。外面一体部ナデ。
i細砂粒を合む。 E:橙褐色～暗TF」色。 F:や

土師器

皿

A:ゼ (13.8)。 b(6.1)。 hl.8。 B:1/3。 Ci内面―ナデ。外面一体著bナ デ。
底都反時計回りの回転糸切 り。D:砂粒を含む。 E:淡褐色。 F:良。

土師器

皿

Aib(6.6)。 B:底部1/3～ 1/2。 C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。 底部反時
計回りの回転糸切 り。D:砂粒 を多量に含む。E:褐色。 F:やや良。

土師器

皿
A:ゼ 13.2。 B:口縁吉L1/2。 C:内面―ナデ。D:密。 E:淡褐色。 F:良。

土師器

蓋

立
口

・
・

体

Ｅ
A:ゼ 19.4。 b6.0。 h3.5。 B:つ まみを除き完。C:
ナデ。高台都回転ナデ。天丼部ナデのちつまみ貼り付。

暗茶掘色。 F:良。

内面―ナデ。外面―

D:細砂粒 を含む。

土師器

耳皿

:内面―ナデ。外面一体部ナデ。 底部回
金雲母を含み密。 E:暗褐色。 F:良。

A:高台径5.Oo B:口縁部を欠損。C
転糸切りのち高台貼 り付のちナデ。D

土師器

甕 i

内面一口縁ナデのち斜方向のハケ。胴

胴部タテハケ。D:細砂粒・金雲母を
A:ゼ (18.2)。  B:口縁～胴部 1/4。 Ci
部ヨコハケ。外面一口唇部～口縁部ナデ。

合む。E:暗茶褐色。 F:良。

J二自市著【

■甕
∝
密
内面一口縁・胴都細かいヨコハ ケの ち口

E:外・暗茶褐色。内・黒色。 F:良。
A:頚部径(18.2)。 B:頚部1/5。
縁部ナチど外面一口縁部ナデ。D

土師器

甕

A:b5.8。 B:底部 4/5。
時計方向の回転糸切 り。 D

C :内面一回転 ナデ。外面―胴部ナデ。 底吉[反
金雲母 を多量 に含み密。 E:暗 茶褐色。F:良

土師器

Σ】雀a

B:鍔部破片。Ci内面―ヨコハケ。外面―ナデ。D:砂粒・金雲母 を含む。 E
:暗茶褐色。 F:やや良。

土R雨器

羽釜

B:底部。Ci内面一ハケ。底部ヘラナデ。外面―縦位のヘラナデ。 D:砂粒を
多量に含む。 E:茶褐色。 F:良。

(92)



第77表  2号焼土遣構出土土器観察表(4)

手づ くね
Ai bl.0。 B:底部完。C:外面一体部下端ナデ。底部ナデ。D:砂粒を含む
E:淡褐色。 F:やや良。

須 恵 器

蓋

A:ゼ 16.6。 h4.2。 天丼部径76。 宝珠径2.7。
口唇部ナデ。外面一体部下半～口唇部回転ナデ。
り。D:細砂粒 を含み密。 E:青灰色。 F:良。

B:完。Ci内面一回転ナデ。
天丼部時計方向の回転ヘラケズ

須 恵 器

甕

B:肩部破片。 C:内面―ヨコハケ。外面―平行叩目のちヨコハケ。D:砂礫 を
含む。E:暗青灰色。 F:良。

須 恵 器

甕

B:胴部破片。 C:内面―ヘラケズリのちハケ (音[分 )。 外面―平行叩日。 黒緑
色系の自然釉。D:白砂粒を含む。 E:黒灰色。 F:良。

灰釉陶器

婉

B:底部破片。C:内面―ナデ。外面一体部ナデ。底部糸切 りのち高台貼り付の
ら高台部ナデ。D:密。EI灰白色。F:良。

緑釉陶器

婉

緑釉陶器

婉
A:ゼ (13.0)。 B:体部1/3。 D:密。 E:緑色。 F:良 。

緑釉陶器

功
A ゼ (13.4)。 B:体部1/4～ 1/5。 D:密。 E:灰緑色。 F 良。

4) その他の遺構
《1号溝状遺構》 (第 100図 、第78表、図版�)

位置 :F-15、 E-15,16・ 17・ 18区で東西に直線的に走る。他の遺構はほぼ本址北側に位

置し、本址南には36号住居址、 1・ 2号焼土遺構が存在するに過ぎない。

全長約30cm、 幅100～ 50cmで、深さ35～ 20cm。   第78表  1号溝状遺構出土土器計測表
覆土は 6層 で′〕ヽ礫の混入が顕著である。遺存 しな

いが東・西端とも更に延長するものであろう。

出土遺物 :少量で図示 しえたものもない。

一
↑ 類 甕 類

土師器 21点 ０
０ 23′点 2209

須恵器

《ピット群》 (第 99～ 1∞図 )

ピット群は 4箇所で検出された。それらのうちM-14区 のものは 2間 (約 4.6 nn)× 2間 (約
4.5m)の掘立柱建物遺構か、それと重複する 1間 (2.9m)× 2間 (約 3.6 nl)の掘立柱建物
遺構 となる可能′性が考えられるが柱穴配置が不規則であることなど決め手にかける。K-11区
F,G-16区 はさらにピット列として延長する可能1生 が強いが現状では確認不可能であった。
H-12区のものは 2号掘立柱建物遺構 との関連が注目されたが明確な認識を得る事は出来なか
った。

出土遺物 :少量の土器片が出土 したが、図示 しえなかった。K―m区 ビット群確認面から鉄製
品一点が出土 した。現長4.6cm程の棒状品で 0.4× 0.l cmの 方  fr   u  ―,二

1
形断面をもつ。使途不明品である。            第99図 K-11ビット群出土鉄製品(1/2)
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1号滞

第 1層  暗茶褐色土層 :粘性 。
弱,し まり。無,小礫を含む。
第 2層 暗茶禍色土層 :粘性・
弱,し まり。無,/1羽静 礫を

含む。

第 3層 暗茶襴色土層 :粘性・
弱, しまり。無,礫・黄色砂
粒を少量含む。

第 4層 黒茶禍色土層 :粘性 。
弱, しまり・無,小礫を多量
含む。

第 5層 暗黄茶禍色土層 :粘性
・弱,し まり・無,小礫・黄
色砂粒を含む。

第 6層 黄茶褐色上層 :粘性・
弱, しまり。無,小礫を多量
含む。

M-14区 ピット群
PI… … …暗茶禍色土層 :粘性
。弱,し まり。有,黄色砂粒
を多量,礫 を含む。
P2・ P3° P5…暗黄禍色土層 :粘性

・弱,し まり。有,黄色砂粒
を多量,小礫を含む。
P6・ P8  暗黄禍色土層 :粘性
。弱,し まり。無,黄色砂粒
・小礫を含む。

P4……… …暗黄禍色土層 :粘性

・強,し まり。無,黄色砂粒
を含む。

P7……………暗黄禍色上層 :粘性

・強,し まり。有,小礫を多
量,黄色砂粒を含む。
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《1号土境》 (第 101・ 121図 、第79～80表 )

位置 :E-5区 。北束3()mに 8号住居址が存在する。遺存状態 :南半部は発掘 IX城外となり、
上面にかなり削平を受ける。

主軸方位 :N-27°一W。 平面形態 :不整 (円形 )。

規模 :短軸1.5m、 長軸1.6m以上。断面形 :鍋底

状を呈 し深さは30cm。 覆土 :1層 で小礫・炭化物

を含む。

出土遺物 :少量で図示 しえたものも少ないが、 :

第79表  1号土療出土土器計測表

不 類 甕 類

土師器 11′点 309

須恵器

全て土師器・杯である。

＼
＼マ _ξ、

| 茅
３

0             10cm

第 101図  1号土渡出土土器 〔1/4〕

第80表  1号土壊出土土器観察表

1
土師器

ネ

A:つ (13.2)。 b5.5。 B:底部完。体部1/3。
すデ。体都下端反時計方向の一段ヘラケズリ。
ヘラケズリ。Di密。 E:乳暗色。F:良。

Ci内面―すデ。外面一体部上半
底都 (回転)糸切 りのち一方向の

2
土師器

杯

A12(13.2)。 b(5.1)。 h4.8。 B:底都完。
不明。外面―磨滅が激しく不明。底都糸切 り。
F:良。

体部1/3。 C:内面―磨滅が激しく
D:細砂粒を含み密。E:乳褐色。

3
土師器

皿

A:つ (14.4)。 B:口 縁1/3。 Ci内面―ナデ。外面一体面上半ナデ。体都下半
反時計方向の一段ヘラケズリ。D:砂粒を含み密。E:淡禍色。F:良。

5)遺構外出土の遺物 (第 102～ 103図、第81～ 83表、図版 plll)

〆木遺跡では遺構外から出土 した遺物は全体的に少なく、多くの遺物は遺構に伴 うものであ

った。 しかし、全面的な確認面精査時に何箇所か遺物の集中する地点があり、配 1～h4ま で
の トレンチを設定した。その結果何らかの遺構を検出することは出来なかったがそれぞれ多く

の遺物を得ることが出来た。

鉄製品 :1号 トレンチ、 2号 トレンチからそれぞれ一点ずつ出土 している。 1は不明鉄板で
8.5× 4.5cmで 0.3cmの 厚さを持つ。短辺方向に僅かに湾由している。1号 トレンチから出土 した。

2号 トレンチから出土 した、 2は棒状鉄製品で0.5× o.5cmの 方形断面を有する。断片化 したた

め長さは不明であるが 2～ 3 cln程 のものを数点検出した。他に 3号 トレンチから大型の鉄滓一

点 (3209)、 A-16区確認面から鉄滓片二点 (909)を得た。
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第102図 遺構外出上鉄製品 〔1/2〕

第81表  トレンチ出土土器計測表
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第103図 遺構外出上土器 〔1/4〕

2    テ}

トレンチ

邦   類 甕   類

土師器 占
ヽ
609 20月争 809

須恵器

3    与;

トレンチ

lTN  類 甕   類

土師器 339イξ 1,66的 171点 1,跡 09

須恵イト 6点 609 占
【
3609

4 四万

トレシチ

好   類 甕   類

土師 41 占
山
59 3点 109

須恵器

(96)

0              10cm



第32表 遺構外出土土器観察表(1)

1

土 師 器

杯

A ib5,4。 B:底都 1/2。 Ci内面―すデ。外面一体都すデ。底都糸切り。Di
砂粒 を微量含む。 E:明禍色。 F:良。

2
上 自市暑吾

甕

A:ゼ 19.0。 B:口縁部1/5～ 1/4。 C:内外面―ナデ (磨耗が著 しく不明)。 D:
砂粒 を多量に含む。 E:灰褐色。F:良。

3
灰釉陶器

霊

A i b10.8。 B:底部3/4。 Ci内面―緑灰色系の釉。外面―胴都ナデ。底部ヘ
ラケズリのちナデ。D:細砂粒を合み密。E:外・茶灰色。内・緑灰色。 F:良。

4
須 恵 器

霊

B:頚部破片、C:内面―ナデ。外面一回転ナデ。灰色系の自然釉。D:砂粒を
含む。 E:黒灰色。 F:良。

5
土 師 器

皿

A:29.0。 b5.4。 hl.6。 B:体都1/2弱。Ci内外面―ナデ。底部糸切 り。D
:細砂粒金雲母を含む。E:禍色。F:良。

6
土 師 器

ナ不

A:ゼ 16.6。 B:口縁～体部 1/3。 C:内外面―ナデ。D:密。EI淡橙褐色。
F:良。

上 自臣イト

'不

Ai b5,0。 B:底部 1/4。 C:内面―ナデのち放射状暗文。外面一体郡上半ナデ
体都下半反時計方向の一段ヘラケズリ。底都 (回転)糸切 りのちヘラケズリ。D
:密。E:黄茶褐色。F:良。

8
土 師 器

ナ不

A:高台径7.4。 B:底部1/4。 C:内面―ナデのち放射メ犬暗文。外面一体吉b下端
時計方向の回転ヘラヶズリ。底部 (回転)糸切りのち高台貼り付けのち高台都回
転ナデ。Di密。E:明褐色。Fi良。

9
土 師 器

蓋

A:ゼ 15.4げ B:口縁部1/4。 Ci内面―ナデ。口縁部棒状工具による押工。外
面―ナデ。D:砂礫を含む。E:暗茶褐色。F:良。

須 恵 器

蓋
B:口縁部破片。Ci内外面一回転ナデ。D:砂礫 を合み密。E:黒灰色。F:良。

須 恵 器

堕

B:口縁菩I破片。C:内外面一回転ナデ。D:砂粒 を多量に含む。 E:黒灰色。
F:良。

手づ くね
A:ゼ 5.1。 肩部径7.2。 B:体部1/3。 C:内外面一部分的にヨコハケ・ヘラナ
デ。D:自砂粒 を含む。 E:明褐色。 F:やや良。

須 恵 器

蓋

A:ゼ 15.2。 B:口縁部破片。Ci内外面一回転ナデ。D:白砂粒を多量に含む
E:灰白色。 F:良。

須 恵 器

霊

A:高台径9.0。 B:底部2/3。
貼付けのち高台部回転ナデ。D

C:内面―ナデ。外面一底部ヘラケズリのち高台
:白砂粒、黒色粒を含む。 E:灰自色。 F:良。

土 師 器

郭

A:ゼ 15.6。 b7.Oo h4.9。 B:底部完。体都1/3。 C:内面―ナデのち放射状
暗文黒色塗彩。外面一体部上半ナデ。底部～体部下端反時計方向の回転ヘラケズ

リ。D:砂粒を合み密。E:外・Fr」色。内・黒色。 F:良。

土 日師著き

ナ不

A : ゼ11.4。  b4.7c h4.2。

底面一二方向のヘラケズリ。
・ナデ。D:砂粒を含む。 E

B:底部完。体部 1/2。 C:内面一回転ナデ。外面・
体部下端・反時計回りの 1段ヘラケズリ。体部上半
:明褐色。 F:良。

土 師 器

婉

A:ゼ 12.2。 B:口縁～体部 1/4。 C:内外面―ナデ。D:密。 E:明褐色。
F:良。

土 師 器

郭
Ai b6.8。 B:底部2/3。 C:内外面―ナデ。D:密。 E:淡褐色。 F:良。

土 師 器
lTN

A:b4.7。 B:底部完。Ci内面―ナデ。体部下半反時計方向のヘラケズリ。
底部ヘラケズリのちミガキ。D:細砂粒を含む。 E:褐色。 F:良。

須 恵 器

ナ不

A:b6.2。 B:底部 1/4。 Ci内面―ナデ。外面一体都ナデ。底部糸切 りのちヘ
ナデ。D:自砂粒を含み密。E:暗青灰色。F:良。

(97)



第32表 追構外出土上器観察表(2)

土師器

堺

A ib7.8。 B:底部3/4。 C:内外面― ミガキ。Di砂粒を微量含む。E:外・
褐色。内・黒色。 F:良。

土師器

皿

A: ゼ13.4。  b4.3。  れ3.1。  B:1/2,食 。 C
底都～体部下端時計方向の回転ヘラケズリ。

褐色。 F:′ 良。

内面―ナデ。外面一体部上半ナデ。

Di細砂粒・黒色粒 を含み密。E:

土師器

皿
A:ゼ 12.8。 B:口縁部 1/4。 Ci内外面―ナデ。D:密。 E:乳褐色。 F:良。

土師器

霊

A:ゼ 20.O。 頚部径15.0。 B:口縁～頚部1/4。 Ci内面一口辱部ナデ。 日縁部
～頚音[細 かいヨコハケ。胴都ナデ心外面一口答き[～ 口縁都ナデ。胴部 ヨコハケ。

D:砂粒を多量に合む。 EI明茶褐色。 F:良。
土師器

羽 釜
B:鍔都破片。Ci内面―ナデ。外面―胴部タテハケ。鍔部ナデ。D:砂礫を含
む。 E:明掲色。F:良。

灰XHI陶器
婉

A:ゼ 18.4。 B:口縁～体部1/5。 Ci内面一回転ナデ。縁灰色系の施釉。外面
一回転ナデ。D:密。 E:緑灰色。 F:良。

?
Ai b8.2。 B:底部 1/5。 C:内面一黄緑色系の施釉。D:白砂粒を合み密。
E:黒茶褐色。「 :良。

第83表 確認面出上土器計測表

1・ 2は 1号 トレンチ、 3～ 5は 2号 ト

レンチ、 6～ 11は 3号 トレンチ、12-14は

と号 トレンチから出土 している。また、15

。19は I区、 16・ 20は Ⅱ区、 17・ 18。 21・

22・ 23・ 24・ 25・ 26・ 27は Ⅲ区から検士Hさ

れたものである。

I区

堺 類 甕 類

土師器 24点 1209 20

須恵器

Ⅱ区

郭 類 甕 類

土師器 178点 4609 366:ξ 3,2609

須恵器

Ⅱ区

罫 類 甕 類

土師器 369=氣 1,58的

須恵器 占
い
409 26:積 4009
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第 2節 縄文時代の遺構と遺物
1)堅穴住居址

《1号住居址》 (第 104～ lCX3図 )

|>

/ンで
/o

〔さ9Cテ
。

ヽ

'1手

〕
8.3、
=:

。電・|も
銀
ｇ

馬 l号住居址
第 1眉  H吉赤偶
色 に悟 :粘IL
。強,し まり
。有,炭 Tヒ物
・礫を含む。
第ゼlIN 暗赤欄
色_上用 :粘性
・強,し まり
。在,礫を多
量,炭化物を
含む。

第 3層 暗赤禍
色■層 :し ま
り・行,炭化
物を少量含む。

E・
「
-4。 5区に位置 し、北

束 6mに 1号小竪穴遺構が存在す

る。上面の削平が激 しく壁及び床

面の一部が確認されたにすぎない。

平面形は不整円形～精円形 と考え

られ、規模は長岱 ,lm、 短径3.6

m以上となろう。壁高は最高で33

cmを測 り、内湾気味に立ち上がる。

覆土は 3層 に分けられた。礫の混

入が著 しく、覆土と地山との見極

@

1及

B23150

二 上

◎

上

X281m X Y28:つ 0 Y

力i
l号炉

第 1層 暗茶禍色土層 :粘性・弱,し まり・無,焼土ブロックを少量,焼上を含む。
第2層 晴茶禍色土層 :粘性・弱. しまり・無,小礫を少量,粘上を微量含む。
第3層 暗黄茶禍色土層 :粘性・弱, しまり。無,小礫を少量,焼土・炭化物を含む。
第4層 果黄色土層 :粘性。弱, しまり,無 ,小礫主体眉,黒色土粒を含む。
2号炉
第1層 暗茶禍色土層 :粘性・B3, しまり。無,炭化物を少量,焼上を含む。
第2層 暗茶禍色上層 :粘性・弱, しまり・無,小礫を含む。

第104図  1号住居址及び炉址 〔1/60、 1/31J〕
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めが困難を極めた。床面は傷みが激 しく炉周囲に貼床が残存 していたのみで、柱穴等の施設は

確認しえなかった。

炉は 2箇所検出された。

1号炉 住居址南東部に付設された石囲埋甕炉である。偏平な角礫を85× 41 cmの 長方形に配

しその北半に口径約40cmの 土器口縁部が埋められる。炉体土器の側からは角礫は検出できなか

ったが、本来的には使用されていたものであろう。炉内部には焼土・炭化物が混入 していた程

度であるが、炉西脇に焼土溜まりが認められた。掘 り方は浅い皿状で土器の部分が一段掘 りく

ばめられて Vヽ た。

2号炉 住居址北端部に付設された埋甕炉である。口径約35clnの土器口縁部を埋め炉体土器

としている◇土器内部には焼土・炭化物の混入が認められた。掘 り方は土器本体よりも僅かに

径が広く、深さは15銅程 である。

出土遺物は豊富であるが断片化が進み、そのほとんどが第 3層上面の礫中から出土 した。本

址床面に伴 うものは炉体土器 2個体と深鉢型土器 3のみである。尚確認調査時に出土し、82ト レ

ンチー 1と して報告 した深鉢型土器は本住居llL床面に伴 うものである。

1号住居址は今回の調査で最初に着手 した遺構であり、覆土と地山との判別
。床面の確認等

調査に不手際があったことは否めず。それぞれ 1基の炉をもつ 2軒の住居址である可能性は否

定しえない。 しかし、 2基の炉が全 く同レベルであること、土層観察に於いて明確な切 り合い

関係を確認 しえなかった事などから本報文では 1軒の住居址として報告 したものである。

0              10cm傷
ヽ
た
ト
ヤ

第105図  1号住居址出土土器 〔1/6、 1/4〕
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1は、口径39.5cmを 測る深鉢形土器の頸部である。文様は隆帯に半裁竹管による押引きを行

う三角区画文が施されている。 2は、日径35clmを測る深鉢型土器である。口縁部に重下する隆

帯を4ヶ 配 し、隆帯には爪形文を有している。頸部には隆帯による精円の区画文を有する。 3
は、口径40.4cmを測る深鉢型土器で、口縁部は 1対の把帯が配され、三角区画文が施されてい

る。区画文の内部は角状の工具による押引きの沈線が施 されている。 4は、口径25cmを 測る深

鉢型土器で胴部上半を精円区画文、下半を三角区画文 と2種の横帯区画文帯を有 している。施

文工具は半我竹管と角状工具による押引きを施 している。

時期、いずれも新道期に比定されよう。

多

Φ    8

0      5cm5基
9

点

◇
9              5cm

第1∝図 1号住居址出土石器 〔1/4〕

7・ 8は打製石斧。 7は撥形、刃部形は円刃、重量∽ 9、 石質 :秒質粘板岩。 8は基都断片、

短冊形か、重量1709、 石質 :中粒砂岩。 5は磨製石斧。乳棒状磨製石斧基部、重量4209、 石質

:緑色岩。 6は石匙。重量409、 石質 :シ ル ト岩。 9・ 10は石鏃。石質 :黒耀石。Hは石錐。

つまみ状の基部をもつ。石質 :黒耀石Ь他に多量の象1片類が出土 しているが明確な使用痕等を

確認 しうるものは無かった。

《第 2号!住居址》 (第 107～ 109図、図版Ⅱ・�・�・� ・ ull)

F・ G-6・ 7区に位置し、東14mに 2号小竪穴遺構、南西 8mに 1号小竪穴遺構、北7.5m
に 7号住居址が存在する。攪乱のため住居址南東隅から南壁部を失う。平面形は不整円形を呈

し、径5.7～5.4mを 測る。壁は最高部で70clmを 測 り、北壁の状態からはほば垂直にたっていた

ものと考えられる。覆土は 5層 に分けられるが、壁際、床直上の層以外は急激に流入したもの

であろう。また人頭大から径 lm近 くもある礫が重なる様に埋没してお り、その激しさを示し

ている。床面は本来竪緻な貼床であったと考えられるが、部分的に遺存するのみである。柱穴

は 5本検出された。住居址壁際をほぼ等間隔に一巡するものと考えられるが、南側壁部では攪

乱のため確認 しえない。また Pr2.P3の 間隔が他のピット間の間隔に比し狭 く配されていること

山
川
ｒ十
日
日
日
日
日
ｕ
Ｖ
　
７◆

鋭 ‖∞
脚
脚
甥
０
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第107図  2号住居址及び炉址 〔1/60、 1/30〕

2号住居址

豊 !暑 患豊号を量暮1捧t子笠|:!;書 を手:る33を捺宣P。

第 4愕 畿 鑓 毛魯?駆 軌 しまり。無,ロ ー軸 を多量 ,

第 5層 謄皇増邑鍵 l粘性 羽弘 しまり。無,小礫を握 ,ロ ー
ム粒を含む。

2号住居址・炉

窮j懲 登墾色主橿i簿粧:致 とこみ:疑 余壌皇寡獣黒色上
粒を含む。
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第 108図  2号 住居址出土土器 (1)〔 1/4、 1/6〕

(103)



(70T)

WOOT               6

噸
　

　

　

　

　

と

郵



は注意せられる◇ ピットの規模は径80～ 65cmを 測 り、深 さはPI-53cm、 P2~35clll、 P3~49cln、

P4~66cm、 P5~55cmを 測る。

炉は住居址中央部に付設される。47× 36cmの やや横長の石囲炉である。炉内部から焼土・炭

化物は全 く検出しえなかった。

出土遺物は極めて豊富であるが殆どは第 2層下部から第 5層直上で出土 した。特に第 5層直

上から出土 した土器は遺存状態もかなり良好で当初は床面直上かと疑わせるものであったが、

精査の結果床面より5～ 10cm程浮いてお り本址使用時に伴 うものとは理解 しえない。 しかし、

前述 した本址覆上の状況からみてその流入と同時に埋没したとも考えられない。従って住居廃

絶後の、かつ住居埋没前のごく短期間内に於ける人為的活動の所産と考える事が自然であろう。

O              ЮCm

第108図

2号住居址出土

23 土器(3)〔 1/4〕

1は 口径14cmを測 り、器高22.3clmを 測る。口唇部には隆帯による爪形文を有するが顎部は無

文帯、下半においては 2単位の渦巻文を有 してお り、各区画文は沈線が充壊されている。

2は口径24.6cm、 底径 13.l cm、 器高32,9cmを測る。口縁はやや内湾 し、無文帯である。月同部

は 1対の J字文が施されている◇

3は 口径19.8cm、 底径12.5cll、 器高27.2cmを測る。口唇部には隆帯による爪形文を有 し、頸

都より下半には逆 J字文及び渦巻文が施 される縦区画文が施されている。

4は底径10cmを測る胴張 りの深鉢型土器。文様は縦の区画文帯で構成され沈線が充填される。

5は 口径21.5cln、 底径 7 cm、 器高30.6cmを測る深鉢型土器である。口縁都は内湾 し胴下都が

(105)



僅かに膨む。胴中位に縦位の隆杵を2対貼 り付けている。他は文様はなく簡略なつくりである。

6は 口径20.8cm、 底径 12.8cln、 器高34.9cmを測る。日縁部は内湾し、縦の区画文帯を有 し、

抽象文が施されている。

7は 口径21cm、 底径10.5伽、器高32,3cmを 測る深鉢型土器である。口縁部に 1個 の把手 を持

ち、隆帯による抽象文が施される。隆帯上は半萩竹管状工具による張引き文を施 している。

8は 口縁部に縦の隆帯を貼 り付け、精円の横区画文が施 されている。

9は 口径22.2cm、 残存高22clnを 測る口縁部がキャリパー状に内湾する。口縁部は無文帯で頸

部には二本の隆帯が貼 り付けられ、胴部には隆帯による区画文が施 される。

10は底径 14cm、 残存高12.5cmを 測る深鉢の底部片で、内部は良好なヘラミガキが行なわれて

いるが、外面はヘラ状工具によるナデのみの整形である。

11は最大径25。 4cm、 残存高12.7cmを 測る深鉢型土器の頸部片である。頸部には二本の隆帯が

貼 り付けられ、一方には交互刺突文状の爪形文が施 されている。

12は深鉢型土器の口縁部から頸部片である。口唇部と頸部に文様帯をもち半我竹管及びヘラ

状工具による文様が施される。

13は底径9.6cm、 残存高5。 3釦 を測る深鉢型土器底部片で、半散竹管状工具の押引きによる楕

円区画文を有している。

14は底径14.8cm、 残存高 5 cmを測る深鉢型土器の底部片で、隆帯による爪形文と棒状工具に

よる沈線文が施されている。

15は底径12.6cmを 測る底部片で、縦の区画文帯が施されている。

16は底径16.4cm、 残存高9.8cmを 測る、LRの単節縄文を施された深鉢型土器の底部である。

内面上半はヘラナデが施 され、さらに炭化物が付着 している。外面はヘラ磨きが施されている。

17は最大径1lcmを測る小型の深鉢型土器の胴部片で、胴部には爪形文が施されている。整形

はヘラによるナデのみのもので粗い。爪形文も指頭によるものである。

18は深鉢型土器の口縁部破片で、半載竹管による押引き、交互刺突文が施 されている。

19は深鉢型土器の器台部分。底径15,4cm、 残存高8.8cmを 測る。外面及び底部、内面下部はヘ

ラ磨 きにより調整される。上部内面はヘラナデ調整でさらに 2次焼成を受けている。

20は 口径22,6cmを 測る日縁部には隆帯が施 され、胴部にはRLの単節縄文が施 されてお り整

形もヘラ状工具による磨きが行なわれている。

21は 口径 16cm、 底径 8 cm、 器高21 cmを 測る深鉢型土器。 1個 の把手を持ち縦の区画文を持つ。

22は底径 14cln、 残存高16cmを測る深鉢型土器の胴下半部で、沈線による横区画文と精円区画

文の横区画文帯が施されている。

23は土偶の頭部片である。日、頭部に三又文が施 され、頼には入塁が施され、頭髪は渦巻状

に巻かれたものと思われる。最大中は12.2cmで 、大型の上偶と言える。

時期、23は新道期、他は藤内皿期から丼戸尻期に比定されよう。
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第109図  2号住居址出土石器 〔1/4〕

24・ 25は石皿。両者共側縁部に文様が刻まれ、円形及び半長円形が交互に配されたものであ

ろう。石質 :共 に両輝石安山岩であるが別個体である。24は側縁部から底部にかけて火熟を受

ける。26・ 27は磨製石斧。共に乳棒状磨製石斧、重量は26が 3∞ 9、 27が1209、 石質 :共に緑

色岩。28～ 33は打製石斧。31が撥形にちかい他は全て短冊形、刃部形は31・ 29が 円刃、釣。28が

斜刃、重量は30が1109・ 31が809・ 28が∞ 9・ 29が1209。 33が 1209。 32が 609、 石質 :30。

33が ホルンフェルス、31・ 32が中粒砂岩、28が細粒砂岩、29が砂質粘板岩。28・ 29・ Ⅸ)は刃部

の磨滅が激 しい。

《6号住居址》 (第 110～ 112図、図版� )

I-7区 に位置 し、南 6mに 7号住居址が存在する。遺存状態は極めて悪 く北西部壁 と床面
の一部を検出しえたに過ぎない。形状は不整円形、或いは精円形を呈すると思われ規模は径 4

m以上となろう。壁は残存部でも10cmで覆土 も1層 しか認められない。 ピットは 1箇所検出さ

れ深さは37cmを 測る。

炉は住居址中央部に付設される。醐×35cmの長方形 を呈する、石囲炉である。攪乱のためか

石の配列にかなり乱れが見られた。掘 り方は皿状断面を有 し深さは12clnを 測る。

出土遺物は少なく図示 しえたものも僅かである。深鉢形土器底部 1は床面から出土 した。

◇
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第110図  6号住居址 〔1/60〕
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一<とと2F千- 50cn

第■1図  6号住居址炉址 〔1/30〕

1は、日径17clnを測る鉢型土器である。内面は

ものでやや粗雑である。中央の円形区画内には、

れている。口縁部は 4単位の波状口縁を有する。

時期、新道期に比定されよう。

第 1層  暗禍色土層 :粘性・弱 ,
しまり。有,礫 を多量,小礫を
含む。

第 1層 暗茶禍色土層 :粘性・弱 ,
しまり。無,焼土・小礫を含む。

0           10 cm

第■2図  6号住居址出土土器 〔1/4〕

良く磨かれているが、外面はヘラナデによる

三叉文と、角状工具による押引き沈線が施さ

(108)
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《7号住居址》 (第 113～ 116図、図版Ⅱ・�・ HII o plH)

H-6・ 7区に位置し、北6mに 6号住居址、南7.5mに 2号住居l■が存在する。北半部上部
には5号住居址が乗り、他部も削平が進む。また南半部は攪乱によって壁が押し出されるなど

遺構に歪みが見られた。形状は不整円形を呈し、径5.5～5.lmを測る。壁高は50～

“

clnでやや

緩やかに立つが、これは壁の崩落が激しい事にも因ろう。覆土は確認しえた範囲では 4層 に分

けられ礫の混入が著しい。床面は本来は堅緻な貼床であったと窺わせるが現状では炉周囲の一

部に残存するに過ぎない。柱穴は6本検出され住居址壁際を一巡する様に配されていたもので

OI

毎 8140

ＯヽＯヽ／

，

オ

。

パ
一

髯麟鶴第子F有戸猥線苦属督警警。強, 
しま

D′

容い
ノ

第113図  7号住居址 〔1/60〕
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あろうが、南壁都では検出できなかった。また P3・ P4 ~

間が他の ビッ ト間に比 して短い間隔であることは注

暮ζ打る。
~ど

ッlλ垣&と注昂～互i:i程で深さは酌―上く行曇色憲あ
つ~小
丼g,上

30cm、 Pヮー20cln、 P3~50cm、 P4~27cm、 P5~42cm、 P6    ×姜霊■くと

"I芹

士ダ

-22cmを測る。
                           む

/

炉は住居址中央都に付設される。79× 41cmの 長方形  x9Rrl帥            旦X28090

を呈する石囲炉である。炉内部からは微量の焼土を検

出したのみであるが、炉南側外部に焼土の堆積が確認
〔1こと「・  4     9        501cm

され た。掘 り方 は鍋 底 状 を呈 し、10Cm程 の深 さ を有 す る。
第1層 ‖偶色土層 :粘1生・】労,し まり,無。

出土遺物は非常 に豊富であるが、殆 どは断片化 し覆
身;橿 彦給魯圭題:懲権:;!|∵あ粋1協皇音Iを

含む。

土中に散在 していた。覆土下層から床面にかけて検出 第
4居 暗禍色上農 組七・弱,し まり・無,小礫'焼上粒を含むす

されたものは住居址南東部から出上 している。 しか し、第 114図  7号 住居tlL 炉址 〔1/30〕

遺物の状態などか ら、本址使用時に伴 うと確定 しうるものは認められな
かった。

0              10Cm

第115図 7号住居址出土土器 (1)〔 1/3、 1/6〕

(11())

20cm
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第■5図  7号住居址出土土器 (2)〔 1/6〕

1は残存高13.3cmを 測る深鉢型土器の頸部である。上半部は隆帯を貼付け、下部には半裁竹

管と角状工具による三角区画文が施される。 2は 口径27cm、 推定高36clnを 測る深鉢型土器で、

胴部上半部にはLRの 単節縄文が施され、隆帯には竹管による爪形文が施されている。 2次焼

成を受け、器外面は荒れているが、上半部は内外面共ヘラ状工具による磨き、下半部は内面は

ナデ、外面は指によるナデが行なわれている。内面は炭化物が多量に付着 しており、これは破

断面にも観察される。 3は 口径29cm、 残存高25.6cmを測 り、 4単位の波状口縁で、 1つ の把手
を持つ。上半部は三角区画文 と半円の区画文及び隆帯による抽象文が施され、下半は三角文

と隆帯による抽象文が施 されている。 4は 口径8,4銅、器高16.6cmを 測る。口縁都はやや内湾 し、

文様は縦区画である。 5は 口径m.8cm、 底径8.4cm、 器高13.4cmを 測る小型深鉢である。内外面

の調整は粗 く、ヘラによるケズリを主とし内面下部は指頭によるナデ調整が施されている。 6

は口径20.8cm、 残存高24.5clllを測る。整形は非常に粗 く、外面は輪積みのち指頭ナデ、内面は

粗いヘラケズリを行っている。上半部は隆帯を用い横区画文を形成 し、竹管による押引き文を

施 している。 7は 口径27cm、 残存高 4.6cmを 測る深鉢の口縁部である。隆帯は貼付けによるも
ので、爪形文様の押引きが行なわれている。 8は底径17cmを測る深鉢型土器の底部片である。

内面下部には炭化物が付着 していた。 9は底径11.2cmを 測る深鉢型土器底部で、角押文と半我

竹管による押引き文で形成された三角文が施 されている。loは深鉢型土器の脚都で底径12.5cm

を測る。調整はヘラミガキでよく磨かれている。 11は底径 14.6cm、 残存高19.4cmを 測る底部で、

精円の区画文と、区画文内を沈線が垂下してお り、 LRの 単節縄文が施文されている。内面上
部にはススが付着し、下部には炭化物が付着 している。

(111)



６
日
７

12は打製石斧。撥形を呈し刃部形は斜刃、重量809、 石質 :細粒

砂岩。刃都の磨滅が激しい。

12 <三〒て三正三フ 発Hl図  7号住居址出土石器 〔1/4〕

2)小竪穴遺構

《1号小竪穴遺構》 (第■7～ 118図、図版 XIII)

F-5・ 6区に位置し、北東6mに 1号住居址、南西 8mに 2号住居址が存在する。西半部

を攪乱によって失いほぼ1/2強が導存する。形状は不整円形を呈すると思われ、規模は 3.2m

×(3.0)m程であろう。壁は緩やかに立ち上がり壁高は17～ 12cmを測る。床百は部分的に硬軟

の差が激しく、緩やかな凹凸をみせる。覆土は4層に分かれ、下層では土質の差が顕著である。

柱穴・炉などの施設は検出されない。

出土遺物は豊富でその形状をよく留めるもつがおおい。 しかし、出土層位は例外を除くと全

てが第 3・ 4層上面である。従って遺構が遺棄され一定程度埋没が進んだ状態に於け
る廃棄等

を考えることが妥当であろう。

A

第 1層 暗茶灰禍色上層 :粘性 。弱, しま
り・有,小礫を多量含む。
第 2層 黄茶禍色土層 :粘性・強, しまり
。有,小礫・黄色粘土を含む。

A281.00

第 3層 黄禍色上層 :粘性・弱,礫層。
第 4層 黄茶禍色上層 :粘性 。強, しまり
・有,黄色粘上を多量,小礫を少量含む。

樋

第117図  1号小竪穴遺構 〔1/40〕

ぬ
|
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第■8図  1号小竪穴遺構出土土器 〔1/4〕

1は 口径26.6cmを 測り残存高37.5cmを 測る日縁部は無文帯で、胴部には隆帯による抽象文が

施されている。 2は底径15.4cmを測り縦区画による文様が施されている。内外面は良く磨かれ

ており、内面は炭化物が付着していた。 3は底径11.6cm、 残存高1l cmを 測り内面には炭化物が

付着していた。 4は底径15.4cm、残存高4.8cmを 測る深鉢型土器の底部である。 5は底径12.2cm、

残存高15cmを測る。隆帯による抽象文が施され、内面には炭化物が付着している。 6は手樫ね

の深鉢型土器で、底径 3 cmの 小型土器である。外面はヘラ状工具による磨きが施されているが、

内面はヘラによるナデのみの調整である。 7は三X文 を有する土偶の腹部及び脚部の破片であ

る。最大幅 9 cm、 厚さ4.5cmを測る。

時期、 1～ 6は藤内期、 7の土偶は新道期と思われる。        、

(113)
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第119図  2号小堅穴遺構 〔1/60〕 第120図 2号小堅穴遺構出土土器 (1/41

1は残存高19clnを 測る。内外面共に粗いヘラ状工具による整形。調整も内外面共に粗 く、外

面胴下半は輪積みを観察できるが、文様を意識 したものであろう。

時期、併出遺物が不明瞭のため確定はできないが井戸尻期の粗製土器であろう。

3)土  療

《2号土娠》 (第 121図 、図版Ⅸ )

位置 :L-12区 。形状 :隅丸長方形を呈 し、規模は78× 63cmを 測る。鍋底状断面を持ち、深

さ23clnを 測る。長軸方位N-53°一 E。 北東半都は攪乱によって失う。いわゆる集石土竣で、土

羨中位に偏平な角礫を組んだ状態で認められた。石組内の覆土 (第 1層)は黒色の炭化物主体

層である。

《3号土境》 (第 121図、図版Ⅸ )

位置 :L-14区 。形状 :不整円形を呈 し、規模は82× 75cmを 測る。断面形は短い円筒形 をな

し、深さは49clmを 有する。これも集石土壊で土壊中位に偏平な角礫が皿状に敷き詰められてい

る。礫 上面には 5～ 10cmの厚さで炭化物主体層が堆積 し5～ 1()cm角 の炭化材 も認められた。

《4号土壊》 (第 121図 )

位置 :L-16区。形状 :不整円形を呈 し、規模は99× 87cmを 測る。断面は鍋底状で深 さ24cm

≦
甥

B2ed40

(114)
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第121図  1号～8号土拡 〔1/60〕
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である。土壊上面に角礫を持つ集石土竣で30～ 50cmの 角礫が 3個置かれている。覆土は 2層に

わかれる。

《5号土墳》 (第 121図 、図版Ⅸ )

位置 :F-15。 16区。形状 :不整円形を呈し、規模は58× 50cmを 測る。断面は浅い鍋底状で

深さは 8 cm程 である。覆土は 1層 で、炭化物主体層である。

《6号土城》 (第 121図、図版Ⅷ )

位置 :F-15区。形状 :不整円形を呈 し、規模は69× 65cmを 測る。断面形は鉢状を示 し、深

さは24cmを持つ。これも集石土墳で第 2層 は礫を多量に含む炭化物主体層である。

但 し礫に被熱の痕跡は認められない。

《7号土壊》 (第 121図 )

位置 :G-16区。形状 :精円形を呈し、規模は48× 39cmを 測る。断面は鍋底状で深さは10cm

程である。長軸方位はN-87°一Wに取る。覆土は 3層 に分けられる。

《8号土境》 (第 121～ 122図 )

位置 :G-16区。形状 :精円形を呈し、規模は75× 57cmを 測る。断面は深い鍋底状で33cmの

深さを持つ。長軸方位はN-16°一 Eに取る。覆土中から多量の縄文式土器の破片が出土 してい

る。

1は、口径26cmを 測る深鉢型土器の胴部の下

半である。半裁竹管による押引きの沈線文を有

し、下部は隆帯による渦巻文が施されると思わ

れる。

時期、藤内期 と思われる。

ｒ

／

′
―

0            10 cm

第122図  8号土壊出土土器 〔1/4〕

1号土墳
第 1焙 暗禍色上眉 :粘性・弱, しまり。有,小礫を多量 ,

炭化物を含む。
2号土壌
第 1層  果色土層 :し まり・無,炭化物を多量,小礫を微
量に含む。

第 2層 黄!lt色土漏 :粘性 。弱, しまり。無,小礫を多量 ,
炭化物を少量含む。
3号土壊
第 1眉  ilt褐色土眉 :し まり,無,炭化物を含む。
第 2層  ;|!色土層 :粘性・弱, しまり・無,炭化物主体層。
第 3結 暗茶禍色上牌 :粘性・弱, しまり,無 ,炭化物を
少量,小礫を含む。
4号土墳
第 1牌  ,11偶色上層 :粘性・弱, しまり。有,小礫を多登
含む。

第 2店 Π吉禍色上牌 :粘性・弱, しまり,無 ,小礫・黄色

砂粒を含む。
5号土墳
第 1唐  黒色■孵 :粘性・弱, しまり。無,炭化物主体層,
小礫を含む。

6号土墳
第1眉  明灰禍色上層 :粘性・弱, しまり。無, ローム・
単色上を少量,小礫を含む。
第 2層 工〔色上眉 :粘性・弱, しまり。無,炭化物主体庸,
礫を多量含む。
7号土城
第 1層  ;∴モ禍色i■膳 :粘性・弱, しまり。無,小礫を少量
含む。

第 2層 二(!禍 色土層 :粘性・弱, しまり,無 ,小礫を多量
含む.

第 3層  R★茶禍色J:博 :粘性・弱,し まり。無,小礫・黄
色砂粒を多景含む。
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4)遺構外出上の遺物(縄文時代)(第 123～ 124図 、図版 XⅧ )
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第123図 遺構外出土土器(縄文時代 1) 10cm〔1/3〕
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1は早期 (押型文)、 2は早期 (茅山期)、 3・ 4は共に前期 (諸磯期)の ものであろう。

135は中期後葉 (唐草文系)、 136は後期 (掘之内期)であろう。他は全て新道期～井戸尻期のも

のと思われ、特に藤内期のものが多数を占める。

本遺跡では遺構外からも多くの縄文式上器が出土 している。また各遺構の遺存状態が非常に

悪 く遺構内出土遺物についても、包蔵地の包含層的な出土状況であった。埋甕等の明確に住居址

に属する土器 と比 して、時期的な混乱をきたしかねない。従って、遺構外出土の遺物には住居址

覆土中のものも含めた。出土地点 も全体の90%以上が I区で認められ、Ⅱ・Ⅲ区からは極端に

少ない。更にⅡ・Ⅲ区にあっても、Ⅱ区では 3・ 4号土壊に狭まれたK・ L-14・ 15区、Ш区

では 7・ 8号土壌周囲から集中して認められた。

遺物の様相は単時間のもあで、調査区外で該期の住居址の可能性 を指摘 したい。曾利期にお

いても大型の破片が出土 しており、曾和Iの前半期及び前段階については強い可能性がある。

＼    0
―

165

⇔  駐

第124図 遺構外出土石器 〔1/4〕

本遺跡からの石器の出土は極めて少なく、図示しえたものの僅かである。

162は石皿。石質 :疑灰角礫岩、皿部の摩滅が激しく、側縁部に著しく火熱を受ける。163・ 1

164は打製石斧。共に撥形で刃部形は斜刀、重量163は 1∞ 9・ 1641よ 1509、 石質 :共に細粒砂岩。

164は 刃部の摩滅が進む。
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岩。167は刃部の摩滅が激しい。          十 1

162～ 164ま では1区、165～ 166ま ではⅡ区、167～ 169ま ではⅢ区から出土している。

石器類は他に打製石斧 9点 、石鏃 1点及び多量の象1片類が出上している。打製石斧の内訳は楼

形が 1点、短冊形が 3点、他は短冊形と考えられるが破損しているため、断定しえない。石質

は粘板岩 5点、シルト岩 2点 、点紋粘板岩 1点、砂質粘板岩 1点である。出上位置は二区-1

点、Ⅱ区-7点 、皿区-1点であるが、Ⅱ区のものはK-10区 (3点 )、 K・ L-15区 (3点 )に

集中している。石鏃は黒耀石製で I区確認面からの出土であるも             i

第V章 成果と課題

第 1節 〆木遺跡に於ける縄文時代の様相と問題点
〆木遺跡で発見された縄文時代の遺構は、住居址 4軒、小竪穴遺構 2基、土城 7基 を数えた。

しかし、本遺跡は前述 した様に遺構の遺存が極めて悪く、その本来的な姿をとどめていたもの

は土嫉数基にすぎない。

4軒の住居址中、 2号住居址、 7号住居址についてはほぼその全容を窺いえたが、両者共そ

の一部に攪乱を受けていた。また小竪穴遺構 とした 2基の遺構 も、共にその約半分を切 り合い、

攪乱によって失っていた。両者共、炉・柱穴等の住居内施設が確認されなかった事、規模が住

居址に比 して小さかった事など、住居址とはやや性格の異なる遺構と判断 したが、竪穴住居址

である可能性 を否定するものではない。

《住居址の様相》        |

検出された 4軒の住居址中、その内容をつかみえたものは 2号 。7号住居址で両者共、相似

た様相を示す。径 5.5m前後の不整円形～精円形平面を呈し、ほぼ中央部に長方形の石囲炉が

付設されている。柱穴は 5～ 6ヶ 所で住居址を一巡 して確認された。 しかし、その配置 。住居

址の遺存状態等から、両者共に、 6営 7ヶ 所程の柱穴をもつ ものと考えられる。また共に住居

址南西部の柱穴間隔が他のそれに比 して狭 く配されている事は注目される。    (

また 1号住居址、 6号住居址はその一部を窺いえたのみであるが、前者は石囲埋甕炉・埋甕

炉をもち、後者は石囲炉をもつものであわた。l il                 ― 「

《土墳の様相》                                `

本遺跡で発見された土残はいずれも規模の小さなものである。1形態的には様々なバ リエーシ

ョンをもつが、内部に石組状の施設をもつもの-2号 及び 3号土装、土壊上面に礫をもつもの

‐ 4号土壌、覆土中に礫を多量に含むもの-6号 土壌、その他-5。 7・ 8号土装に分類でき

る。また 3・ 4.・ 5。 6号土残内部には炭化物が多量に認められた。     |
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《遺構の年代観》

各遺構からは多量の遺物が出土している。 しかし、その多くは覆土中からであり、その遺構
に確実に伴 う遺物を出土 した遺構は僅かであった。 1号住居址はその炉体土器等から新道期に

比定 したい。 6号住居址及び 2号小竪穴遺構から出土 した土器は共に床面上から検出された可

能性が強 く、前者は新道期、後者は井戸尻期の所産としたい。

他の遺構については、遺物の出土状況からは年代を特定することはできなかった。 2号住居

址・ 1号小竪穴遺構からは藤内期を中心 とする多 くの略完形品を得る事ができたが、共に前に

述べた通 りの出土状況であり、また出土土器の年代にも多少のバラつきが観察された。更に 7

号住居址については、床面に併 うものがなく覆土中に散在する状況で遺構の年代を確定する事

はできなかった。 しかしながら本遺跡における土器の様相 と同様に新道期から丼戸尻期に属す
るものであった。従って住居址の年代も、藤内期あるいはその直前の所産であるとする事が妥

当であるう。

《遺構の平面的分布》

本遺跡に於ては、小竪穴遺構を含む住居址群 と、土墳群 とが明確にIX画 されて営なまれてお

り、最短距離にある、 6号住居l■ と2号土残においても約60mの 間隔をもつ。

住居址群は全てI区に於て認められた。 2号小竪穴遺構を除くと、半径30～ 35m程の円弧上
に互いに7え 10m程離れて整然と菅なまれて

'ヽ

る。また他住居址からは15m程 はずれて存Tt~す

る2号小竪穴遺構が、井戸尻期の所産と考えられる事も興味深い。

土壊は、Ⅱ・皿区に散在 している。1更 に遺物の出土状況からは、 3号 。4号土媛 (Ⅱ 区)、 7

号・ 8号土竣 (Ⅲ 区)周囲には何 らかの遺構の存在 も予想 され、そうであるならば土壌におい

ても、一定程度のまとまりをもつ可能性 も考えられる。            .

まとめ》

今回の発掘では、予想される本来的な集落の南東隅を調査 しえたにすぎない。またその内容

も充分把握 しえない段階では多くを語ることは慎まねばならないことは勿論である。ここでは

予察的な 《まとめ》 と問題点の抽出を行なしヽたい。

1)〆木遺跡の縄文時代集落は盆地床の扇状地端部 という、自然災害をうけゃすいところに営
まれている。これは当該地域における、他の同時代遺跡 と比較 して極めて特異な占地 を示

している。この事は本集落の社会的、生産的背景、あるいは該期集落問の時 F出]的、1構造的

関係性 をとらえるうえで、無視 しえない現象であろう。        i    l
2)集落の営まれた年代は新道期から藤内期にかけてで、井戸尻期まで降る遺構 も含まれるb
また、本集落から出土 した土器群は時間的には極めて単一的な様相を示している。これは

本集落の存続が極めて限定されていた事を反映 しているものであろう。   .   |
3)集落の平面形態はほば環状を呈する事が予想 され、今回の調査ではその南東隅を確認 しえ
たにすぎない。従って集落の中心は今回の調査 IXの西側に予想される。
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4)住居址群 と土壌群の占地には明確な区画がなされており、住居址群の外部に一定度の距離

を保って土壊群が営なまれている可能性が強い。

5)住居址群は整然と弧状に並んで配置され、集落内部における強い規制が窺える。

6)逆に、僅か 1軒 とはいえ井戸尻期の遺構が弧状列から離れて存在することは、井戸尻期 と

予想 される集落の消滅と軸を同じくするものであろう。これは同時に藤内期
→井戸尻期に

おける集落の社会的構成の変容を示すものでもあろう。

7)遺物は単時期的なまとまりを示 している。また、遺構の埋没過程において、川の氾濫など

により、遺跡上部未調査区の上器が覆土に流れ込んでいる可能性が非常に強い。遺構外出

上の遺物の項でも述べたが、今回の調査区の上方には、新道期から丼戸尻期の住居址の存

在はもとより、さらに、曾利期の住居址が存在する可能性 も非常に強 く感 じられる。従っ

て未調査部分については慎重な対応が大切である。

8)僅かな資料であるが、石器類中に占める打製石斧の割合が多いと共に、台地上の遺跡から

得られる打製石斧に比 し、刃部の磨耗が激しい。

以上、箇条書きでまとめてきたが部分的な資料に依るものであり、結論的なものとするより

は今後の課題の確認 としておきたい。

第 2節  〆木遺跡に於ける奈良・平安時代の様相と問題点
〆木遺跡からは予想以上に多くの、奈良・平安時代の遺構を確認することができた。その内

訳は、竪穴住居址34軒、掘立柱建物遺構 4棟、土装・濤各 1基、焼土遺構 2基などである。以

下、若子のまとめと問題点の抽出を行ってみたい。

1)出土土器について

a)年代観 (遺梼の年代について)

山梨県内に於ける奈良・平安時代土器の年代観については、坂本、末木、堀内氏による詳細

な編年が組まれ、完成 をみている。

ここでは、坂本氏らの編年に依拠 しつつ、各住居址の年代観を検討 したい。その際、各住居

址床面に略完形で存在 したものを基本とし、それが認められない場合は竃崩壊土中のものをそ

れに準 じて扱った。また器種 としては、杯・皿を基本とし甕類をそれに準 じた。

I期  8世紀代末  10号、16号、17号、19号、24号 、29号住居址

Ⅱ期 9世紀代前半 %号 、32号住居址

皿期 9世紀代後半 4号、11号、知号、23号、%号、制号、31号住居址

Ⅳ期 10世紀代前半  3号、 9号、12号、13号、21号、22号、27号 、36号、37号住居址

V期 10世紀代後半 34号、38号住居址、 1号土装、 1号焼土

Ⅵ期 11世紀代初頭 28号、33号、35号仕居址、 2考焼土

この様に、本遺跡は 8世紀代末から11世紀代初頭まで営なまれた集落であるが、Ⅳ期に区分
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しえ、中でも9世紀代後半～10世紀代前半までを、集落の主体をなす時期 とすることができた。

しかし、今回は半世紀を
二時期 としたために、住居l■の位置関係等から同時存在が考えられな

いものをも一H寺期の中に含めてしまった。

また 1住居址内にかなりの年代幅の土器が認められており、さらに出土位置等の詳細な検討

が必要とされよう。

内面黒色土器については集落出現期から終焉期まで認められ、整形技法、形態等分類 しうる

可能性をもつ。

杯類の口唇部形態、整形技法 (ヘ ラケズリ等)に ついてもパリエーションが感 じられ地域性 を

抽出しうる可能性 も感 じられる。

甕類も、「回転ナデ」「叩き」「ハケ」「ヘラナデ」と多くのバリエーシヨンがそろっており、

詳細な分析が必要であろう。

b)墨書土器について

〆木遺跡からは総数21点 の墨書土器が出土 している。 11号住居址から3点、12号住居址から

は 5点 出土 し、他は 1点ずつ出土 している。読解できる文字は「本」 「千」などごくわずかで

あった◇同一住居址からは同一文字が原則であるが、12号住居址からは二文字が認められ、逆

|こ 「本」は 3号住居址及び38号住居址で認められた。年代的には、年代決定をなしうるものに

ついては 9世紀の後半～10世紀の前半代ものが多い。

2)住居址の様相

〆木遺跡から検出された奈良 。平安時代の竪穴住居址は総数34軒を数えた。

本遺跡は遺構が含礫層中に掘 りこまれていた為、その遺存が悪 く発掘時においても壁の崩落

が著 じるしかった。従って形態・規模等は原状 を正確に把え得たとはいいがたい。

平面形態

方形或いは長方形 を呈 し、ほとんどの住居址はコーナーが円くなる。また長方形を呈するも

のも、その短 :長辺比はさばど大きくならない。

規 模

4号住居址が最大で、5.5× 4.2mを 測 り、23.1ポ となる。また最小のものは38号住居址で2.2

×2.2mを 測 り、4.8ポである。平均値は4.0× 3.4mで 13,7ポ程 となる。

柱穴・周滞

柱穴 。周濤についてはほとんどの住居址において検出することができなかった。柱穴は 4本

柱のものが 2軒 (4号・18号住居址 )、 2或いは 3本検出されたものが 4軒 (12号・ 13号 す22号

。34号住居址)を数えるが、後者についてもおそらくは 4本柱をとるものと思われる。周濤は

3軒の住居址 (4号・21号 。23号住居址)で検出されたが、全てコーナー部に付設されている。

主軸方位

主軸方位は竃が付設された壁に直交する軸をとった。          ィ
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東北東に主軸 を向ける 3軒 (17号・31号・32号住居址)を除くと、北へ主軸 を向けるものと、

東へ向けるものとの二者にわけられる。前者はN-14°一 Eの 16号住居址からN-17°一Wの 5

号住居址までの10軒 で振幅の幅は約31° である。後者はN-74°一 Eの 34号住居址からN-110°

一 Eの 12号住居址までの14軒 で同じく約 36° の幅を示す◇

主軸方位・竃の位置については、その変遷過程、規則性などによって、集落における共同体

の規制、関係性などが論 じられている。 しかしそれ以前に、道、濤、冊列等の集落内諸遺構の

検証、他集落遺跡等の検討等を経る事によってその社会的、歴史的意味が明らかにされよう。

電

竃が確認されなかった住居址は 5軒であるが、壁部に攪乱を受けていた21号 。22号住居址を

除くと3軒 (27号・ 34号・38号住居址)で比較的小型のものである。

竃の位置は、北東コーナーに設けられていた23号住居址以外は全て東壁或いは北壁に設けら

れていた。壁面における位置は中央部のものが 7軒で他はいずれかのコーサーヘ寄っていた。

また37号住居址は新・旧 2基の竃が認められた。

竃の構築方法は、袖石又は粘土を使用するか、或いはその両者を使用するものがほとんどで、

地山の礫を竃壁面に利用 しているものも認められた。

以上、本遺跡における住居址の様相をみてきたのであるが、平面的な観察に止まって、時期

別にその変遷過程 を追求することができなかった。詳細な検討は後 日を期すとして、一瞥する

限 りでは、平面形態、規模、方位などについて、特にその変化の過程について特別の規則性を

みいだすことはできなかった。

2)焼土遺構について

本遺跡において注目すべきものの一つに集落南東端に位置する、 1号・ 2号焼土がある。そ
の形態・規模等に相違点はあるものの、共に焼土の堆積を中心 とする遺構であり、集落の居住

地区を画 しているものと思われる 1号濤南側に隣接 して位置することは興味深い。土器相か

らは 1号・ 2号焼土共に若干の時間巾が与えられるが、2号焼土はその出土状況から10世紀末～

11世紀初頭の限定された時間幅を想定することが妥当であろう。また後者は、その器種構成に

於て、杯類が91J%以上を占める事、出土状態に強い規則性が窺える事などの特微がある。更に、

出土土器に形状の著 しく歪んだもの、調整の粗雑なものが顕著である。いまその性格について

断定的に語る事はなしえないが、位置、遺物の内容等から日常的な生活空間、形態とはかなり

趣を異にしているものと考えられ、また集落の廃絶期 と非常に近いことも興味深い。

3)集落の性格、史的背景について

〆木遺跡の集落 (住居址)の様相を概観 してきたが、平面的な観察をしえたのみである。集落

を時期別に分解 しその構成及び変遷過程、歴史的・社会的性格にせまることができなかった。

ここでは最後にそういった課題にせまるための問題点を整理 してまとめにかえたい。

1.〆木遺跡は 8世紀末から11世紀初頭まで平安時代の前半を通 じて営なまれた集落である。
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平安時代中期の所産である『和名妙』には、巨摩郡には九郷が置かれていたことが記されてい

る。そのうち現在の峡西地方に置かれていたものは「大井」 「余戸」の二郷である。 「大井」

郷は本遺跡南東 l km程の甲西町大井附近を中心 として比定されている。「余戸」の郷は「大井」

郷の北方、現在の御勅使川流域が比定されている。〆木遺跡は「大井」郷の一部を成す可能性

が大きいが、 「大井」郷比定地内で当該期の集落が確認されたのは今回がはじめてでありその

意味でも今後の研究に資するところ大である。また遺跡東方 l km程には 「式内社」に比定され

ている「神都神社」が座 してお り、これとの関係も興味深い。

2.平安期初頭は律令制度の再編期であり、10～ 11世紀の平将円の乱に象徴される「東国武

士団」の成長期でもある。甲斐国の 1小集落にあってもこの様な政治的 。社会的動向と無関係

に存在 しえたとは考えにくい。現在でも洪水に襲われやすい扇状地端部に 8世紀末～ 9世紀初

頭にかけて出現 した集落が律令制の退潮に伴 う社会的再編の中で終焉を向えたものと考えたい。

これは勿論「見通 し」の域をでるものではなく、今後県内の当該期集落、牧館址、生産址等の

調査・研究を待って再に論究 したい。

3.〆木遺跡からは 4棟の掘立柱建物が検出された。竪穴住居址総数34軒に対しては比較的少

ない数字である。 しかし、 4棟の掘立柱建物遺構はほぼ同一地 |工にそろって建てられてお り、

集落全体の管理下におかれたものとも考えられる。 1号掘立柱建物遺構は 「溝もち」であり、

2号掘立柱建物遺構は総柱の建物 と考えられる。 1号掘立柱建物遺構は10世紀後半、 2号掘立

柱建物遺構も10世紀代以降の出現である。また 3号掘立柱建物遺構も南隣する34号竪穴住居址

との関連でとらえるならばほぼ同時期のものとも考えられる。従って本集落における掘立柱建

物遺構は、集落の最盛期である10世紀代 をまつて出現 した可能性 もあろう。

4.〆木遺跡に於ける遺構は、竪穴住居址が極めて単一の様相 を示 していたのに比 し、やや複

雑な様相 も示すものである。確認されているだけでも、竪穴住居址、掘立柱建物遺構 。土壌・

濤状遺構・ ピット群をもつ。他に、皿区を中心 として住居址覆土中から鉄滓・羽口片が出土 し

ており、集落内のいずれかに小鍛冶遺構が存在 していた事を予想させる。 9。 10世紀の集落か

らは、小鍛冶遺構の存在が一般化するとの事であり、山梨県内でもほぼ同 じ様相を示す様であ

る。 しかし本集落の小鍛冶遺構の場合、集落構成員の一要素として集落内へ「定着」する様相

を示 していたか否かは疑間である。

5.〆木遺跡における遺物の構成は極めて貧弱である。特に鉄製品は10点 にもみたず、農具と

して認識 しうるものは 2点 である。 しかしながら前述 した様に、本遺跡では小鍛冶遺構の存在

が予想され、本来的にはより多くの鉄製品を所有 していたとも考えられる。また、緑釉・灰釉

陶器の出土も少なく、出土遺構 も限定 される傾向にある。本集落が計画村落であるか、自然

村落であるかはひとまずおくとしても、掘立柱建物遺構や、竪穴式住居址のあ り方、焼土遺構の

存在、遺物の内容等からは、極めて古い集落構成を示すものともいえよう。

以上、〆木遺跡に於ける奈良・平安時代集落の内容・性格を検討 してきたが、もとより充分
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―な分析をなしえているわけではない。今後の山梨県内における平安時代研究に資するところ大

であれば幸いである。同時に、今回言及しえなかった点、或いは不充分な諸点については、今

後、検討・報告する責務のあることを明記しておきたい。

引用・参考文献

(1)清水 博他『〆木遺跡』 櫛形町教育委員会 1986

(2)坂本美夫・末木健 。堀内真  「甲斐地域」『神奈川考古』第14号 神奈川考古同
人会  1983

磯貝正義  「甲斐源氏勃興の歴史的背景」『甲府盆地―その歴史と地域性』 1983
古代史研究協議会

坂本美夫  「甲斐の郡 (評)郷制」『研究記要』 1 1983 山梨県考古博物館
山下孝司  「奈良時代における甲斐の土器編年」『山梨県考古学論集 I』  1986

山梨県考古学協会

長沢宏昌他『北掘遺跡』 1985 山梨県教育委員会

米田明訓他『柳坪遺跡』 1986 山梨県教育委員会

中田 英他『向原遺跡』 1983 神奈川県教育委員会
雨宮正樹  『東久保遺跡』1984 高根町教育委員会
長沢宏昌  『一の沢西遺跡』 1986 山梨県教育委員会
神奈川考古同人会  『神奈川考古 14』  1983 神奈川考古同大会
櫛形町誌纂編委員会  『櫛形町誌』 1966 櫛形町教育委員会

(132)



図版 I

遺跡遠景 (物見塚古墳より)
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35号住居址

図版Ⅵ

37号住居址

発掘風景 (櫛形中学校 2年生)
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図版Ⅷ

4号掘立柱建物遺構

1号掘立桂建物遺構

2号掘立柱建物遺構、29号・30号住居址、 6号土塘



図版Ⅸ
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図版 X

2号焼土遺構

2号焼上遺構土器出土状況
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図版 XⅥ
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図版 XⅧ
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